
SEWB+/REPOSITORY　
運用ガイド

解説・手引書

3020-3-697-70



このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの発行によって，第 7版（3020-3-697-

60）の内容を変更したものです。

これらの製品は，ISO9001及び TickITの認証を受けた品質システムで開発されました。
P-2451-1424  SEWB+ リポジトリ セット  02-53（適用 OS:Windows NT Server 4.0，
Windows 2000 Server）
P-2651-1524  SEWB+/REPOSITORY-BROWSER  02-07（適用 OS:Windows 95，Windows 
98，Windows Me，Windows NT Server 4.0，Windows NT Workstation 4.0，Windows 2000 

Server，Windows 2000 Professional）

　
なお，次に示すプログラムプロダクトについては，変更ありません。したがって，P-2451-

1424　SEWB+ リポジトリ セット　02-00以降，及び P-2651-1524　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER　02-00以降で追加された機能は使用できません。
P-2451-1414  SEWB+ リポジトリ セット  01-31（適用 OS:Windows NT 4.0，Windows NT 

3.51）
P-2651-1514  SEWB+/REPOSITORY-BROWSER  01-03（適用 OS:Windows NT 4.0，
Windows NT 3.51，Windows 95）

輸出時の注意
本製品を輸出される場合には，外国為替及び外国貿易法並びに米国の輸出管理関連法規など
の規制を御確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，御不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

平成  8年 4月（第 1版）3020－ 3－ 697    （廃版）
平成  9年 1月（第 2版）3020－ 3－ 697－ 10（廃版）
平成 10年 6月（第 3版）3020－ 3－ 697－ 20（廃版）
平成 11年 1月（第 4版）3020－ 3－ 697－ 30（廃版）
平成 11年 6月（第５版）3020－ 3－ 697－ 40（廃版）
平成 11年 10月（第 6版）3020－ 3－ 697－ 50（廃版）
平成 12年 3月（第 7版）3020－ 3－ 697－ 60（廃版）
平成 13年 1月（第 8版）3020－ 3－ 697－ 70

All Rights Reserved,Copyright (C) 1996,2001,Hitachi,Ltd.



商標類
ERwinは，Computer Associates International，Inc.の米国登録商標です。
i486は，Intel Corporationのアメリカ合衆国及びその他の国における登録商標です。
Intelは，Intel Corporationの会社名です。
Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Microsoft Wordは，米国Microsoft Corp.の商品名称です。
ODBCは，米国Microsoft Corp.が提唱するデータベースアクセス機構です。
ORACLEは，ORACLE Corporation の登録商標です。
Pentiumは，Intel Corporationのアメリカ合衆国及びその他の国における登録商標です。
PVCSは，米国およびその他の国における米国MERANT Solutions, Inc.の登録商標です。
Visual C++は，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windows NTは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。



変更内容

変更内容（3020-3-697-70）SEWB+ リポジトリ セット 02-53　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-07

なお，単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

変更内容（3020-3-697-60）SEWB+ リポジトリ セット 02-51　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-06

変更内容（3020-3-697-50）SEWB+ リポジトリ セット 02-49　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-05

追加・変更機能 変更箇所

SEWB+/REPOSITORYの適用 OSに，Microsoft Windows 2000 
Advanced Server Operating System及びMicrosoft Windows 2000 
Datacenter Server Operating Systemを追加した（該当する変更箇所
なし）。また，リポジトリブラウザの適用 OSに，Windows Meを追加
した。

1.2.2(1)，1.2.2(3)，
3.1.2(1)，3.3.1，
9.1.2，
付録 A.1(2)，
付録 A.2，
付録 B.2(1)，
付録 D.2(1)

前提データベースを，Groupmax Object Server Version 6又は
Groupmax High-end Object Server Version 6に変更した。

1.2.2，3.2.2，3.2.3，
9.1.1，9.3，
付録 A，付録 B，
付録 C

障害が発生した場合の処置についての説明を変更した。 9.1

リポジトリブラウザ起動用のショートカットを作成できるようにした。 付録 B.2(2)

追加・変更機能
SEWB+/REPOSITORYの適用 OSにWindows 2000を追加した。

同時にログインできるユーザ数の設定範囲を 1～ 230に変更した。

障害が発生した際に収集するトレースファイルの説明を追加した。

追加・変更機能

SEWB+セッション管理に強制ログアウト機能を追加した。

結合項目ブラウジング機能を追加した。
クライアントでの CSV形式ファイルの入出力機能を追加した。

初期設定パラメタファイルのサンプルファイルのエリアに対する初期割り当て量を変更した。
エクスポート・インポートを実行したときにダイアログの表示を抑止する /nomsgオプション
を追加した。
エクスポート・インポートを実行中に中止する [中止 ]ボタンを追加した。

ディスク容量を変更した。



変更内容（3020-3-697-40）SEWB+ リポジトリ セット 02-47　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-04

変更内容（3020-3-697-30）SEWB+ リポジトリ セット 02-45　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-03

変更内容（3020-3-697-20）SEWB+ リポジトリ セット 02-43　SEWB+/REPOSITORY-

BROWSER 02-02

追加・変更機能

前提データベースを，Windows NT Groupmax Object Server Version 5又はWindows NT 
Groupmax High-end Object Server Version 5に変更した。

SEWB+セッション管理機能を追加した。

環境構築ユティリティで，データ項目名と業務ルール名の一意性をチェックするフォルダの範
囲を指定できるようにした。
リポジトリブラウザに［チェックアウトの取り消し］メニューを追加した。
リポジトリブラウザの［SEWB+ログイン］ダイアログで，ログイン先を選択できるようにし
た。

追加・変更機能

リポジトリの環境情報をエクスポート・インポートする機能を追加した。
リポジトリブラウザに，アクセス権の変更をする場合，下位の資源のアクセス権も一括して変
更できる機能を追加した。
環境構築ユティリティの環境構築項目に，辞書ユティリティタイプマッピングを追加した。
環境構築ユティリティに，データ項目のタイプを編集する機能を追加した。また，ユーザ作成
の検査項目を追加できるようにした。
エクスポート運用で，ドキュメント間の開いた関連のエクスポート方法を選択できるようにし
た。
リポジトリブラウザが動作するのに必要な搭載メモリを変更した。
メモリ所要量を変更した。

追加・変更機能

リポジトリブラウザの適用 OSにWindows 98を追加した。

SI支援ユティリティ機能を追加した。

SEWB+/CS - DESIGN，SEWB+/EUR Professional Edition，
APPGALLERY Enterpriseの内容を追加した。

SEWB+/REPOSITORY-BROWSERの変更により，ダイアログ及び操作方法を変更した。

バージョン間差分出力機能を追加した。
システムバージョンの階層化機能を追加した。
バージョン更新抑制機能を追加した。
Groupmax Object Serverの前提バージョンを変更した。

Groupmax Version 3とデータベース共用の操作方法を追加した。

PVCSのバージョンごとのユーザ登録の仕方を追加した。

リポジトリの再初期化の操作方法を追加した。
ドキュメントの設定を追加した。
エクステンション（拡張子）を持たないファイルの登録機能を追加した。
運用環境の構築で，データ項目と業務ルールの設定に，GUI属性の設定を追加した。

インストールの操作手順を変更した。



サーバのファイルシステムの容量不足時の対策内容を変更した。
メモリ容量及びディスク容量を変更した。

追加・変更機能
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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使用方法について説明したもの
です。

P-2451-1424　リポジトリ管理　　SEWB+ リポジトリ セット

P-2651-1524　リポジトリブラウザ　　SEWB+/REPOSITORY-BROWSER

P-2451-1414　リポジトリ管理　　SEWB+ リポジトリ セット

P-2651-1514　リポジトリブラウザ　　SEWB+/REPOSITORY-BROWSER

　
SEWB+ リポジトリ セットは，SEWB+/REPOSITORYと Groupmax Object Server Version 

6で構成されます。このマニュアルでは，SEWB+/REPOSITORYと SEWB+/REPOSITORY-

BROWSERを併せて「SEWB+/REPOSITORY」と呼びます。また，SEWB+/REPOSITORY-

BROWSERを「リポジトリブラウザ」と呼びます。

〈対象読者〉〈対象読者〉〈対象読者〉〈対象読者〉
SEWB+/REPOSITORYのシステム全体を管理する方，及びシステム開発のプロジェクトを管

理する方を対象としています。また，サーバ OS（Windows NT Server又はWindows 2000 

Server）とクライアント OS（Windows 95，Windows 98，Windows Me，Windows NT又は

Windows 2000）の機能及び操作を理解されていることを前提とします。

〈マニュアルの構成〉〈マニュアルの構成〉〈マニュアルの構成〉〈マニュアルの構成〉
このマニュアルは，次に示す九つの章と付録から構成されています。

第 1章　概　要

SEWB+/REPOSITORYの概要や，ほかのアプリケーションとの関係について説明して

います。

第 2章　資源を管理する

SEWB+/REPOSITORYで資源を管理するための仕組みや機能について説明していま

す。

第 3章　利用環境を設定する

SEWB+/REPOSITORYを利用するための環境設定について説明しています。

第 4章　システムを開発する

SEWB+/REPOSITORYを利用して，システムを開発する手順を COBOLと C++の例

で説明しています。

第 5章　リポジトリの資源を複製して配布する

リポジトリの資源を配布する方法と運用例について説明しています。

第 6章　SI支援

システムバージョンに関連付けられたドキュメントを比較・抽出するためのユティリ
ティについて説明しています。
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第 7章　資源のバックアップとリストア

リポジトリの資源をバックアップする方法と，リストアする方法について説明してい
ます。

第 8章　SEWB+/REPOSITORYへのログインの管理

SEWB+セッション管理を利用して，システム管理者が SEWB+/REPOSITORYへの

ログインを管理する方法について説明しています。

第 9章　障害対策

SEWB+/REPOSITORYの運用時の障害対策について説明しています。

付録 A　SEWB+/REPOSITORYのインストールと動作環境

付録 B　SEWB+/REPOSITORYの起動と終了

付録 C　Groupmaxとデータベースを共用する

付録 D　必要なハードウェアリソース

付録 E　サーバに作成されるファイルのディスク占有量

付録 F　用語解説

〈関連マニュアル〉〈関連マニュアル〉〈関連マニュアル〉〈関連マニュアル〉
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
SEWB+　クライアントサーバシステム開発ガイド　（3020-3-844）

Groupmax Object Server Version 6　システム管理者ガイド　（3020-3-B56）

SEWB+/REPOSITORY　辞書設計ガイド　（3020-3-698）

SEWB+/CONSTRUCTION　アプリケーション開発ガイド　（3020-3-700）

SEWB+/CS - DESIGN　ユーザーズガイド　（3020-3-770）

SEWB+/REPORT MANAGER　ドキュメント作成支援　使用の手引　（3020-3-720）

APPGALLERY　プログラマーズガイド　（3020-7-432）

使ってみよう EUR　（3020-7-440）

EUR 導入　（3020-7-053）※１

EUR 帳票設計　（3020-7-054）※１

EUR 帳票出力　（3020-7-055）※１

COBOL85　操作ガイド　（3020-3-851）※２

COBOL85　操作ガイド　（3020-3-873）※３

　
注※１　EUR Version 4の場合にお読みください。

注※２　COBOL85 Version 5の場合にお読みください。

注※３　COBOL85 Version 6の場合にお読みください。

〈マニュアル体系〉〈マニュアル体系〉〈マニュアル体系〉〈マニュアル体系〉
SEWB+シリーズのマニュアル体系を次に示します。
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〈このマニュアルでの表記〉〈このマニュアルでの表記〉〈このマニュアルでの表記〉〈このマニュアルでの表記〉
このマニュアルでは，製品名称を次に示す略称（又は総称）で表記しています。
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また，特に区別する必要がない場合は，Windows NT 4.0とWindows NT 3.51を併せて

Windows NT，Windows NT Server 4.0とWindows NT Server 3.51を併せてWindows NT 

Serverと表記しています。

Groupmax Object Serverと Groupmax High-end Object Serverとの区別が必要な場合は，そ

れぞれの製品名称を使用しています。

〈このマニュアルで使用する記号〉〈このマニュアルで使用する記号〉〈このマニュアルで使用する記号〉〈このマニュアルで使用する記号〉
このマニュアルで使用する記号を次のように定義しています。

製品名称 略称（総称）

SEWB+/EUR Professional Edition SEWB+/EUR Professional Edition
EUR Professional Edition

Microsoft(R) Visual C++(R) Visual C++

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network 
Operating System Version 4.0

Windows NT Server 4.0 Windows NT 
4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) WorkStation 
Operating System Version 4.0

Windows NT 
Workstation 4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network 
Operating System Version 3.51

Windows NT Server 
3.51

Windows NT 
3.51

Microsoft(R) Windows NT(R) Workstation 
Operating System Version 3.51

Windows NT 
Workstation 3.51

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating 
System

Windows 2000 Server Windows 2000

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server 
Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter 
Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional 
Operating System

Windows 2000 
Professional

Microsoft(R) Windows(R) 95 Operating System Windows 95

Microsoft(R) Windows(R) 98 Operating System Windows 98

Microsoft(R) Windows(R) Millennium Edition 
Operating System

Windows Me

Microsoft(R) Word Microsoft Word

SEWB+/CS - DESIGN SEWB+/CS-DESIGN
Groupmax Object Server Version 6 Groupmax Object 

Server
Object Server

Groupmax High-end Object Server Version 6 Groupmax High-end 
Object Server

記号 意味

［　　］メニュー
［　　］ボタン
［　　］ダイアログ
など

メニュータイトル，メニュー項目，ダイアログボックスのボタン，
操作キー，ウィンドウ，ダイアログボックスなどを示す。
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〈構文の説明で使用する記号〉〈構文の説明で使用する記号〉〈構文の説明で使用する記号〉〈構文の説明で使用する記号〉
このマニュアルのコマンドの構文の説明では，次の記号を使用します。

〈図中で使用する記号〉〈図中で使用する記号〉〈図中で使用する記号〉〈図中で使用する記号〉
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

〈マニュアルとヘルプを効果的にお使いいただくために〉〈マニュアルとヘルプを効果的にお使いいただくために〉〈マニュアルとヘルプを効果的にお使いいただくために〉〈マニュアルとヘルプを効果的にお使いいただくために〉
SEWB+/REPOSITORYではオンラインヘルプ（以降，ヘルプと略します）を提供していま

す。利用の目的に応じて，マニュアルとヘルプを使い分けることをお勧めします。
マニュアルは，SEWB+/REPOSITORY全体の機能や使い方を理解したいときや，プロジェク

トに適した運用を検討するときにお使いください。
ヘルプは，SEWB+/REPOSITORYの操作中に機能の詳細を知りたいときにお使いください。

ダイアログボックスの操作方法，メニューバーの利用方法の詳細，注意事項などを参照できま
す。また，ヘルプでは，次の内容を説明しています。
• リポジトリブラウザの操作
• ユティリティの操作
• コマンドの操作
• 各定義項目の説明
• 用語の説明

記号 意味

｛　｝ この記号で囲まれている複数の項目から一つを選択することを意味する。項目が縦
に複数行にわたって記述されている場合は，その内の 1行分を選択する。

〔　〕 この記号で囲まれている項目は，省略してもよいことを意味する。複数の項目が縦
又は横に並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，記号｛　｝と同じ
くどれか一つを選択する。
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1

1．概要．概要．概要．概要
この章では，SEWB+/REPOSITORYの概要，システムの構成，機能，

及びほかのアプリケーションとの関係について説明します。

1.1　　　　SEWB+/REPOSITORY とはとはとはとは

1.2　　　　SEWB+/REPOSITORY のシステム構成のシステム構成のシステム構成のシステム構成

1.3　　　　SEWB+/REPOSITORY の機能の機能の機能の機能

1.4　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係

1.5　　　　SEWB+/REPOSITORY を使用できるユーザを使用できるユーザを使用できるユーザを使用できるユーザ



1． 概要

2

1.1　　　　SEWB+/REPOSITORY とはとはとはとは
SEWB+/REPOSITORYは，様々なシステム開発の資源を一元的に管理するための

環境を提供しています。
この節では，SEWB+/REPOSITORYの概要について説明します。

1.1.1　リポジトリによる開発資源の一元管理　リポジトリによる開発資源の一元管理　リポジトリによる開発資源の一元管理　リポジトリによる開発資源の一元管理

SEWB+/REPOSITORYは，リポジトリを使用して，システム開発の資源を管理し

ます。
リポジトリとは，システム開発の各工程で発生する様々な情報を格納する保管庫
です。リポジトリに格納する情報には，システム開発のプロジェクト内で共通に使
用するドキュメントや辞書などがあります。
ドキュメントは，SEWB+ツールやワープロなどで作成したファイルです。また，

辞書にはデータ項目辞書と業務ルール辞書の二つがあり，データ項目辞書にはシス
テム開発で扱うデータ項目を登録します。また，業務ルール辞書には，データ項目
に対する共通処理（業務ルール）を登録します。
ドキュメントはドキュメントフォルダに，辞書は辞書フォルダに格納されます。
また，ドキュメントは，ドキュメントフォルダを使用して階層構造で管理できます。

1.1.2　　　　SEWB+/REPOSITORY の特長の特長の特長の特長

SEWB+/REPOSITORYを利用すると，システム開発で使用する資源を効果的に管

理・運用できます。

(1) ドキュメントの管理ドキュメントの管理ドキュメントの管理ドキュメントの管理

(a) バージョンの管理バージョンの管理バージョンの管理バージョンの管理

リポジトリに格納されたドキュメントは，バージョン (版 )が付けられて管理され

ます。ドキュメントを更新するとバージョンが更新されます。リポジトリでは，古
いバージョンのドキュメントも残されています。したがって，任意のバージョンの
ドキュメントをリポジトリから取り出すことができます。このため，ドキュメント
を再利用するときに便利です。任意のバージョンのドキュメントをリポジトリから
取り出すには，チェックアウト機能を使用します。また，リポジトリから取り出し
たドキュメントを更新するには，チェックイン機能を使用します。
また，システム開発の区切りなどに，開発に関係する複数のドキュメントに対し
て共通のバージョンを設定できます。これをシステムバージョンといいます。

(b) 排他制御排他制御排他制御排他制御

複数のユーザで共用するドキュメントは，同時に更新されるおそれがあります。
SEWB+/REPOSITORYでは，リポジトリに格納されたドキュメントの同時更新を防

ぐために，OSの排他制御機能のほかに，チェックイン・チェックアウト機能でも排

他制御します。

(c) スタイルの統一スタイルの統一スタイルの統一スタイルの統一

システム開発で共用されるドキュメントは，レイアウトや形式を統一して作成す
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ることが必要です。作成する仕様書などのドキュメントの種類ごとに，スタイルを
規定したテンプレートファイルを設定できます。このため，定型的な設計文書など
を効率良く作成できます。

(2) 辞書の管理辞書の管理辞書の管理辞書の管理

データ項目辞書と業務ルール辞書が管理する内容，及び辞書の特長について説明
します。

(a) データ項目辞書データ項目辞書データ項目辞書データ項目辞書

データ項目辞書は，システム開発で使用するデータ項目を管理する辞書です。
データ項目の名称，タイプ，けた数などの属性，及び SEWB+/CONSTRUCTIONで

プログラムを生成するときに必要な情報も管理しています。
• データ項目を階層化して管理
データ項目間に継承関係や結合関係を持たせて，データ項目を階層化して管理
できます。また，ドメインの概念を持った辞書を構築することもでき，データ
項目の管理が容易になります。

• 各国語対応
データ項目の名称やコメントは，各国語別に記述できます。このため，同じ辞
書を異なる国語圏で相互に使用するような運用ができます。なお，国語区分は，
標準で英語と日本語ですが，ユーザが追加することもできます。

• マルチプログラミング言語対応
プログラム生成に必要な情報は，生成するプログラムの言語ごとに定義できま
す。このため，SEWB+/CONSTRUCTIONで同じ辞書から COBOL言語や C

言語などの複数の言語によるプログラムが生成できます。
• 業務ルールとの連携
データ項目と業務ルールを結び付けて管理できます。

• CSV形式ファイル入出力の対応

辞書の情報を CSV(Comma Separated Values)形式ファイルで入出力できます。

CSV形式ファイルは，データ項目を一括して登録するときや，ほかのアプリ

ケーションのデータをデータ項目辞書に取り込むときに使用します。
• 既存データベースからのデータ項目の生成

ODBCインタフェースをサポートしている DBMS上の既存のデータベースか

ら，スキーマ定義情報を取り出してデータ項目を生成できます。
• SEWB3のデータ項目辞書からの移行

SEWB3（Software Engineering Workbench 3）のデータ項目辞書からデータ項

目を移行できます。

(b) 業務ルール辞書業務ルール辞書業務ルール辞書業務ルール辞書

業務ルール辞書は，データ項目に対する処理や制約を，業務ルールとして管理す
る辞書です。業務ルールには，一つ又は複数のデータ項目間の制約を定義できます。
業務ルールは，SEWB+/CONSTRUCTIONで使用されます。

• 各国語対応
業務ルールの名称やコメントは，各国語別に記述できます。このため，同じ辞
書を異なる国語圏で相互に使用するような運用ができます。なお，国語区分は，
標準で英語と日本語ですが，ユーザが追加することもできます。



1． 概要

4

• マルチプログラミング言語対応
プログラム生成に必要な情報は，生成するプログラムの言語ごとに定義できま
す。

• CSV形式ファイル入出力の対応

辞書の情報を CSV形式ファイルで入出力できます。CSV形式ファイルは，業務

ルールを一括して登録するときに使用します。
• SEWB3のデータ項目辞書からの移行

SEWB3のデータ項目辞書から，詳細項目情報を業務ルールとして移行できま

す。
　
辞書の設計や運用方法については，マニュアル「SEWB+/REPOSITORY　辞書設

計ガイド」を参照してください。

(3) 関連情報の管理関連情報の管理関連情報の管理関連情報の管理

SEWB+/REPOSITORYは，リポジトリの資源間の関連情報を管理できます。

関連情報は，ドキュメントを変更したときなど，変更波及の解析に利用できます。
例えば，ドキュメントとデータ項目との依存関係をウィンドウに表示できます。
また，資源間の関連の種類には，ツールが自動的に付ける関連と，ユーザが任意
に付けるユーザ関連があります。

(4) 機密保護機密保護機密保護機密保護

資源を共用することは，情報を公開することになります。SEWB+/REPOSITORY

では，アクセス権（情報を参照したり，更新したりできる権利）を設定することで，
公開したくないドキュメントや辞書の機密を保護できます。

(5) SI支援支援支援支援

システムバージョンの機能を利用して，システムバージョンに関連付けられたド
キュメントのファイル内容を抽出できます。
また，異なるシステムバージョンに関連付けられているドキュメントのうち，差
分のあるドキュメントのファイル内容を比較して抽出できます。

(6) 資源の配布資源の配布資源の配布資源の配布

リポジトリの資源を複製して，ほかのリポジトリへ配布できます。
資源を複製して配布するには，エクスポート・インポート機能を使用します。ド
キュメント，データ項目，業務ルール，及び関連情報を対象にできます。
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1.2　　　　SEWB+/REPOSITORY のシステム構成のシステム構成のシステム構成のシステム構成
この節では，SEWB+/REPOSITORYのシステム構成と，システムを構成するプロ

グラムについて説明します。

1.2.1　　　　SEWB+/REPOSITORY の構成の構成の構成の構成

SEWB+/REPOSITORYは，コンピュータ同士をネットワークで接続してリポジト

リを共有します。
ネットワーク上でリポジトリを提供するコンピュータをサーバといい，リポジト
リを利用するコンピュータをクライアントといいます。サーバとクライアントは
ネットワークで接続されています。一つのネットワーク上に複数のサーバとクライ
アントを接続できます。

SEWB+/REPOSITORYは，この C/Sシステム（クライアントサーバシステム）

の形態で稼働します。サーバで使用するプログラムが SEWB+/REPOSITORYで，

クライアントで使用するプログラムが SEWB+/REPOSITORY-BROWSERです。

このマニュアルでは，SEWB+/REPOSITORY-BROWSERのことをリポジトリブ

ラウザと称します。

1.2.2　　　　SEWB+/REPOSITORY のシステムを構成するプログラムのシステムを構成するプログラムのシステムを構成するプログラムのシステムを構成するプログラム

SEWB+/REPOSITORYのシステムを構成するプログラムについて説明します。

(1) オペレーティングシステムオペレーティングシステムオペレーティングシステムオペレーティングシステム

サーバは，Windows NT Server又はWindows 2000 Server上で稼働します。ま

た，クライアントは，Windows 95，Windows 98，Windows Me，Windows NT又

はWindows 2000上で稼働します。

(2) リポジトリを格納するデータベースリポジトリを格納するデータベースリポジトリを格納するデータベースリポジトリを格納するデータベース

リポジトリを格納するデータベースには Object Serverを使用します。Object 

Serverは，オフィス内で扱われる多様な構造と関連性を持った情報をオブジェクト

として格納するプログラムです。また，それらのオブジェクトを管理するための高
度な管理機能も備えています。Object Serverについては，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照してください。

(3) 関連プログラム関連プログラム関連プログラム関連プログラム

SEWB+/REPOSITORYの主な関連プログラムを次に示します。必要な開発環境に

応じて利用してください。
• PVCS

ドキュメントのバージョンを差分によって管理します。
• COBOL85

COBOLのプログラミング環境です。

COBOL85については，マニュアル「COBOL85 操作ガイド」を参照してくだ

さい。
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• SEWB+/CONSTRUCTION

データ定義やテンプレートからプログラムを生成します。
SEWB+/CONSTRUCTIONについては，マニュアル「SEWB+/

CONSTRUCTION アプリケーション開発ガイド」を参照してください。

• SEWB+/CS-DESIGN

C/Sシステムでの分散オブジェクトの設計を支援します。

SEWB+/CS-DESIGNについては，マニュアル「SEWB+/CS - DESIGN  ユー

ザーズガイド」を参照してください。
• SEWB+/EUR Professional Edition

辞書のレコード定義情報を基にして，レポートを作成します。
SEWB+/EUR Professional Editionについては，「使ってみよう EUR」を参照し

てください。
• APPGALLERY Enterprise

様々な部品を組み合わせてアプリケーションを開発します。
APPGALLERY Enterpriseについては，マニュアル「APPGALLERY　プログ

ラマーズガイド」を参照してください。
SEWB+/REPOSITORYのプログラム構成例を図 1-1に示します。
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図 1-1　SEWB+/REPOSITORYのプログラム構成例
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1.3　　　　SEWB+/REPOSITORY の機能の機能の機能の機能
SEWB+/REPOSITORYの機能を，サーバとクライアントに分けて説明します。

1.3.1　サーバの機能　サーバの機能　サーバの機能　サーバの機能

SEWB+/REPOSITORYのサーバは，リポジトリを一元的に管理します。また，

SEWB+/REPOSITORYの環境は，サーバで設定します。サーバでの操作はシステム

管理者が行います。

(1) リポジトリの一元管理リポジトリの一元管理リポジトリの一元管理リポジトリの一元管理

ドキュメントや辞書などの開発資源の管理，開発システムのバージョン管理など，
リポジトリに格納されるすべての情報を一元的に管理します。

(2) リポジトリ管理ユティリティリポジトリ管理ユティリティリポジトリ管理ユティリティリポジトリ管理ユティリティ

(a) 初期設定ユティリティ初期設定ユティリティ初期設定ユティリティ初期設定ユティリティ

リポジトリの運用開始前に，リポジトリを初期化するためのユティリティです。

(b) 環境構築ユティリティ環境構築ユティリティ環境構築ユティリティ環境構築ユティリティ

リポジトリの運用中に，利用条件に応じて逐次設定するためのユティリティです。

(c) SI 支援ユティリティ支援ユティリティ支援ユティリティ支援ユティリティ

異なるシステムバージョンに関連付けられたドキュメントを，比較・抽出するた
めのユティリティです。

(d) 環境回復ユティリティ環境回復ユティリティ環境回復ユティリティ環境回復ユティリティ

バックアップ (退避 )したリポジトリの資源をリストア (回復 )するためのユティ

リティです。

(e) エクスポート・インポートユティリティエクスポート・インポートユティリティエクスポート・インポートユティリティエクスポート・インポートユティリティ

複数のサーバへ資源の配布を支援する機能です。エクスポートは，資源をほかの
媒体に取り出す機能です。インポートは，エクスポートで取り出された資源を元の
サーバ，又は別のサーバに取り込む機能です。リポジトリに格納した資源のほか，
リポジトリの環境構築情報も対象にすることができます。
エクスポート・インポートを実行するには，あらかじめエクスポート・インポー
トの運用方法を設定しておく必要があります。

(f) CSV 入力入力入力入力

CSV形式ファイルから，リポジトリのデータ項目辞書又は業務ルール辞書の情報

を一括して入力できます。

(g) CSV 出力出力出力出力

CSV形式ファイルに，リポジトリのデータ項目辞書又は業務ルール辞書の情報を

一括して出力できます。
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(h) SEWB+ セッション管理セッション管理セッション管理セッション管理

SEWB+/REPOSITORYへのログインを管理する機能です。

SEWB+/REPOSITORYの各ユーザがログイン中かどうかを一覧で確認したり，

ユーザを強制的にログアウトしたり，特定のユーザに対してログインを禁止したり
できます。

1.3.2　クライアントの機能　クライアントの機能　クライアントの機能　クライアントの機能

リポジトリに格納された資源をユーザが利用するときに，クライアントのリポジ
トリブラウザを使用します。

(1) リポジトリのブラウジング機能リポジトリのブラウジング機能リポジトリのブラウジング機能リポジトリのブラウジング機能

リポジトリに格納された資源を操作（ブラウジング）する機能です。ブラウジン
グでは，リポジトリブラウザウィンドウを使用して，データ項目，業務ルール，ド
キュメントフォルダ，ドキュメント，システムバージョンフォルダ，及びシステム
バージョンに対して編集することができます。
また，リポジトリブラウザウィンドウには，ルートドキュメントフォルダ，ド
キュメントフォルダ，ドキュメント，辞書フォルダ，データ項目，業務ルール，シ
ステムバージョンフォルダ，システムバージョンなどをツリー形式やリスト形式で
表示できます。リポジトリブラウザウィンドウの表示例を図 1-2に示します。

図 1-2　リポジトリブラウザウィンドウの表示例

(2) 検索機能検索機能検索機能検索機能

データ項目，ドキュメント，及び業務ルールの名称や属性などをキーにして検索
できます。検索結果は一覧で表示されます。

(3) アクセス権の設定機能アクセス権の設定機能アクセス権の設定機能アクセス権の設定機能

ドキュメントフォルダ，ドキュメント，データ項目，業務ルール，システムバー
ジョンフォルダ，及びシステムバージョンに対してアクセス権を設定できます。

(4) データ項目・業務ルールの作成・編集機能データ項目・業務ルールの作成・編集機能データ項目・業務ルールの作成・編集機能データ項目・業務ルールの作成・編集機能

リポジトリにデータ項目や業務ルールを作成できます。また，属性を表示したり，
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編集したりできます。

(5) 結合項目のブラウジング機能結合項目のブラウジング機能結合項目のブラウジング機能結合項目のブラウジング機能

データ項目を，結合項目の構成関係によってブラウジングできます。また，結合
項目や構成項目の編集もできます。
結合項目ブラウザウィンドウの表示例を図 1-3に示します。

図 1-3　結合項目ブラウザウィンドウの表示例

(6) データ項目・業務ルールの検査機能データ項目・業務ルールの検査機能データ項目・業務ルールの検査機能データ項目・業務ルールの検査機能

データ項目や業務ルールの定義内容を検査する機能です。検査項目には，名称の
一意性チェックや，命名ルールとのマッチングチェックなどがあります。
なお，検査する内容は，サーバで設定できます。

(7) ドキュメントの作成・登録機能ドキュメントの作成・登録機能ドキュメントの作成・登録機能ドキュメントの作成・登録機能

リポジトリにドキュメントを作成したり，登録したりできます。また，ドキュメ
ントにはバージョンを付けて管理できます。

(8) 関連情報のブラウジング機能関連情報のブラウジング機能関連情報のブラウジング機能関連情報のブラウジング機能

ドキュメントやデータ項目などを関連図で，関連ブラウザウィンドウに表示でき
ます。関連図は，資源間の関連を表示するので，ドキュメントやデータ項目などの
保守に役立ちます。
関連ブラウザウィンドウの表示例を図 1-4に示します。
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図 1-4　関連ブラウザウィンドウの表示例

(9) ユーザ関連の設定機能ユーザ関連の設定機能ユーザ関連の設定機能ユーザ関連の設定機能

ドキュメント間，ドキュメントとデータ項目などに対して，ユーザが任意に関連
を設定できます。

(10)業務ルールのブラウジング機能業務ルールのブラウジング機能業務ルールのブラウジング機能業務ルールのブラウジング機能

関連のある業務ルールとデータ項目を相互にブラウジングして，業務ルールブラ
ウザウィンドウに表示できます。また，業務ルールブラウザから業務ルールを編集
できます。
業務ルールブラウザウィンドウの表示例を図 1-5に示します。

図 1-5　業務ルールブラウザウィンドウの表示例

(11)印刷機能印刷機能印刷機能印刷機能

ドキュメントと関連ブラウザのインパクトレポート，及びデータ項目と業務ルー
ルそれぞれの定義内容や一覧を印刷できます。
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ただし，インパクトレポートや辞書の資源を印刷するには，クライアントに
SEWB+/REPORT MANAGERが組み込まれている必要があります。SEWB+/

REPORT MANAGERについては，マニュアル「SEWB+/REPORT MANAGER　ド

キュメント作成支援  使用の手引」を参照してください。

(12) CSV入力入力入力入力

CSV形式ファイルから，リポジトリのデータ項目辞書又は業務ルール辞書の情報

を一括して入力できます。

(13) CSV出力出力出力出力

CSV形式ファイルに，リポジトリのデータ項目辞書又は業務ルール辞書の情報を

一括して出力できます。
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1.4　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係　ほかのアプリケーションとの関係
SEWB+/REPOSITORYと，SEWB+/CONSTRUCTION，SEWB+/CS-DESIGN, 

SEWB+/EUR Professional Edition, APPGALLERY Enterprise，又は COBOL85を

併用するときの効果について説明します。

1.4.1　　　　SEWB+/CONSTRUCTION との関係との関係との関係との関係

SEWB+/CONSTRUCTIONは，データ定義設計やテンプレート（プログラムの処

理構成や共通処理）の作成を支援します。また，作成したデータ定義ファイルやテ
ンプレートの情報からプログラムを生成します。

SEWB+/CONSTRUCTIONのデータ定義やプログラム定義などで，リポジトリの

辞書の資源を利用できます。リポジトリの辞書を利用することによって，入力の手
間を省くと同時にデータの標準化や再利用が図れます。

SEWB+/CONSTRUCTIONのプログラム生成機能は，参照したデータ項目と業務

ルールを基に，辞書から情報を取得してプログラムを生成できます。
SEWB+/CONSTRUCTIONについては，マニュアル「SEWB+/

CONSTRUCTION　アプリケーション開発ガイド」を参照してください。

1.4.2　　　　SEWB+/CS-DESIGN との関係との関係との関係との関係

SEWB+/CS-DESIGNは，SEWB+/REPOSITORYと連携して，C/Sシステム設計

を支援します。
SEWB+/CS-DESIGNのオブジェクト定義の情報のうち，属性やオペレーションの

引数などに，SEWB+/REPOSITORYで作成された辞書のデータ項目を利用できま

す。また，SEWB+/CS-DESIGNの資源をリポジトリで管理することで，複数の設計

者が並行して C/Sシステムの論理構成を設計したり，システム単位での資源を管理

したりできます。
SEWB+/CS-DESIGNについては，マニュアル「SEWB+/CS - DESIGN  ユーザー

ズガイド」を参照してください。

1.4.3　　　　SEWB+/EUR Professional Edition との関係との関係との関係との関係

SEWB+/EUR Professional Editionは，SEWB+/REPOSITORYと連携して，レ

ポートの設計から印刷までを支援します。
リポジトリに登録されたレコード定義情報を基に，レポートのフィールド定義情
報を生成し，プログラミングなしに効率良くレポートの出力アプリケーションを作
成できます。

SEWB+/EUR Professional Editionについては，マニュアル「使ってみよう　

EUR」を参照してください。

1.4.4　　　　APPGALLERY Enterprise との関係との関係との関係との関係

APPGALLERY Enterpriseは，C/Sシステムのクライアントシステム開発で，ク
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ライアント画面の GUI（グラフィカルユーザインタフェース）作成を支援します。

APPGALLERY Enterpriseでは，リポジトリに登録されたデータ項目を利用して

OpenTP1クライアントアプリケーションを効率良く開発できます。また，リポジト

リに格納した資源を利用してアプリケーションの GUIを容易に作成できます。

APPGALLERY Enterpriseについては，マニュアル「APPGALLERY　プログラ

マーズガイド」を参照してください。

1.4.5　　　　COBOL85 との関係との関係との関係との関係

COBOL85は，COBOL言語を使用して，オープンプラットフォームでのアプリ

ケーションの開発を支援します。
COBOL85は，プロジェクト内のファイルを管理する COBOL開発マネージャ，

ファイル／レコード定義などの各種定義機能や，デバッグ機能などの開発環境を提
供しています。

SEWB+/REPOSITORYでは，COBOL85の開発資源を管理することによって，

大規模プログラムを開発するような場合，COBOL85の開発資源のバージョン管理

や，共有管理が効率良くでき，統合的な開発環境が実現できます。
COBOL85については，マニュアル「COBOL85　操作ガイド」を参照してくださ

い。
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1.5　　　　SEWB+/REPOSITORY を使用できるユーザを使用できるユーザを使用できるユーザを使用できるユーザ
SEWB+/REPOSITORYを使用できるユーザについて説明します。

1.5.1　　　　SEWB+/REPOSITORY のユーザのユーザのユーザのユーザ

SEWB+/REPOSITORYを使用できるユーザとは，サーバに SEWB+/

REPOSITORYのユーザとして登録されている利用者のことです。ユーザの登録に

ついては，「3.2.4(1)　ユーザの登録」を参照してください。

なお，SEWB+/REPOSITORYに登録されているユーザでも，SEWB+セッション

管理でログインが禁止されたユーザは，SEWB+/REPOSITORYを使用することがで

きません。SEWB+セッション管理の機能については，「8. SEWB+/REPOSITORY

へのログインの管理」を参照してください。

1.5.2　　　　SEWB+/REPOSITORY のユーザとグループのユーザとグループのユーザとグループのユーザとグループ

SEWB+/REPOSITORYのユーザは，複数のグループに所属できます。グループと

はシステム管理者がユーザを所属する部署や，開発プロジェクトごとに分けるため
に設定する単位です。グループはサーバで登録します。グループの登録については，
「3.2.4(2)　グループの登録」を参照してください。
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2．資源を管理する．資源を管理する．資源を管理する．資源を管理する
この章では，SEWB+/REPOSITORYで資源を管理するための仕組みや

機能について説明します。

2.1　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する

2.2　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する

2.3　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する

2.4　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける
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2.1　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する　リポジトリで資源を管理する
リポジトリで管理する資源には，ドキュメントと辞書があります。この節では，
ドキュメントや辞書の管理方法について説明します。

2.1.1　ドキュメントと辞書をフォルダで管理する　ドキュメントと辞書をフォルダで管理する　ドキュメントと辞書をフォルダで管理する　ドキュメントと辞書をフォルダで管理する

リポジトリでは，フォルダで資源を分類して管理します。フォルダとは，ディレ
クトリに相当する入れ物です。ドキュメントを格納するフォルダをドキュメント
フォルダといい，辞書を格納するフォルダを辞書フォルダといいます。

(1) ドキュメントフォルダにドキュメントを作成するドキュメントフォルダにドキュメントを作成するドキュメントフォルダにドキュメントを作成するドキュメントフォルダにドキュメントを作成する

最上位のドキュメントフォルダは，システム管理者が環境構築ユティリティを使
用して作成します。最上位のドキュメントフォルダをルートドキュメントフォルダ
といいます。システム開発のプロジェクト単位にルートドキュメントフォルダを作
成します。
ルートドキュメントフォルダの下位に，ユーザがリポジトリブラウザを使用して
ドキュメントやドキュメントフォルダを作成できます。このため，階層構造でド
キュメントやドキュメントフォルダを管理できます。
ドキュメントを作成するには，次の二つの方法があります。

• 新規にドキュメントを作成する
• ローカルファイルをドキュメントとしてリポジトリに登録する
ローカルファイルとは，クライアントのファイルシステムにあるファイルのこ
とです。
ドキュメントフォルダやドキュメントを作成する操作については，ヘルプを参照
してください。

(2) 辞書フォルダ辞書フォルダ辞書フォルダ辞書フォルダ

辞書フォルダは，システム管理者が環境構築ユティリティを使用して作成します。
リポジトリ内には，複数の辞書フォルダを作成できます。辞書フォルダ内には，
データ項目辞書と業務ルール辞書の二つがあります。
データ項目辞書と業務ルール辞書の中には，ユーザがリポジトリブラウザから
データ項目や業務ルールを作成します。
データ項目や業務ルールを作成する操作については，ヘルプを参照してください。

2.1.2　ドキュメントの管理　ドキュメントの管理　ドキュメントの管理　ドキュメントの管理

リポジトリで管理するドキュメントについて説明します。
システム開発で扱うファイルは，リポジトリ上ではドキュメントという名称の資
源として管理されます。ファイルに種類があるように，ドキュメントにも種類があ
ります。ドキュメントの種類のことをドキュメント種別といいます。

(1) ドキュメント種別ドキュメント種別ドキュメント種別ドキュメント種別

リポジトリで扱うドキュメント種別は，システム管理者が環境構築ユティリティ
を使用して登録します。
なお，SEWB+ツール (SEWB+/CONSTRUCTIONなど )で扱うドキュメント種
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別は，そのツールから自動的に登録されます。また，環境情報のインポート (配布 )

によって，ドキュメント種別を登録することもできます。

(a) ドキュメント種別が持つ情報ドキュメント種別が持つ情報ドキュメント種別が持つ情報ドキュメント種別が持つ情報

ドキュメントは，メインファイル，サブファイル，テンプレートファイルなどの
属性を持っています。これらの属性を，ドキュメント種別として登録できます。ド
キュメント種別を登録しておくと，効率良くドキュメントを作成できます。

(b) メインファイルとサブファイルメインファイルとサブファイルメインファイルとサブファイルメインファイルとサブファイル

アプリケーションの中には，アプリケーションが扱うデータを複数のファイルで
管理するものがあります。そのため，リポジトリでは，複数のファイルを一つのド
キュメントとして管理できるようになっています。この一つのドキュメントとして
管理する，ファイルをメインファイルといいます。また，メインファイルに従属す
るファイルをサブファイルといいます。

SEWB+/REPOSITORYでは，メインファイルとサブファイルをドキュメント種別

に登録できます。サブファイルの登録は任意です。
サブファイルを登録すると，リポジトリからドキュメントを出し入れする場合に，
メインファイルを指定するだけで同時にサブファイルもリポジトリから出し入れで
きます。

(c) テンプレートファイルテンプレートファイルテンプレートファイルテンプレートファイル

テンプレートファイルとは，編集するドキュメントのひな型として利用するファ
イルです。テンプレートファイルはドキュメント種別に登録できます。ドキュメン
トのメインファイル及びサブファイルに，それぞれテンプレートファイルを登録で
きます。
テンプレートとして登録したファイルは，リポジトリにコピーされます。このテ
ンプレートはドキュメントの新規作成時に呼び出されます。テンプレートが登録さ
れていないドキュメント種別のドキュメントは，新規作成できません。

(2) ドキュメントの更新履歴ドキュメントの更新履歴ドキュメントの更新履歴ドキュメントの更新履歴

それぞれのドキュメントは，リポジトリ内に更新履歴を持ちます。更新履歴情報
の持ち方は，バージョン管理システムによって異なります。バージョン管理システ
ムには，PVCSを利用する運用と通常の運用があります。PVCSを利用する運用の場

合は，PVCSが組み込まれている必要があります。

• PVCSを利用する運用

リポジトリ内にベース情報と更新ごとの差分情報を持つことによって，ドキュ
メントのバージョンを管理したり，バージョン間の差分情報を出力したりでき
ます。差分情報は，二つのバージョン間の差分情報をファイルとして出力しま
す。ドキュメントは，ベース情報と前バージョンのドキュメントとの差分情報
で構成されます。PVCSについては，PVCSのコマンドラインのマニュアルを参

照してください。
• 通常の運用

PVCSを利用しないため，更新ごとにドキュメントを持ちます。

バージョン管理システムの違いによる更新履歴の管理を図 2-1に示します。
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図 2-1　バージョン管理システムの違いによる更新履歴の管理

バージョン管理システムは，システム管理者が初期設定ユティリティで設定しま
す。
ディスク容量を節約して運用したい場合は，PVCSを利用することをお勧めしま

す。

(3) システムバージョンによるドキュメントの管理システムバージョンによるドキュメントの管理システムバージョンによるドキュメントの管理システムバージョンによるドキュメントの管理

(a) システムバージョンとはシステムバージョンとはシステムバージョンとはシステムバージョンとは

システム開発のプロジェクトでは，設計文書やプログラムなどの複数のドキュメ
ントを作成します。システム開発工程のある時点では，ドキュメントによって更新
の回数（版の数）が異なります。このため，システム開発に関係する複数のドキュ
メントに対して，最新の版が分かるように管理することが重要です。

SEWB+/REPOSITORYでは，個々のドキュメントの版に対して，特定のバージョ

ン名を設定できます。この特定のバージョン名をシステムバージョンといいます。
システムバージョンは，固定と浮動の区別を付けたり，システムバージョンを階

層化したりできます。固定のシステムバージョンは設定した時点の版を示します。
浮動のシステムバージョンは設定した時点以降に更新された最新の版を示します。
システムバージョンの階層化については，「(c) システムバージョンの階層化」を参照

してください。

(b) システムバージョンの固定と浮動システムバージョンの固定と浮動システムバージョンの固定と浮動システムバージョンの固定と浮動

システムバージョンの固定と浮動の設定例を図 2-2に示します。
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図 2-2　システムバージョンの設定例

システムバージョンは，設定した後でも，任意の時点で固定と浮動とを切り替え
ることができます。システムバージョンの切り替え例を図 2-3に示します。

図 2-3　システムバージョンの切り替え例

(c) システムバージョンの階層化システムバージョンの階層化システムバージョンの階層化システムバージョンの階層化

システムバージョン自身も，親のシステムバージョンに属することができるため，
ツリー構造で更新履歴を管理できます。階層化されたシステムバージョンの例を図
2-4に示します。
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図 2-4　階層化されたシステムバージョン例

(d) システムバージョンの作成と設定システムバージョンの作成と設定システムバージョンの作成と設定システムバージョンの作成と設定

システムバージョンは，すべてのユーザが作成できます。ドキュメントに対して
システムバージョンを設定又は解除するには，そのドキュメントに対する読み取り
権と，システムバージョンの設定権が必要です。システムバージョンの作成又は削
除と，ドキュメントに対しての設定又は解除は，リポジトリブラウザで操作します。

(e) システムバージョンの使用例システムバージョンの使用例システムバージョンの使用例システムバージョンの使用例

システムバージョンの使用例を次に示します。

（例 1）

新規システムの開発時に，新規システム名の浮動システムバージョンを作成し
て，作成や登録するドキュメントに設定します。

（例 2）

システムの開発終了時に，浮動システムバージョンを固定システムバージョン
に切り替えます。

（例 3）

既存システムをバージョンアップするときに，既存のシステムバージョンを複
製して，バージョンアップを示す名称の浮動システムバージョンを作成します。
新規に作成や登録するドキュメントには，新しいシステムバージョンを設定し
ます。

（例 4）

システムの開発中に，ほかの開発グループへドキュメントを配布することがあ
ります。ドキュメントの配布には，エクスポート・インポート機能を使用しま
す。このとき，現システムバージョンを指定してエクスポートすれば該当する
ドキュメントを絞り込めます。エクスポート時の内容を保存したければ，現シ
ステムバージョンを複製し，エクスポートの内容が分かる名称の固定システム
バージョンを作成します。

（例 5）

ある特定のドキュメントをほかの開発グループへ配布する場合に，任意の名称
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のシステムバージョンを作成します。そのシステムバージョンを該当するド
キュメントに設定します。ドキュメントの配布には，エクスポート・インポー
ト機能を使用します。エクスポートする際，そのシステムバージョンを指定し，
エクスポート対象のドキュメントを絞り込みます。

(f) システムバージョンの留意事項システムバージョンの留意事項システムバージョンの留意事項システムバージョンの留意事項

一つのドキュメントを別々の目的 (バージョン )で更新するような運用はできませ

ん。例えば，旧システムバージョンのドキュメントを更新するような場合は，エク
スポート・インポート機能を使用して，旧システムバージョンが設定されているド
キュメントをエクスポートします。そして，マスタとは別のルートドキュメント
フォルダ，又は別のリポジトリへインポートしてから更新します。この場合，修正
内容のマスタへの反映は，ユーザが手作業で行わなければなりません。

2.1.3　辞書の管理　辞書の管理　辞書の管理　辞書の管理

リポジトリに格納する辞書には，データ項目辞書と業務ルール辞書があります。
辞書の運用方法については，マニュアル「SEWB+/REPOSITORY　辞書設計ガイ

ド」を参照してください。

(1) データ項目辞書データ項目辞書データ項目辞書データ項目辞書

プロジェクトで共有するデータ項目を格納するための辞書です。データ中心アプ
ローチに基づいてデータを分析して，標準化したデータ項目を格納します。システ
ム開発で作成するプログラムやドキュメント間で共通に利用することを目的として
います。

(2) 業務ルール辞書業務ルール辞書業務ルール辞書業務ルール辞書

データ項目辞書内の一つのデータ項目，又は複数のデータ項目に対して定義する
共通処理を格納する辞書です。主に，数値の大小関係のチェック，入力値チェック，
エラーチェックなどのデータ項目の制約条件を業務ルールとして格納します。プロ
グラム間で共通に利用することを目的とします。
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2.2　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する　ドキュメントを更新・参照する
リポジトリ内のドキュメントを更新・参照するには，チェックアウト・チェック
イン機能を使用します。

2.2.1　チェックアウト・チェックインとは　チェックアウト・チェックインとは　チェックアウト・チェックインとは　チェックアウト・チェックインとは

リポジトリからドキュメントを取り出すことをチェックアウトといい，リポジト
リに返却することをチェックインといいます。チェックアウトするときには，任意
のバージョンを指定できます。また，チェックインすると，履歴を管理するために，
ドキュメントにバージョン名が付けられます。チェックアウト・チェックインは，
リポジトリブラウザで行います。
ドキュメントを更新する目的でチェックアウトすることを，更新専用チェックア
ウトといいます。また，ドキュメントを参照する目的でチェックアウトすることを，
参照専用チェックアウトといいます。更新専用チェックアウトされたドキュメント
だけが，チェックインできます。更新専用チェックアウトをするか参照専用チェッ
クアウトをするかは，チェックアウトをするときに指定します。
更新専用チェックアウトされたドキュメントに対しては，新たに更新専用チェッ
クアウトできません。ただし，参照専用チェックアウトはできます。更新専用
チェックアウトしているドキュメントは一覧で表示できます。

2.2.2　ドキュメントを更新する　ドキュメントを更新する　ドキュメントを更新する　ドキュメントを更新する

ドキュメントを更新するには，更新専用チェックアウトとチェックインを使用し
ます。このほか，再登録機能を使用する方法もあります。
ここでは，チェックアウト・チェックインを使用したドキュメントの更新につい
て説明します。

(1) 更新専用チェックアウトでドキュメントを取り出す更新専用チェックアウトでドキュメントを取り出す更新専用チェックアウトでドキュメントを取り出す更新専用チェックアウトでドキュメントを取り出す

リポジトリで管理されるドキュメントを更新するには，更新専用チェックアウト
でドキュメントをクライアントのファイルシステム上に取り出します。更新専用
チェックアウト先のクライアントのフォルダは，任意に指定できます。
ドキュメントを更新専用チェックアウトすると，リポジトリのドキュメントが複
製されて，クライアントに配布されます。

(2) チェックインでドキュメントを更新するチェックインでドキュメントを更新するチェックインでドキュメントを更新するチェックインでドキュメントを更新する

リポジトリのドキュメントを更新するには，更新専用チェックアウトしたドキュ
メントを変更して，チェックイン機能を使用してリポジトリに返却します。

(3) 更新していないドキュメントのチェックイン更新していないドキュメントのチェックイン更新していないドキュメントのチェックイン更新していないドキュメントのチェックイン

ドキュメントをチェックインするとき，チェックインするドキュメントと，リポ
ジトリ内のドキュメントの更新日を比較します。チェックインするドキュメントの
更新日が，リポジトリ内のドキュメントの更新日より同じか又は古い場合，ドキュ
メントを再登録するかしないかの選択ができます。
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2.2.3　ドキュメントを参照する　ドキュメントを参照する　ドキュメントを参照する　ドキュメントを参照する

リポジトリ内のドキュメントを参照するには次の二つの方法があります。
• 参照専用チェックアウトをする
• ネットワーク機能を利用する

(1) 参照専用チェックアウトでドキュメントを参照する参照専用チェックアウトでドキュメントを参照する参照専用チェックアウトでドキュメントを参照する参照専用チェックアウトでドキュメントを参照する

参照専用チェックアウトしてドキュメントを開くと，ドキュメントを参照できま
す。
一つのドキュメントに対して，同時に複数の参照専用チェックアウトができます。
したがって，一つのドキュメントを複数のユーザが同時に参照できます。

(2) ネットワーク機能を利用してドキュメントを参照するネットワーク機能を利用してドキュメントを参照するネットワーク機能を利用してドキュメントを参照するネットワーク機能を利用してドキュメントを参照する

リポジトリで管理されているドキュメントのファイルは，OSのネットワーク機能

を利用して参照することができます。リポジトリのルートドキュメントフォルダは，
OS上で共有宣言されているため，チェックアウトしなくても，エクスプローラや

ツールから検索，参照できます。ただし，参照できるドキュメントは，最新のバー
ジョンです。Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのネットワーク機能を

使用するには，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのアカウントが必要

です。
OSのネットワーク機能を利用してドキュメントを参照するには，次の共有パス名

称を使用します。

共有パス名称が使用できない 16ビットプログラムなどを使用する場合は，仮想ド

ライブを作成してください。この場合は次のパス名称を使用します。

仮想ドライブを作成するには，リポジトリブラウザで「ネットワークドライブの
接続」を実行して，ルートドキュメントフォルダをネットワークドライブに接続し
ます。
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2.3　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する　アクセス権を設定する
リポジトリの資源の機密を保護するために，アクセス権を設定します。

2.3.1　リポジトリのアクセス権　リポジトリのアクセス権　リポジトリのアクセス権　リポジトリのアクセス権

アクセス権とは，リポジトリの資源を作成したり，更新したりする権限です。ア
クセス権は，リポジトリの資源に対して，システム管理者や資源の所有者が設定し
ます。操作するリポジトリの資源に対して，アクセス権が設定されていないユーザ
は，そのリポジトリの資源の操作ができません。アクセス権は，資源の所有者，グ
ループ，及び全ユーザに対して設定します。

(1) アクセス権を設定できる単位アクセス権を設定できる単位アクセス権を設定できる単位アクセス権を設定できる単位

アクセス権は，「どの資源」に対して「だれ」に「どんな権限」を与えるかを設定
します。

(a) アクセス権を設定できる資源アクセス権を設定できる資源アクセス権を設定できる資源アクセス権を設定できる資源

アクセス権は，次の資源に対して設定できます。
• ルートドキュメントフォルダ
• ドキュメントフォルダ
• システムバージョンフォルダ
• システムバージョン
• ドキュメント
• 辞書フォルダ
• データ項目
• 業務ルール

(b) 使用者の種類使用者の種類使用者の種類使用者の種類

SEWB+/REPOSITORYでは，「だれ」にアクセス権を与えるかを設定するために，

ユーザを次の 4種類に分けます。

• システム管理者
リポジトリを管理するユーザ名「system」のユーザです。アクセス権の種類に

関係なく，すべての操作ができます。
• 所有者
資源を所有しているユーザです。

• 全ユーザ
SEWB+/REPOSITORYを使用できるすべてのユーザです。

• グループ
サーバに登録されたグループです。

(2) アクセス権の種類アクセス権の種類アクセス権の種類アクセス権の種類

アクセス権は，ユーザの資源に対する権限の組み合わせによって表現されます。
ユーザの資源に対する権限には，「読み取り」「書き込み」「作成」「設定」及び

「削除」があります。ただし，「設定」は，システムバージョンに対する権限です。
次に，アクセス権の種類と権限を示します。

• 読み取り
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「読み取り」の権限があります。「書き込み」「作成」「設定」及び「削除」の権
限はありません。

• 変更
「読み取り」「書き込み」「作成」及び「設定」の権限があります。「削除」の権
限はありません。
ただし，辞書フォルダに対する権限は，「読み取り」及び「作成」です。

• フルコントロール
「読み取り」「書き込み」「作成」「設定」及び「削除」の権限があります。

• アクセス権なし
すべての権限がありません。

• 特殊なアクセス権
「読み取り」「書き込み」「作成」「設定」及び「削除」の権限をユーザが任意に
組み合わせたアクセス権です。

(3) アクセス権の設定アクセス権の設定アクセス権の設定アクセス権の設定

アクセス権は，リポジトリブラウザで設定します。
ただし，ルートドキュメントフォルダと辞書フォルダのアクセス権は，環境構築
ユティリティで設定します。

(4) アクセス権の一括変更アクセス権の一括変更アクセス権の一括変更アクセス権の一括変更

リポジトリブラウザでアクセス権を変更するとき，階層構造の下位の資源のアク
セス権も一括して変更するかどうかを指定できます。次に，アクセス権を一括変更
できる資源を示します。
・継承関係の下位のデータ項目
・下位のドキュメントフォルダ，及びドキュメント

2.3.2　ネットワーク機能を利用したときのファイルのアクセス権　ネットワーク機能を利用したときのファイルのアクセス権　ネットワーク機能を利用したときのファイルのアクセス権　ネットワーク機能を利用したときのファイルのアクセス権

リポジトリで管理されているドキュメントのファイルは，Windows NT Server又

はWindows 2000 Serverのネットワーク接続機能を利用して参照することができま

す。
ドキュメントやドキュメントフォルダは，NTFS(NT File System)上では所有者が

Administratorであるファイルやディレクトリとして作成されます。また，ファイル

やディレクトリのアクセス権は，ドキュメントやドキュメントフォルダのアクセス
権に対応して設定されます。
なお，Windows NT Server又はWindows 2000 Server上で，ネットワーク参照用

ファイルの権限を直接変更しないでください。SEWB+/REPOSITORYから自動的に

更新されるため，Windows NT Server又はWindows 2000 Server側で設定したアク

セス権は，無効になります。
　
ドキュメントとファイルのアクセス権の対応を表 2-1に，ドキュメントフォルダと

ディレクトリのアクセス権の対応を表 2-2に示します。
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表 2-1　ドキュメントとファイルのアクセス権の対応

表 2-2　ドキュメントフォルダとディレクトリのアクセス権の対応

リポジトリのユーザ，グループ名とWindows NT Server又はWindows 2000 

Serverのユーザ，グループ名が異なる場合は，まず，Windows NT Server又は

Windows 2000 Serverのユーザマネージャで，リポジトリのユーザ，グループ名と

同名のローカルグループを作成します。そして，そのグループに所属するメンバー
として該当するWindows NT Server又はWindows 2000 Serverのユーザ，グルー

プを登録します。
クライアントのファイルシステムにチェックアウトされたファイルは，チェック
アウト先のファイルシステムの種類やディレクトリのアクセス権に従います。

ドキュメントのアクセス権 ファイルのアクセス権

所有者の読み取り権 リポジトリのユーザ　読み取り (RX)

グループの読み取り権 リポジトリのグループ　読み取り (RX)

全ユーザの読み取り権 Everyone　読み取り (RX)

ドキュメントフォルダのアクセス権 ディレクトリのアクセス権

所有者の読み取り権 リポジトリのユーザ　一覧 (RX)(指定なし )

グループの読み取り権 リポジトリのグループ　一覧 (RX)(指定なし )

全ユーザの読み取り権 Everyone　一覧 (RX)(指定なし )
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2.4　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける　資源に関連を付ける
リポジトリで管理する資源間の依存関係を表すために，関連を付けることができ
ます。資源間の関連は，関連ブラウザに表示できます。
関連には，アプリケーションが自動的に関連付けるものと，ユーザが任意に関連
付けるものとがあります。ユーザが任意に付ける関連の種別をユーザ関連といいま
す。ユーザ関連は，ドキュメント間，ドキュメントとデータ項目などに対して，リ
ポジトリブラウザを使用して付けられます。
関連には，関連の方向があります。例えば，参照する側と参照される側の資源間
の関係を，関連の方向で表せます。また，資源間の関係に対してコメントを記述で
きます。
関連ブラウザを使用すると，関連付けられた資源をブラウジングすることができ，
変更波及の解析などに利用できます。
資源間の関連付けの例を次に示します。

（例 1）

ソースプログラムを作成したときに，参照した設計文書とソースプログラム間
に関連を付けます。

（例 2）

ツールによって資源が生成されるときに，生成のために参照された資源と生成
物の間に関連を付けます。

（例 3）

データ項目を利用してレコード定義をしたときに，データ項目とレコード定義
間に関連を付けます。
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3．利用環境を設定する．利用環境を設定する．利用環境を設定する．利用環境を設定する
この章では，SEWB+/REPOSITORYの環境設定の方法について説明し

ます。

3.1　環境設定の概要　環境設定の概要　環境設定の概要　環境設定の概要

3.2　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する

3.3　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する
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3.1　環境設定の概要　環境設定の概要　環境設定の概要　環境設定の概要
この節では，サーバ側及びクライアント側での SEWB+/REPOSITORYの環境設

定の概要について説明します。

3.1.1　サーバ側での環境設定の概要　サーバ側での環境設定の概要　サーバ側での環境設定の概要　サーバ側での環境設定の概要

サーバ側での環境設定の流れと，環境設定の内容について説明します。

(1) サーバ側での環境設定の流れサーバ側での環境設定の流れサーバ側での環境設定の流れサーバ側での環境設定の流れ

サーバ側での環境設定の流れを次に示します。
1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの環境設定

通信設定ファイル（SERVICES）を設定します。

2. データベースの環境設定
初期設定パラメタファイルとシステム共通定義ファイルを作成します。

3. 環境の初期化
• データベースの初期化

Object Serverで，データベースを初期化します。初期化を終えた後，コン

ピュータを再起動してから，データベースのサービスを起動します。
• リポジトリの初期化

SEWB+/REPOSITORYの初期設定ユティリティを使って，リポジトリを初

期化します。初期化を終えた後，コンピュータを再起動してから SEWB+/

REPOSITORYのサービスを起動します。

4. SEWB+/REPOSITORYのユーザの登録

• ユーザの登録
• グループの登録

5. 運用環境の構築
• リポジトリの環境構築

SEWB+/REPOSITORYの環境構築ユティリティを使って，リポジトリの環

境を構築します。

(2) サーバ側での環境設定の内容サーバ側での環境設定の内容サーバ側での環境設定の内容サーバ側での環境設定の内容

サーバ側での環境設定の内容を表 3-1に示します。

表 3-1　サーバ側での環境設定の内容

項目 環境設定の内容 設定
区分

マニュアル
の参照先

Windows NT Server 又は
Windows 2000 Server の環
境設定

SERVICESファイルの設定 〇 3.2.1

データベースの環境設定 初期設定パラメタファイルの作成 〇 3.2.2

システム共通定義ファイルの作成 〇
環境の初期化 Object Serverのデータベースの初期化 〇 3.2.3

リポジトリの初期化
（初期設定ユティリティ※ 1）

〇
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（凡例）　〇：必ず設定する　　△：必要に応じて設定する
注※ 1　初期化すると，変更できないので注意してください。

注※ 2　設定は任意ですが，不慮の障害に備えて使用することをお勧めします。

3.1.2　クライアント側での環境設定の概要　クライアント側での環境設定の概要　クライアント側での環境設定の概要　クライアント側での環境設定の概要

クライアント側での環境設定の流れと環境設定の内容について説明します。

(1) クライアント側での環境設定の流れクライアント側での環境設定の流れクライアント側での環境設定の流れクライアント側での環境設定の流れ

クライアント側での環境設定の流れを次に示します。
1. Windows 95，Windows 98，Windows Me，Windows NT又はWindows 2000の

環境設定
通信設定ファイル (HOSTS，SERVICES)を設定します。

2. 運用開始時の設定
• パスワードの設定
リポジトリブラウザで，一般ユーザのパスワードを設定します。

(2) クライアント側での環境設定の内容クライアント側での環境設定の内容クライアント側での環境設定の内容クライアント側での環境設定の内容

クライアント側での環境設定の内容を表 3-2に示します。

表 3-2　クライアント側での環境設定の内容

（凡例）　〇：必ず設定する　　△：必要に応じて設定する
注※　設定は任意ですが，機密保護のために設定することをお勧めします。

SEWB+/REPOSITORY ユーザ登録ファイルの設定 〇 3.2.4

のユーザの登録 グループ登録ファイルの設定 △
リポジトリの環境構築 システム管理者用のパスワードの設定 〇 3.2.5

（環境構築ユティリティ） 同時にログインできるユーザ数の設定 △
辞書フォルダの作成 〇
データ項目と業務ルールの設定 △
辞書ユティリティのタイプマッピングの
設定

△

ドキュメントの設定 △
ドキュメント種別の登録 △
ルートドキュメントフォルダの作成 〇

バックアップ用コマンドファイルの作成※
2

△

項目 環境設定の内容 設定
区分

マニュアル
の参照先

Windows 95，Windows 98 HOSTSファイルの設定 〇 3.3.1

Windows Me，Windows NT
又はWindows 2000の環境設定

SERVICESファイルの設定 〇

パスワードの設定 一般ユーザのパスワードの設定※ △ 3.3.2

項目 環境設定の内容 設定
区分

マニュアル
の参照先
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3.2　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する　サーバ側の環境を設定する
この節では，サーバ側での環境設定について説明します。

3.2.1　　　　Windows NT Server 又は又は又は又はWindows 2000 Server の環境を設定の環境を設定の環境を設定の環境を設定
するするするする

システム管理者は，SEWB+/REPOSITORYの稼働に必要なWindows NT Server

又はWindows 2000 Serverの環境として，通信設定ファイル (SERVICES)を設定し

ます。

(1) SERVICESファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定

SEWB+/REPOSITORYでは，ネットワーク環境に TCP/IPを使用しています。こ

のため，SERVICESファイルに，SEWB+/REPOSITORY用の設定をします。

SERVICESファイルは，次の場所にあります。

システムディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥SERVICES

システムディレクトリは，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverが組

み込まれているディレクトリです。

SERVICESファイルに次の内容を設定してください。なお，設定したレコードが最

終行であっても，必ず改行してください。

サービス名：SEWBplus

ポート番号：20011

プロトコル名：tcp

（例）
SEWBplus 20011/tcp

3.2.2　データベースの環境を設定する　データベースの環境を設定する　データベースの環境を設定する　データベースの環境を設定する

SEWB+/REPOSITORYでは，Object Serverが管理するデータベース上にリポジ

トリを構築します。データベースを初期化するための準備として，SEWB+/

REPOSITORYの使用環境を設定した「初期設定パラメタファイル」及び「システ

ム共通定義ファイル」を作成しておきます。
SEWB+/REPOSITORYでは，標準的な運用環境を想定して作成されたサンプル

ファイルを提供しています。サンプルファイルを実際の環境に合わせてカスタマイ
ズすることで，容易にデータベースの環境を設定できます。

Groupmaxとデータベースを共用する場合の設定については，「付録 C Groupmax

とデータベースを共用する」を参照してください。

(1) 初期設定パラメタファイルの作成初期設定パラメタファイルの作成初期設定パラメタファイルの作成初期設定パラメタファイルの作成

データベースファイルの初期化に必要な情報を記述する初期設定パラメタファイ
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ルの作成方法を説明します。

(a) 初期設定パラメタファイルの作成手順初期設定パラメタファイルの作成手順初期設定パラメタファイルの作成手順初期設定パラメタファイルの作成手順

1. 初期設定パラメタファイルのサンプルファイルをコピーする
サンプルファイルの格納場所とコピー先については，「(b) サンプルファイルの利

用」を参照してください。
2. コピーしたサンプルファイルの内容を，環境に合わせてカスタマイズする
カスタマイズ方法については，「(c) サンプルファイルのカスタマイズ」を参照し

てください。

(b) サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用

初期設定パラメタファイルのサンプルファイル (xodinit)は，任意のフォルダにコ

ピーしてから，利用してください。

SEWB+/REPOSITORYでは，次の場所にサンプルファイルを格納しています。

SEWB+/REPOSITORYの組み込み先のパス名 ¥sample¥xodinit

SEWB+/REPOSITORYの組み込み先のパス名は，デフォルトでは次のように設

定されています。
• Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Server

が組み込まれているドライブです。
• Windows NT Server 3.51の場合

システムドライブ :¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているドライ

ブです。

(c) サンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズ

コピーしたサンプルファイルのカスタマイズ方法について説明します。

(i) 各エリア中のファイルの格納先の変更

まず，使用する環境に，データベースを格納する領域 (ディレクトリ※ )を確保し

ます。次に，サンプルファイルの各エリア中のファイルのパス名「C:¥sample¥DB」

を，データベースを格納するディレクトリのパス名に書き換えてください。

注※
ディレクトリのファイルシステムには，NTFSを使用してください。FAT上の

ディレクトリは，使用できません。

(ii) エリアに対する初期割り当て量の変更

サンプルファイルでは，次に示す環境を想定して，エリアに対する初期割り当て
量が指定されています。運用時に扱うドキュメント，データ項目，業務ルールが，
想定されている数を超えると見込まれる場合などは，必要に応じて，初期割り当て
量を変更してください。ただし，実際の運用で想定数を超えたデータが登録されて
も，データベース内で自動的に増分が確保されます。
• ドキュメント種別数：100
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• ドキュメント数：10,000

• ルートドキュメントフォルダ数：10

• ドキュメントフォルダ数：200

• システムバージョン数：200

• システムバージョンに設定しているドキュメントの総数：10,000

• 履歴保有数：1

• 同時最大チェックアウトドキュメント数：1,000（リポジトリ全体）

• 辞書フォルダ数：100

• データ項目数：10,000

• 業務ルール数：10,000

初期割り当て量の変更方法

ドキュメント数※，データ項目数，業務ルール数の環境を変更したい場合は，エ
リア定義の fileパラメタの -iオペランドで，指定値を変更してください。

-iオペランドに指定する値の算出式を次に示します。

なお，エリア定義の fileパラメタを必要な個数だけ指定しても，初期割り当て量

を変更することができます。

注※
ドキュメント数には，ルートフォルダ数，ドキュメントフォルダ数，システム
バージョン数を含めてください。

　

変更する環境 エリア名 -iオペランドに指定する値※ 1

ドキュメント数 SEWB_class_area_1 ドキュメント数× 0.0104
SEWB_string_area_1 ドキュメント数× 0.1333
SEWB_index_1_area_
1
SEWB_index_2_area_
1

ドキュメント数× 0.1077

履歴保有数及びシ
ステムバージョン
に設定しているド
キュメント数

SEWB_version_area ドキュメント数×（履歴保有数※ 2 ＋１）×
0.00003+ システムバージョンに設定している

ドキュメントの総数※ 3× 0.00003

SEWB_version_index ドキュメント数×（履歴保有数※ 2 ＋１）×
0.0004+ システムバージョンに設定しているド

キュメントの総数※ 3× 0.0004

同時最大チェック
アウトドキュメン
ト数

SEWB_users_area※ 4 同時最大チェックアウトドキュメント数×
0.036

SEWB_users_index 同時最大チェックアウトドキュメント数×
0.0004

データ項目数 SEWB_item_area データ項目数× 0.01
SEWB_item_string
SEWB_item_index

業務ルール数 SEWB_rule_area 業務ルール数× 0.01
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注※ 1　小数点以下は切り上げて整数値を指定してください。

注※ 2　ドキュメントの平均の履歴保有数で計算してください。

注※ 3　複数のシステムバージョンから同一ドキュメントに設定されている場合は，個々にカ

ウントしてください。
注※ 4　SEWB_users_areaエリアの指定は，areaパラメタの -s オペランドで変更してくだ

さい。
　
初期設定パラメタファイルのパラメタの詳細については，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6 システム管理者ガイド」を参照してください。

(d) サンプルファイルの内容サンプルファイルの内容サンプルファイルの内容サンプルファイルの内容

初期設定パラメタファイルのサンプルファイルでは，用途ごとに分類したエリア，
そのエリアを構成するファイル，ファイルサイズの初期割り当て量などが定義され
ています。

SEWB_rule_string
SEWB_rule_index

変更する環境 エリア名 -iオペランドに指定する値※ 1
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1. マスタディレクトリ用のエリア (名称master)と，そのエリア中のファイル (名

称 C:¥sample¥DB¥master_dir)を定義しています。

2. データディレクトリ用のエリア (名称 datadir)と，そのエリア中のファイル (名

称 C:¥sample¥DB¥data_dir)を定義しています。

3. ディクショナリ用のエリア (名称 dictionary)と，そのエリア中のファイル (名
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称 C:¥sample¥DB¥dictionary)を定義しています。

4. OIDインデクス用のエリア (名称 oidindex)と，そのエリア中のファイル (名称 

C:¥sample¥DB¥oidindex)を定義しています。

5. ドキュメントを格納するユーザデータベース用のエリアと，そのエリア中の
ファイルを定義しています。エリア名とファイル名の対応は次のとおりです。
　SEWB_system_area_1　：C:¥sample¥DB¥user_db_1

　SEWB_class_area_1　：C:¥sample¥DB¥user_db_2

　SEWB_string_area_1　：C:¥sample¥DB¥user_db_3

　SEWB_version_area　：C:¥sample¥DB¥version_db

　SEWB_users_area　：C:¥sample¥DB¥users_db

6. 辞書を格納するユーザデータベース用のエリアと，そのエリア中のファイルを
定義しています。エリア名とファイル名の対応は次のとおりです。
　SEWB_dict_area　：C:¥sample¥DB¥dict_area

　SEWB_item_area　：C:¥sample¥DB¥item_area

　SEWB_rule_area　：C:¥sample¥DB¥rule_area

　SEWB_dict_string　：C:¥sample¥DB¥dict_string

　SEWB_item_string　：C:¥sample¥DB¥item_string

　SEWB_rule_string　：C:¥sample¥DB¥rule_string

7. ドキュメントで使用するインデクス用のエリアと，そのエリア中のファイルを
定義しています。エリア名とファイル名の対応は次のとおりです。
　SEWB_index_1_area_1　：C:¥sample¥DB¥index_1

　SEWB_index_2_area_1　：C:¥sample¥DB¥index_2

　SEWB_version_index　：C:¥sample¥DB¥version_index

　SEWB_users_index　：C:¥sample¥DB¥users_index

8. 辞書で使用するインデクス用のエリアと，そのエリア中のファイルを定義して
います。エリア名とファイル名の対応は次のとおりです。
　SEWB_dict_index　：C:¥sample¥DB¥dict_index

　SEWB_item_index　：C:¥sample¥DB¥item_index

　SEWB_rule_index　：C:¥sample¥DB¥rule_index

(e) 初期設定パラメタファイルの定義項目初期設定パラメタファイルの定義項目初期設定パラメタファイルの定義項目初期設定パラメタファイルの定義項目

初期設定パラメタファイルに定義するパラメタのうち，SEWB+/REPOSITORYの

固有値について説明します。

(i) エリアの定義数

SEWB+/REPOSITORYのエリアの定義数を，表 3-3に示します。このほかのエ

リアの定義数については，使用するデータベースの規則に従ってください。

表 3-3　エリアの定義数

エリアの用途 定義数

ユーザデータベース（ドキュメント） 5以上

ユーザデータベース（辞書） 6
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注　ユーザデータベースとインデクスのエリアの定義数は，合わせて 82以下になるように指

定してください。

(ii) エリアの名称規則

SEWB+/REPOSITORYのエリアの名称規則を，表 3-4に示します。このほかの

エリアの名称については，使用するデータベースの規則に従ってください。

表 3-4　エリアの名称規則

(2) システム共通定義ファイルの作成システム共通定義ファイルの作成システム共通定義ファイルの作成システム共通定義ファイルの作成

データベースのシステムに共通する環境情報を記述するシステム共通定義ファイ
ルの作成方法を説明します。

(a) システム共通定義ファイルの作成手順システム共通定義ファイルの作成手順システム共通定義ファイルの作成手順システム共通定義ファイルの作成手順

1. システム共通定義ファイルのサンプルファイルをコピーする
サンプルファイルの格納場所とコピー先については，「(b) サンプルファイルの利

用」を参照してください。
2. コピーしたサンプルファイルの内容を，環境に合わせてカスタマイズする

インデクス（ドキュメント） 4以上

インデクス（辞書） 3

エリアの用途 規則 指定
数

ユーザデータベー
ス

SEWB_system（半角）で始まる1～30バイトの文字列で指定する 1

（ドキュメント） SEWB_class（半角）で始まる 1～ 30バイトの文字列で指定する 1以上

SEWB_string（半角）で始まる1～30バイトの文字列で指定する

「SEWB_version_area」と指定する 1

「SEWB_users_area」と指定する

ユーザデータベー
ス

「SEWB_dict_area」と指定する 1

（辞書） 「SEWB_item_area」と指定する

「SEWB_rule_area」と指定する

「SEWB_dict_string」と指定する

「SEWB_item_string」と指定する

「SEWB_rule_string」と指定する

インデクス SEWB_index_1（半角）で始まる 1～ 30バイトの文字列で指定
する

1以上

（ドキュメント） SEWB_index_2（半角）で始まる 1～ 30バイトの文字列で指定
する
「SEWB_version_index」と指定する 1

「SEWB_users_index」と指定する

インデクス 「SEWB_dict_index」と指定する

（辞書） 「SEWB_item_index」と指定する

「SEWB_rule_index」と指定する

エリアの用途 定義数
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カスタマイズ方法については，「(c) サンプルファイルのカスタマイズ」を参照し

てください。

(b) サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用サンプルファイルの利用

システム共通定義ファイルのサンプルファイル (xodrc)は，Object Serverの組み

込み先 ¥confの下にコピーしてから，利用してください。

SEWB+/REPOSITORYでは，次の場所にサンプルファイルを格納しています。

SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名 ¥sample¥xodrc

SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名は，デフォルトでは次のように設定

されています。
• Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Server

が組み込まれているドライブです。
• Windows NT Server 3.51の場合

システムドライブ :¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているドライ

ブです。

(c) サンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズサンプルファイルのカスタマイズ

コピーしたサンプルファイルのカスタマイズ方法について説明します。

(i) マスタディレクトリのファイル名の変更

システム共通定義ファイルのサンプルファイルでは，初期設定パラメタファイル
でマスタディレクトリとして指定したファイル名を定義しています。

サンプルファイル中の db_masterパラメタに指定された「C:¥sample¥DB」を，

データベースを格納するディレクトリのパス名に書き換えてください。

(ii) データベースの排他の最大数の変更

データ項目の数が 5,000を超えるような大規模プロジェクトでは，あらかじめ，

同時に要求できるデータベースの排他の最大数を変更しておく必要があります。
排他の最大数を変更するには，システム共通定義ファイルに，次に示す定義を追
加します。

各パラメタの指定方法を説明します。

lck_limit（最大同時排他要求数）

同時に要求できるデータベースの排他の最大数を，256～ 32,767の値で指定し

ます。値を省略すると，6,000が仮定されます。
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最大同時排他要求数には多めの値を指定することをお勧めしますが，lck_limit

パラメタの値を１増やすごとに，運用時に使用されるサーバの常駐メモリが 144

バイト増加します。このことを考慮して，（リポジトリブラウザでブラウズする

オブジェクト数※）×（同時に操作するユーザ数）を目安に，32,767以内の値

を指定してください。
注※
フォルダを開くなどの操作中に検索されるオブジェクト数を指します。リ
ポジトリブラウザに表示されているオブジェクト数ではありません。

static_shmpool_size（静的共用メモリ総量）

最大同時排他要求数を変更する場合，static_shmpool_sizeパラメタで，静的共

用メモリ（データベースが，開始から終了までの間に占有する共用メモリ）の
総量の値も変更する必要があります。KB(キロバイト )単位で指定します。

SEWB+/REPOSITORYで提供しているサンプルファイルに対し，データベース

の排他の値だけを変更する場合には，次の計算式を使って静的共用メモリ総量
を算出します。
　
　static_shmpool_size（キロバイト）
　 = ↑ { 5,083,180 ＋ lck_limit値 × 144 } ÷ 1,024 ↑
　
指定する値の目安を，次に示します。
• lck_limitの値 10,000　：　static_shmpool_sizeの値 8,000

• lck_limitの値 20,000　：　static_shmpool_sizeの値 9,000

• lck_limitの値 30,000　：　static_shmpool_sizeの値 10,000

　
システム共通定義ファイルのパラメタの詳細については，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6 システム管理者ガイド」を参照してください。

3.2.3　環境を初期化する　環境を初期化する　環境を初期化する　環境を初期化する

データベースの初期化とリポジトリの初期化について説明します。

(1) データベースの初期化データベースの初期化データベースの初期化データベースの初期化

リポジトリを初期化する前に，Object Serverでデータベースを初期化しておく必

要があります。

(a) データベースの初期化の手順データベースの初期化の手順データベースの初期化の手順データベースの初期化の手順

1. Object Serverの［Object Server管理ツール］ウィンドウから，［データベース

環境設定］アイコンを選ぶ
2. 表示された［データベース環境設定］ダイアログで，［データベースの初期化］
ボタンを選ぶ

3. 表示された［データベースの初期化］ダイアログで，ノード IDと初期設定パラ

メタファイル名を指定する
ノード IDには，1～ 16,382の値を指定します。ノード IDとデータベースに使

用するファイルシステムには注意が必要です。「(b) データベースの初期化の注意

事項」を参照してください。
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4. 指定内容を確認した後，［OK］ボタンを選ぶ

データベースの初期化が実行されます。
データベースの初期化の終了後，コンピュータを再起動してから，コントロー
ルパネルの［サービス］ダイアログで，Object Serverのサービスを起動してく

ださい。

(b) データベースの初期化の注意事項データベースの初期化の注意事項データベースの初期化の注意事項データベースの初期化の注意事項

● ノード IDの指定

ノード IDは，データベースの識別に使用される IDです。データベースを初期

化するときには，必ずノード IDを指定してください。

SEWB+/REPOSITORYでは，エクスポート・インポート機能で複数のサーバ間

で資源をやり取りします。このため，指定するノード IDは，複数のサーバの

データベース間で重複しない値にしてください。デフォルト値のノード IDで複

数のデータベースを初期化すると，ノード IDが重複するので注意が必要です。

● 使用するファイルシステム
データベースを格納するディレクトリ（初期設定パラメタファイル中に指定し
たディレクトリ）のファイルシステムには，必ず NTFSを使用してください。

FATは，使用することができません。

　
データベースの初期化の詳細については，マニュアル「Groupmax Object Server 

Version 6 システム管理者ガイド」を参照してください。

(2) リポジトリの初期化リポジトリの初期化リポジトリの初期化リポジトリの初期化

リポジトリの初期化は，初期設定ユティリティを使用してシステム管理者が実行
します。初期設定ユティリティを実行できるのは 1回だけです。

(a) リポジトリの初期化の手順リポジトリの初期化の手順リポジトリの初期化の手順リポジトリの初期化の手順

1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverに「Administrator」権限でログ

インする
2.［サービス］でデータベース (Object Server)のサービスが起動されていることを

確認する
データベースのサービスが起動されていなければ，起動してください。

3.「SEWB+/REPOSITORY」の「初期設定ユティリティ」を起動する

4. 表示された［初期設定ユティリティ］ダイアログで，データベース名称とド
キュメントオプションを設定する
詳細については，「(b)データベース名称」「(c)ドキュメントオプション」を参照

してください。
5. 設定内容を確認した後，［初期化］ボタンを選ぶ
リポジトリの初期化が実行されます。
リポジトリの初期化の終了後，コンピュータを再起動してから，［サービス］で
SEWB+/REPOSITORYのサービスを起動してください。

(b) データベース名称データベース名称データベース名称データベース名称

サーバに作成するリポジトリのデータベースの名称を設定します。
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データベース名称は，次の規則に従って設定してください。
• データベース名称の長さ

63バイト以内で設定します。

• データベース名称に使用できる文字
英数字，「_」，及び日本語文字が使用できます。ただし，全角の空白は使用でき

ません。
• 使用できない名称
先頭が「_」，「IS」，又は「WF」で始まる名称

「MASTER」という名称

(c) ドキュメントオプションドキュメントオプションドキュメントオプションドキュメントオプション

ドキュメントオプションでは，ドキュメントファイルディレクトリとバージョン
管理システムを設定します。

（i）ドキュメントファイルディレクトリ

ドキュメントを格納するディレクトリのパス名を設定します。デフォルトでは，
SEWB+/REPOSITORYが組み込まれているディレクトリのパス名が設定されていま

す。
ディレクトリのパス名は，次の規則に従って設定してください。

• ディレクトリのパス名の長さ
128バイト以内で設定します。

• ディレクトリ名に使用できる文字
任意の文字が使用できます。ただし，次に示す文字は使用できません。
「'」「?」「"」「/」「<」「>」「*」「|」「:」「¥」 空白

• ディレクトリのパス名の規則
ドライブ名は，必ず設定します。
ディレクトリとディレクトリの区切りには，「¥」を使用します。ドライブと

ディレクトリの区切りには，「:」を使用します。

ディレクトリ名の最後に「.」は使用できません。

（ii）バージョン管理システム

バージョン管理システムを選択して設定します。
• PVCSを利用する運用：「PVCS」

• 通常の運用：「Original」

バージョン管理システムに PVCSを利用する場合は，SEWB+/REPOSITORYと

同じコンピュータに PVCSが組み込まれている必要があります。また，事前に次の

設定をしてください。
• コントロールパネルのシステムを開き，システム環境変数内の Pathに PVCSの

パス（C:¥PVCS¥NTなど）があるかを確認します。ない場合は，システム環境

変数内の Pathをクリックして設定してください。

• PVCSバージョン 5.2を使用する場合，PVCSのライセンス管理機能を使用し

て，「System」のユーザ名をライセンスユーザ名として登録します。PVCSバー

ジョン 5.3以降を使用する場合は，ユーザ名登録の操作は不要です。

注意事項
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リポジトリで管理するファイルを，PVCSのバージョン・マネージャで操作しな

いでください。

(3) リポジトリの再初期化リポジトリの再初期化リポジトリの再初期化リポジトリの再初期化

リポジトリ内に作成されている資源をすべて破棄して，再初期化するには次に示
す手順で作業してください。
1.［サービス］で SEWB+/REPOSITORYや Object Serverのサービスが停止されて

いることを確認する
サービスが実行されている場合は，停止させてください。

2. SEWB+/REPOSITORYをインストールしたディレクトリの下の「doc」「spool」

及び「work」フォルダとその下のファイルをすべて削除する

3. ルートドキュメントフォルダのディレクトリ以下をすべて削除する
ルートドキュメントフォルダのディレクトリは環境構築ユティリティで確認で
きます。

4. データベースの初期化で使用した，初期設定パラメタファイルに指定された
ファイルをすべて削除する

5. 環境を再度初期化する
(1)で説明したデータベースの初期化，及び (2)で説明したリポジトリの初期化

を，再度実施してください。

3.2.4　　　　SEWB+/REPOSITORY のユーザを登録するのユーザを登録するのユーザを登録するのユーザを登録する

SEWB+/REPOSITORYを利用するユーザとグループの登録，及び登録例について

説明します。

(1) ユーザの登録ユーザの登録ユーザの登録ユーザの登録

SEWB+/REPOSITORYを利用するユーザを登録します。ユーザは，ユーザ登録

ファイルに登録します。ユーザは，システム管理者が登録してください。

(a) ユーザ登録の手順ユーザ登録の手順ユーザ登録の手順ユーザ登録の手順

ユーザを登録する手順を次に示します。
1.「Administrator」でサーバにログインする

2.「SEWB+/REPOSITORY」の「ユーザ登録ファイル」を起動する

エディタが起動します。
3. 記述規則に従ってユーザを登録する
ユーザの登録方法については，「（b）ユーザ登録ファイル」を参照してくださ

い。
4. ユーザ登録ファイルを保存する

(b) ユーザ登録ファイルユーザ登録ファイルユーザ登録ファイルユーザ登録ファイル

ユーザ登録ファイルは，SEWB+/REPOSITORYのユーザを登録するファイルで

す。ユーザ登録ファイルには，SEWB+/REPOSITORYの管理者用として，ユーザ名

「system」があらかじめ登録されています。

ユーザ登録ファイルの記述規則を次に示します。
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複数のユーザを登録する場合は，改行して記述します。
• ユーザ名

8バイト以内の半角の英数字で記述します。ただし，先頭は英字にしてくださ

い。
• 暗号化されたパスワード
環境構築ユティリティやリポジトリブラウザで設定したパスワードが暗号化さ
れて設定されています。ここには文字列を記述しないでください。

• ユーザ識別子
100～ 59999の 10進文字列で記述します。ほかのユーザ識別子と重複しないよ

うに記述してください。
ただし，ユーザ名「system」のユーザ識別子は 0(ゼロ )です。

ユーザ登録ファイルの記述例を次に示します。

（例）
system::0::::
user1::100::::
user2::101::::

(2) グループの登録グループの登録グループの登録グループの登録

SEWB+/REPOSITORYを使用するユーザのグループを登録します。グループは，

グループ登録ファイルに登録します。グループは，システム管理者が登録してくだ
さい。

(a) グループ登録の手順グループ登録の手順グループ登録の手順グループ登録の手順

グループを登録する手順を次に示します。
1.「Administrator」でサーバにログインする

2.「SEWB+/REPOSITORY」の「グループ登録ファイル」を起動する

エディタが起動します。
3. 記述規則に従ってグループを登録する
グループを登録する方法については，「（b）グループ登録ファイル」を参照して

ください。
4. グループ登録ファイルを保存する

(b) グループ登録ファイルグループ登録ファイルグループ登録ファイルグループ登録ファイル

グループ登録ファイルは，SEWB+/REPOSITORYのユーザのグループを登録する

ファイルです。グループ登録ファイルには，次に示す二つのグループ名があらかじ
め登録されています。
• system：SEWB+/REPOSITORYの管理者グループ

• everyone：すべてのユーザが所属するグループ

ユーザ登録ファイルの記述規則を次に示します。
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複数のグループを記述する場合は，改行文字で区切ります。
• グループ名

8バイト以内の半角の英数字で記述します。ただし，先頭は英字にしてくださ

い。
• グループ識別子

10～ 59999の 10進文字列で記述します。ほかのグループ識別子と重複しない

ように記述してください。
ただし，グループ名「system」のグループ識別子は 0(ゼロ )，グループ名

「everyone」のグループ識別子は 1です。

• ユーザリスト
ユーザ登録ファイルに登録しているユーザ名を記述します。複数のユーザ名を
記述する場合は，「，」で区切ります。
グループ登録ファイルの記述例を次に示します。

（例）
system::0:
everyone::1:
kslg::10:user1,user2

(3) SEWB+/REPOSITORY ととととWindows NT Server 又は又は又は又はWindows 2000 Server のアカウントのアカウントのアカウントのアカウント

リポジトリを利用するには，SEWB+/REPOSITORYのアカウントが必要です。ま

た，リポジトリで管理されているドキュメントのファイルを，OSのネットワーク機

能で参照する場合は，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのアカウント

も必要です。このため，SEWB+/REPOSITORYとWindows NT Server又は

Windows 2000 Serverとでアカウント名（ユーザ名，グループ名）を同一にする運

用をお勧めします。
クライアントの OSにWindows NT Server又はWindows 2000 Serverを使用する

場合は，サーバ側とクライアントのWindows NT Server又はWindows 2000 Server

で使用するアカウント名を同一にしてください。異なるアカウント名を使用すると，
ドキュメントの参照ができないなどの現象が起きることがあります。

(4) ユーザとグループの登録例ユーザとグループの登録例ユーザとグループの登録例ユーザとグループの登録例

ここでは，表 3-5に示すユーザとグループの例を登録する手順を説明します。

表 3-5　ユーザとグループの例

SEWB+/REPOSITORYのアカウント Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの
アカウント

ユーザ名  グループ名  ユーザ名 グループ名

ikeda AProject，BProject ikeda Domain Users

takasu AProject takasu
nakamura naka
kinosita Bproject kino
uchimura uchi
Guest Guests Guest Guests
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(a) リポジトリユーザとグループの登録リポジトリユーザとグループの登録リポジトリユーザとグループの登録リポジトリユーザとグループの登録

1.「Administrator」でサーバにログインする

2.「SEWB+/REPOSITORY」の「ユーザ登録ファイル」を起動する

エディタが起動して，次のファイルの内容が表示されます。

3. リポジトリを利用するユーザ名，及びユーザ識別子を次のように追加する

ユーザ識別子は 100～ 59999の範囲で重複しないように割り当てます。

4. ファイルの変更内容を保存する
ユーザが登録されます。

5.「SEWB+/REPOSITORY」の「グループ登録ファイル」を起動する

エディタが起動され，次のファイルの内容が表示されます。

6. リポジトリを利用するグループ名，及びグループ識別子を次のように追加する

グループ識別子は 10～ 59999の範囲で重複しないように割り当てます。

7. ファイルの変更内容を保存する
グループが登録されます。

(b) Windows NT Server 又は又は又は又はWindows 2000 Server のユーザとグループの登録のユーザとグループの登録のユーザとグループの登録のユーザとグループの登録

Windows NT Serverの場合は「ドメインマネージャ」で，Windows 2000 Server

の場合は「Active Directoryユーザとコンピュータ」で登録します。

1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのドメインコントローラ上で

「Administrator」ユーザでログインする

2.「管理ツール」から「ドメインユーザマネージャ」又は「Active Directoryユーザ

とコンピュータ」を起動する
3. ユーザを登録する
ユーザ（ikeda，takasu，naka，kino，uchi）を登録します。Guestユーザは

既に登録されているので登録は不要です。
4. ローカルグループを作成する
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ローカルグループを作成し，グループ名に「AProject」を入力します。

Windows 2000 Serverの場合は，「グループの範囲」に「ドメインローカル」を

指定してください。
5. グループ名にメンバを登録する
「AProject」に所属するメンバとして ikeda，takasu，nakaを追加します。

6. 同様に「BProject」を作成する

ユーザ（ikeda，kino，uchi）を所属するメンバーとして登録します。Guestsグ

ループは既に登録されているので登録は不要です。
naka，kino，uchiのユーザは，リポジトリユーザと異なる名称を使用します。

このため，その対応付けをするために，4.～ 5.の操作でリポジトリユーザと同

じ名称の新しいローカルグループを作成して，その所属するメンバーとして
Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのユーザを登録します。例え

ば，nakamuraという名称のローカルグループを作成して，その所属するメン

バーとして nakaのユーザを登録します。

以上の手順によって，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのアカウン

トとして次の内容が登録されます。

3.2.5　運用環境を構築する　運用環境を構築する　運用環境を構築する　運用環境を構築する

リポジトリの運用時に，システム管理者はドキュメントや辞書の運用環境を設定
します。運用環境は，「SEWB+/REPOSITORY」の「環境構築ユティリティ」を起

動して設定します。各項目の設定規則については，ヘルプを参照してください。

環境構築ユティリティの設定項目
• 管理者用のパスワードの設定
• リポジトリのサーバに同時にログインできるユーザ数の設定
• 辞書フォルダの作成
• データ項目と業務ルールの設定
• 辞書ユティリティのタイプマッピングの設定
• ドキュメントの設定
• リポジトリで扱うドキュメント種別の登録
• ルートドキュメントフォルダの作成
• バックアップ用コマンドファイルの作成

環境構築ユティリティで設定した環境情報の配布
環境構築ユティリティの環境情報は，エクスポート・インポート機能を利用し
て，ほかのサーバ上のリポジトリに配布できます。
複数のサーバでリポジトリを使用する環境では，リポジトリの運用環境を統一
することが必要です。この場合は，環境構築ユティリティで環境を設定する

ユーザ名 所属するローカルグループ 所属するグローバルグループ

ikeda AProject，BProject Domain Users

takasu AProject
naka AProject，nakamura
kino BProject，kinosita
uchi BProject，uchimura
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サーバを決め，環境情報を管理してください。そのほかのサーバは，管理元の
サーバから配布された環境情報を利用して運用環境を構築します。環境情報を
受け取るサーバでは，配布された運用環境の設定を，変更したり追加したりし
ないよう，留意してください。
環境情報のエクスポート・インポートについては，「5.1 エクスポート・イン

ポートの概要」を参照してください。

(1) 管理者用のパスワード設定管理者用のパスワード設定管理者用のパスワード設定管理者用のパスワード設定

最初に環境構築ユティリティを起動すると，管理者用のパスワードを設定するダ
イアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで，パスワードを設定
してください。パスワードは，6～ 8バイトの半角の英数字で記述します。2回目以

降に起動するときには，このダイアログボックスは表示されません。パスワードを
問い合わせるダイアログボックスが表示されます。
設定したパスワードを変更する場合は，［環境構築ユティリティ］ダイアログで

「管理者のパスワード」を選択して設定します。

(2) 同時にログインできるユーザ数同時にログインできるユーザ数同時にログインできるユーザ数同時にログインできるユーザ数

リポジトリのサーバに，同時にログインできるユーザ数（接続クライアント数）
を設定します。ユーザ数は，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「サーバ」を選
択して設定します。設定できる範囲は，1～ 230です。デフォルトでは 32に設定さ

れています。
同時にログインできるユーザ数は，サーバのスペックやメモリサイズなどを考慮
して設定してください。サーバのメモリについては，「付録 D.1　サーバに必要な

ハードウェアリソース」を参照してください。
設定値が有効になるのは，設定値の変更後に SEWB+/REPOSITORYを再起動し

たときです。

(3) 辞書フォルダの作成辞書フォルダの作成辞書フォルダの作成辞書フォルダの作成

辞書を格納する辞書フォルダを作成します。辞書フォルダは，［環境構築ユティリ
ティ］ダイアログで「辞書フォルダ」を選択して作成します。複数の辞書フォルダ
が作成できます。
辞書フォルダを作成するには，次の項目を設定します。

• 辞書フォルダ名
• 国語区分に対するコメント
• 辞書フォルダに対するアクセス権

(4) データ項目と業務ルールの設定データ項目と業務ルールの設定データ項目と業務ルールの設定データ項目と業務ルールの設定

データ項目と業務ルールは，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「データ項
目」を選択して設定します。データ項目や業務ルールに対して，次の項目を設定し
ます。
• フィールド長と継承モードの設定
• 言語区分の設定
• フィールド名の設定
• 命名ルールの設定，ユーザ作成の命名ルールの追加
• 国語区分の変更
• 検査項目の設定，ユーザ作成の検査項目の追加
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• 分類区分と指定可能なタイプの設定
• タイプの対応の設定，タイプの編集，及びレコード生成キーワードの編集
• GUI属性の設定

• データ項目名と業務ルール名の一意性チェック範囲の指定
設定値が有効になるのは，設定値の変更後に SEWB+/REPOSITORYを再起動し

たときです。

(5) 辞書ユティリティのタイプマッピングの設定辞書ユティリティのタイプマッピングの設定辞書ユティリティのタイプマッピングの設定辞書ユティリティのタイプマッピングの設定

CSV入力を使って ERwin/ERXのデータ分析情報をデータ項目辞書に取り込む場

合，又は ODBC入力 (RPOdbcin)コマンドを使用する場合に，入力元で定義された

データベースのタイプと SEWB+/REPOSITORYのデータ項目属性との対応規則を

設定します。
これをタイプマッピングといい，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「辞書ユ
ティリティタイプマッピング」を選択して設定します。
データベース種別「ORACLE」と「HiRDB」のタイプマッピングの標準値が設定

されています。必要に応じてこれをカスタマイズしたり，任意のデータベース種別
のタイプマッピングを追加したりします。

(6) ドキュメントの設定ドキュメントの設定ドキュメントの設定ドキュメントの設定

ドキュメント，ドキュメントフォルダ，システムバージョン，及びシステムバー
ジョンフォルダを新規に作成したとき又は登録したとき，所有者のアクセス権の初
期属性を設定します。ドキュメントなどの設定は，［環境構築ユティリティ］ダイア
ログでドキュメントを選択後，「設定」を選択して行います。
ドキュメントの初期属性は，次の項目から設定します。

• 作成，登録者を所有者としアクセス権は固定
• 作成，登録者を所有者としアクセス権は親フォルダから継承
• 所有者，アクセス権は親フォルダから継承
また，チェックアウト先コンピュータの IPアドレスを管理するかしないかを設定

します。

(7) ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録

SEWB+/REPOSITORYで扱わせたいドキュメント種別を登録します。ドキュメン

ト種別は，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「ドキュメント種別」を選択して
登録します。
ドキュメントは，メインファイルとメインファイルに従属するサブファイルで構
成されます。このため，ドキュメント種別を登録するには，メインファイルとサブ
ファイルについてそれぞれ設定します。

(a) メインファイルとサブファイルの設定メインファイルとサブファイルの設定メインファイルとサブファイルの設定メインファイルとサブファイルの設定

(i) メインファイル

ドキュメント種別の名称やファイルエクステンション (拡張子 )を設定します。ま

た，ドキュメント種別にファイルエクステンションを持たないファイルの設定や，
登録するドキュメント種別ごとに履歴の保有数もメインファイルに対して設定でき
ます。ただし，エクステンションを持たない，ドキュメント種別をエクスポートし
たエクスポートファイルをインポートする時は，サーバのバージョンを 02-02以降
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にしてください。
メインファイルには次の項目を設定します。

• ドキュメント種別
• 種別表示名称
• 履歴保有数
ドキュメントの履歴保有数を 0～ 65,534の範囲で指定します。デフォルトは，

初期設定ユティリティで設定しているバージョン管理システムによって，次の
ようになります。
「PVCS」を設定している場合：65,534

「Original」を設定している場合：1

• ファイルエクステンション
ファイルエクステンションを持たないファイルも設定できます。

• テンプレートファイルパス
省略すると，リポジトリブラウザからドキュメントの登録はできますが，ド
キュメントの新規作成はできません。

• ファイルデータ種別
テキスト形式，又はバイナリ形式を指定します。デフォルトは，バイナリ形式
です。

(ii) サブファイル

サブファイルがある場合は，サブファイルを設定します。サブファイルには次の
項目を設定します。
• ファイルエクステンション
• テンプレートファイルパス
• ファイルデータ種別

(b) 他の方法でのドキュメント種別の登録他の方法でのドキュメント種別の登録他の方法でのドキュメント種別の登録他の方法でのドキュメント種別の登録

環境構築ユティリティを使った方法のほか，次に示す方法でも登録されます。
• SEWB+ツールからの自動登録

SEWB+ツール (SEWB+/CONSTRUCTIONなど )で扱うドキュメント種別は，

そのツールがクライアント PCにインストールされた後，リポジトリブラウザが

起動されたときに自動的に登録されます。
• 環境情報のインポート（配布）による登録
複数のサーバでリポジトリを使用する環境では，この方法でドキュメント種別
を登録するようにしてください。

(c) ドキュメント種別の登録の注意事項ドキュメント種別の登録の注意事項ドキュメント種別の登録の注意事項ドキュメント種別の登録の注意事項

環境構築ユティリティやインポートでドキュメント種別を登録をしたとき，異な
る名称で同じファイルエクステンションのドキュメント種別が既に存在していた場
合には，そのファイルエクステンションに対するドキュメント種別が二重になって
しまうため，注意してください。

(8) ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成

ドキュメントを格納する最上位のフォルダを作成します。ルートドキュメント
フォルダは，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「ルートドキュメントフォル
ダ」を選択して作成します。一つのリポジトリに複数のルートドキュメントフォル
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ダが作成できます。
ルートドキュメントフォルダを作成するには，次の項目を設定します。

• ルートドキュメントフォルダ名
• ディレクトリ名
ルートドキュメントフォルダを作成するディレクトリ名を指定します。ルート
ドキュメントフォルダは，NTFS上に作成してください。

• コメント
• ルートドキュメントフォルダに対するアクセス権

(9) バックアップ用コマンドファイルの作成バックアップ用コマンドファイルの作成バックアップ用コマンドファイルの作成バックアップ用コマンドファイルの作成

バックアップ用のコマンドファイルを生成します。バックアップ用のコマンド
ファイルを生成するための設定は，［環境構築ユティリティ］ダイアログで「バック
アップ」を選択して行います。
バックアップ用のコマンドファイルを生成するには，次の項目を設定します。

• バックアップ名称
• コマンドファイル
• 生成オプション
バックアップについては，「7. 資源のバックアップとリストア」を参照してくださ

い。
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3.3　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する　クライアント側の環境を設定する
この節では，クライアント側での環境設定について説明します。

3.3.1　　　　Windows 95 ，，，，Windows 98 ，，，，Windows Me ，，，，Windows NT 又は又は又は又は
Windows 2000 の環境を設定するの環境を設定するの環境を設定するの環境を設定する

リポジトリブラウザの稼働に必要なWindows 95，Windows 98，Windows Me，

Windows NT又はWindows 2000の環境として，通信設定ファイル (HOSTS，

SERVICES)を設定します。

(1) HOSTSファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定

HOSTSファイルに，サーバの IPアドレスを設定します。

HOSTSファイルは，次の場所にあります。

• Windows 95，Windows 98又はWindows Meの場合

システムディレクトリ ¥HOSTS

システムディレクトリは，Windows 95，Windows 98又はWindows Meが

組み込まれているディレクトリです。
• Windows NT又はWindows 2000の場合

システムディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥HOSTS

システムディレクトリは，Windows NT又はWindows 2000が組み込まれ

ているディレクトリです。

HOSTSファイルに次の内容を設定してください。なお，設定したレコードが最終行

であっても，必ず改行してください。

サーバの IPアドレスとサーバのホスト名には，利用環境に応じた値を設定します。

(2) SERVICESファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定

SEWB+/REPOSITORYでは，ネットワーク環境に TCP/IPを使用しています。こ

のため，SERVICESファイルに，SEWB+/REPOSITORY用の設定をします。

SERVICESファイルは，次の場所にあります。

• Windows 95，Windows 98又はWindows Meの場合

システムディレクトリ ¥SERVICES

システムディレクトリは，Windows 95，Windows 98又はWindows Meが

組み込まれているディレクトリです。
• Windows NT又はWindows 2000の場合

システムディレクトリ ¥system32¥drivers¥etc¥SERVICES

システムディレクトリは，Windows NT又はWindows 2000が組み込まれ

ているディレクトリです。
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SERVICESファイルに次の内容を設定してください。なお，設定したレコードが最

終行であっても，必ず改行してください。

サービス名：SEWBplus

ポート番号：20011

プロトコル名：tcp

（例）
SEWBplus 20011/tcp

3.3.2　運用開始時の設定をする　運用開始時の設定をする　運用開始時の設定をする　運用開始時の設定をする

ユーザ登録ファイルに登録された一般ユーザにパスワードを設定します。

(1) 一般ユーザのパスワードを設定する一般ユーザのパスワードを設定する一般ユーザのパスワードを設定する一般ユーザのパスワードを設定する

ユーザ登録ファイルに登録された一般ユーザのパスワードは，リポジトリブラウ
ザを使用して，ユーザ本人が設定します。
パスワードは，6～ 8バイトの半角の英数字で記述します。パスワードの設定は省

略できますが，機密保護のために設定することをお勧めします。
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4．システムを開発する．システムを開発する．システムを開発する．システムを開発する
この章では，SEWB+/REPOSITORYを利用してシステムを開発する手

順を COBOLと C++の例で説明します。

4.1　システム開発の概要　システム開発の概要　システム開発の概要　システム開発の概要

4.2　新規システムを開発する　新規システムを開発する　新規システムを開発する　新規システムを開発する

4.3　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する

4.4　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する
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4.1　システム開発の概要　システム開発の概要　システム開発の概要　システム開発の概要
COBOL85又は Visual C++でシステムを開発するときの概要を説明します。

4.1.1　　　　SEWB+/REPOSITORY を利用したシステム開発の概要を利用したシステム開発の概要を利用したシステム開発の概要を利用したシステム開発の概要

(1) 概要概要概要概要

COBOL85や Visual C++の開発資源を，SEWB+/REPOSITORYのリポジトリを

利用して管理すると，共有資源の管理や開発資源のバージョン管理が効率良くでき，
統合的な開発環境を実現できます。

SEWB+/REPOSITORYを利用してシステムを開発すると，次に示すような効果が

あります。
• COBOL85や Visual C++の開発資源とワープロ文書やスプレッドシートなどの

設計文書を一元管理でき，各々の資源のバージョンを効率良く管理できます。
• チェックイン・チェックアウト機能，アクセス権の設定機能によって，

COBOL85や Visual C++の開発資源とドキュメントを共有化し，グループの開

発作業が円滑になります。
• COBOL85や Visual C++の開発資源と設計文書との間に関連を付けることに

よって，変更波及を解析できるので，効率良く保守作業ができます。
• 多彩な検索機能や関連ブラウザによって，リポジトリで管理されている膨大な
資源の中から，必要な情報を効率良く探し出すことができます。

(2) システム開発の作業システム開発の作業システム開発の作業システム開発の作業

COBOL85又は Visual C++と，SEWB+/REPOSITORYを利用して，システムを

開発するときの作業について説明します。

(a) 構成管理に従ってドキュメントフォルダを作成する構成管理に従ってドキュメントフォルダを作成する構成管理に従ってドキュメントフォルダを作成する構成管理に従ってドキュメントフォルダを作成する

システム管理者は，プロジェクトの開発形態や構成に従ってドキュメントフォル
ダを作成します。

(b) 開発資源をリポジトリへ登録する開発資源をリポジトリへ登録する開発資源をリポジトリへ登録する開発資源をリポジトリへ登録する

COBOL85又は Visual C++の開発資源のうち，定義ファイルやソースファイルな

ど，ユーザが管理するファイルと実行ファイルを登録します。自動的に生成される
中間ファイルなどは，リポジトリに登録する必要はありません。

(c) クライアントの作業領域を作成するクライアントの作業領域を作成するクライアントの作業領域を作成するクライアントの作業領域を作成する

開発者は，担当のプロジェクト（プロジェクトマスタファイル又はメイクファイ
ルとその構成ファイル）単位で，クライアントの作業ディレクトリに，リポジトリ
のフォルダ構成をディレクトリ構成に置き換えた状態で参照専用チェックアウトし
ます。その後，チェックアウトしたプロジェクトのビルドを実行して，中間ファイ
ルを含めてすべてのファイルを生成すれば，作業領域の作成が完了します。

(d) システム開発の作業をするシステム開発の作業をするシステム開発の作業をするシステム開発の作業をする

この後，担当モジュールの開発資源を更新専用チェックアウトして，修正，ビル
ド，及びテストをします。修正が確認された開発資源は，リポジトリにチェックイ
ンします。
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(e) 共用資源の利用共用資源の利用共用資源の利用共用資源の利用

共用資源は，OSのネットワーク機能を利用して，クライアントからサーバのファ

イルをネットワークで参照できます。この場合，サーバ側でネットワーク共有ポイ
ント（ルートドキュメントフォルダ）を宣言しておく必要があります。ただし，こ
の場合はクライアントからの更新権限は与えられません。

(3) 新規システムの開発と既存システムの流用開発での作業新規システムの開発と既存システムの流用開発での作業新規システムの開発と既存システムの流用開発での作業新規システムの開発と既存システムの流用開発での作業

新規システムを開発する場合と，既存システムを流用して開発する場合では，作
業の内容が異なります。新規システムの開発と既存システムの流用開発での作業を
次に示します。

(a) 新規システムの開発新規システムの開発新規システムの開発新規システムの開発
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(b) 既存システムの流用開発既存システムの流用開発既存システムの流用開発既存システムの流用開発

4.1.2　システム開発環境の構築　システム開発環境の構築　システム開発環境の構築　システム開発環境の構築

COBOL85又は Visual C++を利用してシステム開発をするときの環境を構築する

ため，ドキュメント種別の登録とドキュメントフォルダの作成をします。

(1) リポジトリに登録するドキュメント種別リポジトリに登録するドキュメント種別リポジトリに登録するドキュメント種別リポジトリに登録するドキュメント種別

(a) COBOL85 の開発資源の開発資源の開発資源の開発資源

COBOL85の開発資源には，プロジェクトマスタファイルや COBOLソースプロ

グラムなどがあります。
リポジトリのドキュメント種別に登録する資源の例を表 4-1に示します。自動的に

生成される中間ファイルについては，リポジトリでは管理しない運用をお勧めしま
す。

表 4-1　ドキュメント種別に登録する COBOL85の開発資源の例

ドキュメント
種別

種別表示
名称

履歴
保有数

ファイルエ
クステン
ション

テンプレー
トファイル
パス

ファイル
データ種別

サブ
ファイ
ル

projectfile プロジェク
トマスタ
ファイル

65,534 .pmi なし バイナリ なし

executefile アプリケー
ション

0 .exe なし バイナリ なし

dynamiclinklibr
ary

ダイナミッ
クリンクラ
イブラリ

0 .dll なし バイナリ なし
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注　リポジトリブラウザでドキュメントを新規作成する運用の場合は，使用するテンプレー
トをテンプレートファイルパスに指定してください。
注※ 1　フリー形式のソースを併用する場合は，異なるドキュメント種別，（例えば

cobolsourcefree，表示名称は COBOLソースのままでよい）で登録してください。

注※ 2　ファイルエクステンションが同じでも異なるドキュメント種別を登録できます。

(b) Visual C++ の開発資源の開発資源の開発資源の開発資源

Visual C++の開発資源には，メイクファイルや C++ソースプログラムなどがあり

ます。
リポジトリのドキュメント種別に登録する資源の例を表 4-2に示します。自動的に

生成される中間ファイルについては，リポジトリでは管理しない運用をお勧めしま
す。

表 4-2　ドキュメント種別に登録する Visual C++の開発資源の例

cobolsource　※ 1 COBOLソー
スプログラ
ム

65,534 .cbl　※ 2 なし テキスト なし

oocobolsource OOCOBOL
ソースプロ
グラム

65,534 .ocb なし テキスト なし

cobolcopy 登録集原文 65,534 .cbl　※ 2 なし テキスト なし

inheritfile 参照／継承
ファイル

65,534 .ocb なし テキスト なし

guidefine GUI 定義
ファイル

65,534 .gcb なし テキスト なし

ドキュメント
種別

種別表示
名称

履歴
保有数

ファイルエ
クステン
ション

テンプレー
トファイル
パス

ファイル
データ種別

サブ
ファイ
ル

makefile メイクファ
イル

65,534 .mak なし テキスト なし

executefile アプリケー
ション

0 .exe なし バイナリ なし

dynamiclinklibr
ary

ダイナミッ
クリンクラ
イブラリ

0 .dll なし バイナリ なし

staticlinklibrary スタティッ
クリンクラ
イブラリ

0 .lib なし バイナリ なし

cppsource C++ ソース
プログラム

65,534 .cpp なし テキスト なし

headerfile ヘッダファ
イル

65,534 .h なし テキスト なし

resourcefile リ ソ ー ス
ファイル

65,534 .rc なし テキスト なし

ドキュメント
種別

種別表示
名称

履歴
保有数

ファイルエ
クステン
ション

テンプレー
トファイル
パス

ファイル
データ種別

サブ
ファイ
ル
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注　リポジトリブラウザでドキュメントを新規作成する運用の場合は，使用するテンプレー
トをテンプレートファイルパスに指定してください。

(c) ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録ドキュメント種別の登録

ドキュメント種別を登録します。ドキュメント種別は，環境構築ユティリティで
登録します。
1.「SEWB+/REPOSITORY」の「環境構築ユティリティ」を起動する

［パスワード設定］ダイアログが表示されます。
2. パスワードを入力（又は設定）する
［環境構築ユティリティ］ダイアログが表示されます。

3.「環境構築項目一覧」から「ドキュメント種別」を選び，［設定］ボタンを選ぶ
［ドキュメント種別］ダイアログが表示されます。

4.［登録］ボタンを選ぶ
「メインファイル設定，サブファイル設定」のタブが表示されます。

5.「メインファイル設定」タグに，表 4-1のドキュメント種別の設定をして［OK］

ボタンを選ぶ
4.，5.の操作を登録するドキュメント種別の数だけ繰り返します。

(2) ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成

ドキュメントフォルダの構成例を図 4-1に示します。

resourcefile2 カスタムリ
ソースファ
イル

65,534 .rc2 なし テキスト なし

definitionfile モジュール
定義ファイ
ル

65,534 .def なし テキスト なし

iconfile ア イ コ ン
ファイル

65,534 .ico なし バイナリ なし

ドキュメント
種別

種別表示
名称

履歴
保有数

ファイルエ
クステン
ション

テンプレー
トファイル
パス

ファイル
データ種別

サブ
ファイ
ル
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図 4-1　ドキュメントフォルダの構成例

クライアントの作業ディレクトリは，ドキュメントフォルダの構成に対応させ，
各々のディレクトリへチェックアウトします。
共有リソースは，ネットワークドライブを利用して各クライアントから参照でき
ます。

(a) ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成ルートドキュメントフォルダの作成

ルートドキュメントフォルダは，環境構築ユティリティで作成します。
1.「SEWB+/REPOSITORY」の「環境構築ユティリティ」を起動する

［パスワード設定］ダイアログが表示されます。
2. パスワードを入力（又は設定）する
［環境構築ユティリティ］ダイアログが表示されます。

3.「環境構築項目一覧」の「ルートドキュメントフォルダ」を選び，［設定］ボタ
ンを選ぶ
［ルートドキュメントフォルダ］ダイアログが表示されます。

4.［作成］ボタンを選ぶ
作成用の［ルートドキュメントフォルダ］ダイアログが表示されます。

5. 作成用の［ルートドキュメントフォルダ］ダイアログに次の設定をする

項　目 設定内容

ルートドキュメントフォルダ名 Project01-00

ディレクトリ名 C:¥COBOL 又は C:¥C++

コメント 任意
所有者 tanaka

所有者のアクセス権 フルコントロール
グループ Project



4． システムを開発する

64

6.［OK］ボタンを選ぶ

ルートドキュメントフォルダが作成されます。

(b) ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成ドキュメントフォルダの作成

ルートドキュメントフォルダの下に「基本仕様書」「機能仕様書」「詳細設計書」
のドキュメントフォルダを作成します。
各ドキュメントフォルダは，リポジトリブラウザを使って次の手順で作成します。

1. リポジトリブラウザを起動する
リポジトリブラウザのウィンドウが表示されます。

2. ルートドキュメントフォルダを選び，［リポジトリ］メニューの［新規作成］か
ら［ドキュメントフォルダ］を選ぶ
名称のないドキュメントフォルダが作成されます。

3. ドキュメントフォルダの名称の領域に「基本仕様書」を入力する
4. リポジトリブラウザのビュー上で「基本仕様書」のフォルダを選び，［リポジト
リメニュー］から［プロパティ］を選ぶ
［ドキュメントフォルダのプロパティ］ダイアログが表示されます。

5.［ドキュメントフォルダのプロパティ］ダイアログの「アクセス権」タブを表示
して，「グループのアクセス権」に「変更」を設定する
同様に，「機能仕様書」と「詳細設計書」のフォルダを作成し，「グループのア
クセス権」に「変更」を設定する。

4.1.3　　　　SEWB+/CONSTRUCTION を利用する場合の資源管理を利用する場合の資源管理を利用する場合の資源管理を利用する場合の資源管理

SEWB+/CONSTRUCTIONを利用する場合は，次に示すような資源管理をお勧め

します。

(1) 共有資産の管理共有資産の管理共有資産の管理共有資産の管理

SEWB+/CONSTRUCTIONで作成する資産のうち，テンプレート及びデータ定義

は，システム開発での共有資産となります。これらは，リポジトリ内のフォルダで
管理して，参照する運用をお勧めします。

(a) テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート

パターンテンプレート及び部品テンプレートは，それぞれ別の専用のフォルダに
格納します。部品テンプレートは，用途別にフォルダを分けて管理します。検索を
容易にするため，一つのフォルダ内の部品テンプレートの数は，100以下を目安とし

てください。

(b) データ定義データ定義データ定義データ定義

データ定義は，データ定義専用のフォルダに格納します。さらに，データ定義の
定義種別 (ファイル定義，RDB定義など )ごとにサブフォルダに分割します。

フォルダ内のデータ定義の数は，200以下を目安としてください。データ定義の数

が多い場合には，用途別にフォルダを分割するなどして，フォルダ内のデータ定義

グループのアクセス権 読み取り
全ユーザのアクセス権 読み取り

項　目 設定内容
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を調整してください。

(2) プログラム資産の管理プログラム資産の管理プログラム資産の管理プログラム資産の管理

プログラムの資産は，関連する資源を一つのフォルダにまとめて格納します。そ
のようにすることで，リポジトリのチェックアウト・チェックインの管理が容易に
なります。

(a) COBOL をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合

COBOL85で扱う資源として，次の資産を一つのフォルダにまとめて管理するこ

とをお勧めします。
• プロジェクトマスタファイル (.hmf)

• アプリケーション (.exe)

• ダイナミックリンクライブラリ (.dll)

• COBOLソースプログラム (.cbl)

• 登録集原文 (.cbl)

• ブラウズ情報ファイル (.brd)

• プログラム情報ファイル (.cbp)

また，SEWB+/CONSTRUCTIONのプログラム定義ファイル (.csp)も COBOL85

の資産として管理してください。

(b) C++ をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合をターゲット言語にする場合

Visual C++で扱う資源として，次の資産を一つのフォルダにまとめて管理するこ

とをお勧めします。
• メイクファイル (.mak)

• アプリケーション (.exe)

• ダイナミックリンクライブラリ (.dll)

• スタティックリンクライブラリ (.lib)

• C++ソースプログラム (.cpp)

• ヘッダファイル (.h)

• リソースファイル (.rc)

• カスタムリソースファイル (.rc2)

• モジュール定義ファイル (.def)

• アイコンファイル (.ico)
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4.2　新規システムを開発する　新規システムを開発する　新規システムを開発する　新規システムを開発する
この節では，新規にシステムを開発するときの手順を説明します。

4.2.1　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する

SEWB+/REPOSITORYを利用してシステムを開発するときは，作業全体の資源を

管理するためのシステムバージョンを作成します。浮動のシステムバージョンをド
キュメントに設定すると，開発中に，最新の版を参照できます。また，開発作業が
終了した時点では，すべての資源をシステムバージョンに関連付けて保管できます。
システムバージョンの設定手順の例を説明します。フォルダの構成などについて
は，「4.1.2　システム開発環境の構築」の例を前提としています。

また，サーバに SEWB+/REPOSITORY，クライアントにリポジトリブラウザがイ

ンストールされている構成とします。
1. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

2. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
3. システムバージョン管理アイコンを選択し，リポジトリブラウザの［リポジト
リ］メニューの［新規作成］から［浮動システムバージョン］を選択する
リストビュー上に浮動システムバージョンアイコンが表示されます。

4. 浮動システムバージョンの名称を入力する

5.［Enter］キーを押す

浮動システムバージョンが作成されます。
6. リポジトリブラウザのツリービュー又はリストビューで作成した「浮動システ
ムバージョン」を選び，［リポジトリ］メニューから［プロパティ］を選ぶ
［システムバージョンのプロパティ］ダイアログが表示されます。

7.「アクセス権」タブに次の設定をする

8.［OK］ボタンを選ぶ

システムバージョンのアクセス権が設定されます。

4.2.2　ドキュメントを作成する　ドキュメントを作成する　ドキュメントを作成する　ドキュメントを作成する

プログラムの開発で作成する設計文書を各々の作業環境で作成すると，書式の不
統一や記述漏れが発生します。また，ほかの開発者が設計文書を参照しようとして
も，保管場所を容易に探せません。このようなことを防ぎ，効率良くシステムを開
発するために，SEWB+/REPOSITORYを使って次のように運用します。

• テンプレート機能を利用してドキュメントを作成する。
• 各ドキュメントをフォルダで一括管理し，システムバージョンを設定してバー

項目 設定内容

システムバージョン名 System　V1.0

項目 設定内容

所有者のアクセス権 フルコントロール
グループのアクセス権 変更
全ユーザのアクセス権 読み取り
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ジョンを管理する。
設計文書のフォルダは，ルートドキュメントフォルダの下に「基本仕様書」「機能
仕様書」及び「詳細設計書」の名称で作成してあります。各文書は，SEWB+/

REPOSITORYの環境構築ユティリィでドキュメント種別やテンプレートファイル

パスが登録されています。
ドキュメント作成の手順を次に示します。

1. テンプレートファイルのパス先に，Microsoft Wordなどで作成したテンプレート

を用意する
このテンプレートは，リポジトリブラウザの［リポジトリ］メニューの［新規
作成］から［ドキュメント］を選択したとき，自動的に呼び出されます。

2. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

3. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
4. リポジトリブラウザのウィンドウ上で，作成する設計文書のドキュメントフォ
ルダを選ぶ

5.［リポジトリ］メニューの［新規作成］から［ドキュメント］を選ぶ
［ドキュメントの作成］ダイアログが表示されます。

6.［ドキュメントの作成］ダイアログに，次の設定をする

7.［OK］ボタンを選ぶ

ユーザの作業環境に，チェックアウトされた状態で設計文書（テンプレート）
が開きます。

8. 仕様書を作成する
9. リポジトリブラウザのウィンドウでドキュメントを選び，［リポジトリ］メ
ニューから［チェックイン］を選ぶ
［チェックイン］ダイアログが表示されます。

10.「チェックアウトファイルの操作」に「チェックアウトファイルを削除する」を
指定して［OK］ボタンを選ぶ

チェックインが実行されて［チェックイン］ダイアログが閉じます。

4.2.3　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する

プログラムや仕様書などのドキュメントは，作成したとき，作成後に変更したと
きに，必要に応じて承認者が承認して管理する必要があります。
リポジトリを利用して，ドキュメントの承認手続きをする場合の運用例を説明し
ます。

項　目 設定内容

ドキュメント種別 リストからドキュメント種別を選択する。
現在作成しようとするドキュメントが先に定義したド
キュメント種別のどれに該当するかを指定する。

ドキュメント名 ドキュメント名を入力する。
システムバージョンの設定 「System　V1.0」を選択する。

これで先に定義したシステムバージョンと関連付ける。
コメント 作成や変更の履歴を記述する。
チェックアウト先フォルダ チェックアウト先フォルダを選択する。
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(1) 承認用のシステムバージョンの作成承認用のシステムバージョンの作成承認用のシステムバージョンの作成承認用のシステムバージョンの作成

ドキュメントを承認するときに，ドキュメントの管理者は，承認用のシステム
バージョンを作成します。承認用のシステムバージョンは，個々のドキュメントの
最新版を指している浮動のシステムバージョン「ドキュメント V1.0」を複製して作

成します。このとき，バージョン種別は「固定」にします。承認用の固定のシステ
ムバージョンを作成することによって，以降に個々のドキュメントが更新されても
承認時の版を識別できます。
ここでは，システムバージョン「ドキュメント　V1.0」を複製して「ドキュメン

ト　V1.0　第 1版」を作成する手順を説明します。

1. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

2. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
3. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「ドキュメント　

V1.0」を選ぶ

4.［リポジトリ］メニューの［システムバージョン］から［複製］を選ぶ
［システムバージョンの複製］ダイアログが表示されます。

5.［システムバージョンの複製］ダイアログに次の設定をする

6.［OK］ボタンを選ぶ

複製されたシステムバージョン「ドキュメント　V1.0　第 1版」が作成されま

す。
7. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「ドキュメント　

V1.0 第 1版」を選ぶ

8.［リポジトリ］メニューから［プロパティ］を選ぶ
［システムバージョンのプロパティ］ダイアログが表示されます。

9.「アクセス権」タブに次の設定をする

10.［OK］ボタンを選ぶ

システムバージョンのアクセス権が設定されます。

(2) 承認の手順承認の手順承認の手順承認の手順

1. システムバージョンを作成したことを通知する
ドキュメントの管理者は，承認用のシステムバージョン「ドキュメント　V1.0 

第 1版」を作成したことを担当者に通知します。

2. 承認を依頼する
担当者は，システムバージョン「ドキュメント　V1.0　第 1版」の内容を確認

して，承認者に電子メールなどで承認を依頼します。このとき，承認用の帳票
も電子メールなどで送ります。

項　目 設定内容

システムバージョン名 ドキュメント　V1.0　第 1版

バージョン種別 固定
複製先 システムバージョンの複製先

項　目 設定内容

所有者のアクセス権 フルコントロール
グループのアクセス権 読み取り
全ユーザのアクセス権 読み取り
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3. ドキュメントを承認する
承認者は，システムバージョン「ドキュメント　V1.0　第 1版」で承認するド

キュメントを参照します。ドキュメントの内容を確認後，プロジェクトの規則
に従った方法で承認用の帳票にサインをします。承認後は，承認用の帳票を電
子メールなどでドキュメント管理者に送ります。

4.2.4　プログラムを作成して登録する　プログラムを作成して登録する　プログラムを作成して登録する　プログラムを作成して登録する

設計文書のように定形化された作業は，最初からリポジトリ環境内で作成するこ
とができます。しかし，ソースプログラムの場合は，リポジトリ環境外のローカル
フォルダに作成してから，後でリポジトリに登録するのが一般的です。また，リポ
ジトリ環境内では，保守などのために，ソースプログラムは設計文書と対応付けて
保管しておきます。
クライアントで作成したソースプログラムの登録方法を次に示します。

1. クライアントの COBOL85又は Visual C++の環境でソースプログラムを作成す

る
2. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

3. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
4. リポジトリブラウザの［リポジトリ］メニューから［ドキュメントの登録・再
登録］を選ぶ
［ドキュメントの登録・再登録］ダイアログが表示されます。

5.［ドキュメントの登録・再登録］ダイアログに次の設定をする

6.［ドキュメントの登録・再登録］ダイアログのシステムバージョンの設定で，
「設定する」を選び［・・・］を選択する
［システムバージョンの設定］ダイアログが表示されます。

7.［システムバージョンの設定］ダイアログで，「System V1.0」を選択して［OK］

ボタンを選ぶ
［ドキュメントの登録・再登録］ダイアログにシステムバージョンが設定されて
［システムバージョンの設定］ダイアログが閉じます。

8.［ドキュメントの登録・再登録］ダイアログの［登録・再登録］ボタンを選ぶ
ドキュメントが登録されます。

9. リポジトリブラウザのウィンドウで，設計文書を選ぶ
10.［リポジトリ］メニューから［ユーザ関連］を選ぶ
［ユーザ関連］ダイアログが表示されます。

11.［関連追加］ボタンを選ぶ
［オブジェクトを選択］ダイアログが表示されます。

12.「検索」ボタンを利用して「現在のオブジェクト」に関連付けたいソースプログ
ラムをすべて設定し，［検索］ボタンを選ぶ

項　目 設定内容

登録するドキュメント 「登録元の選択」から選択する
ドキュメント種別 「ドキュメント種別の選択」から「ファイルのエクステ

ンションから仮定する」又は「リストの中から選択する」
を選択する

オプションの設定 バージョン名又はシステムバージョンの設定，登録，
ファイルの操作などを指定する
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［ユーザ関連］ダイアログに戻ります。
13.関連するオブジェクトにソースプログラムが設定されているのを確認して［OK］

ボタンを選ぶ

4.2.5　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする

リポジトリ環境で，テストをするときの作業を次に示します。
• プログラム開発者は，関連するすべてのドキュメント（ソースプログラム，設
計文書）を参照専用チェックアウトする。

• COBOL85の COBOL開発マネージャ又は Visual C++の開発環境を起動する。

• 一度ビルドを実行して，中間ファイルを含めてクライアント側のディレクトリ
にすべて作成する。

• テストを実行して問題がある場合は，修正するソース（ドキュメント）を更新
専用チェックアウトする。

• テスト完了後，ソース（ドキュメント）をチェックインする。このとき，必要
に応じて設計文書との関連付けをする。
テストの作業手順を次に示します。

1. リポジトリブラウザのウィンドウでソースプログラムを選び，［リポジトリ］メ
ニューから［チェックアウト］を選ぶ
［チェックアウト］ダイアログが表示されます。

2.「チェックアウトタイプ」に「参照専用」を指定して［OK］ボタンを選ぶ

チェックアウトが実行され［チェックアウト］ダイアログが閉じます。
開発中に参照するだけのライブラリなどは，OSのネットワーク機能を利用する

と，チェックアウト・チェックイン作業を減らすことができます。
3. COBOL開発マネージャ又は Visual C++の開発環境を起動する

プロジェクトマスタファイル (.hmf)をダブルクリックして COBOL開発マネー

ジャを起動します。又は Visual C++の開発環境を起動します。

4. ビルドを実行する
最初は開発環境を作成するため，ビルドを実行してローカルフォルダの開発環
境に中間ファイルなども生成します。

5. テストを実行する
6. 修正するドキュメント（ソースプログラム，設計文書）を更新専用チェックア
ウトする
チェックアウトの手順は，1.，2.の操作と同様ですが，「チェックアウトタイプ」

に「更新専用」を指定します。
7. 完成ドキュメント（ソースプログラム，設計文書）をチェックインする
更新作業が終了した時点でチェックインでリポジトリへ返却します。このとき，
返却漏れがないかどうかをチェックアウト一覧で確認します。
更新作業によって，設計文書とソースとの関連が変更になった場合は，リポジ
トリブラウザで関連を更新してください。
更新内容を管理する場合は，変更内容や変更理由などをチェックインコメント
に記入してください。
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4.2.6　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する

機能別に設計，製造された個々のプログラムを統合して，一つのプログラムに組
み立てることをシステム統合といいます。プログラムの連動テストや，検査の目的
で他部署にプログラムを提出するといったリリース時に，システム統合の作業が必
要です。
リポジトリを利用して，システムを統合する場合の運用例を説明します。

(1) リリース用のシステムバージョンの作成リリース用のシステムバージョンの作成リリース用のシステムバージョンの作成リリース用のシステムバージョンの作成

他部署にプログラムを提出するといったリリース時に，システム統合の責任者は，
リリース用のシステムバージョンを作成します。リリース用のシステムバージョン
は，個々のプログラムの最新版を指しているシステムバージョン「System V1.0」を

複製して作成します。このとき，バージョン種別は「固定」にします。リリース用
のシステムバージョンは，リリースごとに作成します。
リリース用の固定のシステムバージョンを作成することによって，以降に，個々
のドキュメントが更新されても，リリース時の版を識別できます。
ここでは，システムバージョン「System V1.0」を複製して，「System V1.0 

Release1」を作成する手順を説明します。

1. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

2. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
3. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「System V1.0」を選

ぶ
4.［リポジトリ］メニューの［システムバージョン］から［複製］を選ぶ
［システムバージョンの複製］ダイアログが表示されます。

5.［システムバージョンの複製］ダイアログに次の設定をする

6.［OK］ボタンを選ぶ

複製されたシステムバージョン「System V1.0 Release1」が作成されます。

7. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「System V1.0  

Release1」を選ぶ

8.［リポジトリ］メニューから［プロパティ］を選ぶ
［システムバージョンのプロパティ］ダイアログが表示されます。

9.「アクセス権」タブに次の設定をする

10.［OK］ボタンを選ぶ

システムバージョンのアクセス権が設定されます。

項　目 設定内容

システムバージョン名 System　V1.0　Release1

バージョン種別 固定
複製先 システムバージョンの複製先

項　目 設定内容

所有者のアクセス権 フルコントロール
グループのアクセス権 読み取り
全ユーザのアクセス権 読み取り
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(2) システム統合の手順システム統合の手順システム統合の手順システム統合の手順

1. システムを構成するプログラムをチェックアウトする
システム統合の責任者は，システムを構成するプログラムをリポジトリから取
り出します。システムを構成するプログラムは，リリース用のシステムバー
ジョン「System V1.0 Release1」を指定して参照チェックアウトで取り出しま

す。
2. ビルドを実行する
システム統合の責任者は，チェックアウト先でビルドを実行します。このビル
ドを実行することで，システム統合の作業が完了します。

4.2.7　開発を終了する　開発を終了する　開発を終了する　開発を終了する

プログラムの開発が終了した時点で，システムバージョンを固定に設定します。
これは，開発終了時点のドキュメントを保存するためです。この固定のシステム
バーションが，次のプロジェクトを開始するときのマスタとなります。システム
バージョンの設定方法は，開始時に設定した方法と同様です。
また，開発終了時の資源のバックアップをして，不慮の障害に備えます。
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4.3　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する　既存システムを流用して開発する
この節では，システムをバージョンアップするための開発などの既存システムを
流用して開発する手順について説明します。

4.3.1　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する

既存システムを流用して開発作業を開始するには，流用するシステムのシステム
バージョン（固定）を複製して，新しいシステムバージョン（浮動）を作成します。
ここでは，システムバージョン「System V1.0」を複製して，「System V2.0」を作成

する手順を説明します。
1. サーバで SEWB+/REPOSITORYが起動していることを確認する

2. クライアントでリポジトリブラウザを起動する
3. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「System V1.0」を選

ぶ
4.［リポジトリ］メニューの［システムバージョン］から［複製］を選ぶ
［システムバージョンの複製］ダイアログが表示されます。

5.［システムバージョンの複製］ダイアログに次の設定をする

6.［OK］ボタンを選ぶ

複製されたシステムバージョン「System V2.0」が作成されます。

7. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン「System V2.0」を選

ぶ
8.［リポジトリ］メニューから［プロパティ］を選ぶ
［システムバージョンのプロパティ］ダイアログが表示されます。

9.「アクセス権」タブに次の設定をする

10.［OK］ボタンを選ぶ

システムバージョンのアクセス権が設定されます。

4.3.2　ドキュメントを変更する　ドキュメントを変更する　ドキュメントを変更する　ドキュメントを変更する

バージョンアップ作業では，機能追加・仕様変更などでドキュメント（ソースプ
ログラム，設計文書）の更新が必要になります。また，新規の機能を追加する場合
は，新規のドキュメントを作成してリポジトリに登録します。
ドキュメントの更新には，リポジトリブラウザのチェックアウト・チェックイン
機能を使用します。

項　目 設定内容

所有者のアクセス権 フルコントロール
グループのアクセス権 変更
全ユーザのアクセス権 読み取り

項　目 設定内容

システムバージョン名 System　V2.0

バージョン種別 浮動
複製先 システムバージョンの複製先
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前システムバージョンは固定にしたので，チェックアウトして設計文書を更新し
ても，前バージョンの情報（設計文書）は保存されています。更新後に，チェック
インしても，前バージョンの設計文書には影響しません。
更新後は，関連ドキュメントの修正漏れをなくすために，リポジトリブラウザの
関連ブラウザ機能を使用して，更新内容がほかに与える影響を調べます。

4.3.3　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する　ドキュメントを承認する

既存システムの流用の場合も，新規開発の場合と同様の作業をします。作業手順
は，「4.2.3　ドキュメントを承認する」を参照してください。

4.3.4　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする　プログラムをコンパイルしてテストする

既存システムの流用の場合も，新規開発の場合と同様の作業をします。作業手順
は，「4.2.5　プログラムをコンパイルしてテストする」を参照してください。

4.3.5　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する　システムを統合してテスト・検査する

既存システムの流用の場合も，新規開発の場合と同様の作業をします。作業手順
は，「4.2.6　システムを統合してテスト・検査する」を参照してください。

4.3.6　開発を終了する　開発を終了する　開発を終了する　開発を終了する

既存システムの流用の場合も，新規開発の場合と同様の作業をします。作業手順
は，「4.2.7　開発を終了する」を参照してください。



4． システムを開発する

75

4.4　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する　システムバージョンを階層化して資源を管理する
システムバージョンを階層化することで，開発システムのバージョン又はリリー
スごとに，ドキュメントの資源を管理できます。
この節では，システムバージョンを階層化して，開発システムのバージョンや，
リリースごとのドキュメント構成，及び開発におけるドキュメントの修正内容を記
録する手順を説明します。

4.4.1　開発の準備をする　開発の準備をする　開発の準備をする　開発の準備をする

システムバージョンを階層化して管理するために，開発システム名とバージョン
を示すシステムバージョンフォルダを作成します。更に，作成したシステムバー
ジョンフォルダの下に，母体構成を示す固定のシステムバージョンフォルダと，開
発項目を示す浮動のシステムバージョンフォルダを作成します。

(1) システムバージョンフォルダの作成システムバージョンフォルダの作成システムバージョンフォルダの作成システムバージョンフォルダの作成

開発システム名及びバージョンを示すシステムバージョンフォルダを作成します。

1. リポジトリブラウザのウィンドウで，システムバージョン管理アイコンを選択
する

2. リポジトリブラウザの［リポジトリ］メニューの［新規作成］から［システム
バージョンフォルダ］を選択する
リストビュー上にシステムバージョンフォルダアイコンが表示され，システム
バージョンフォルダ名が入力できる状態になります。

3. システムバージョンフォルダの名称を入力する
開発システムのシステムバージョン名を入力します。

4.［Enter］キーを押す

5. 開発システムのシステムバージョンフォルダの下に，再度システムバージョン
フォルダを作成する
2.～ 4.を繰り返して，開発バージョンを示すシステムバージョンフォルダを作

成します。

(2) 固定のシステムバージョンの作成固定のシステムバージョンの作成固定のシステムバージョンの作成固定のシステムバージョンの作成

開発バージョンのフォルダの下に，母体構成を示す固定のシステムバージョン
フォルダを作成します。更に，開発母体となるシステムのすべてのドキュメントを，
固定のシステムバージョンに設定します。
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1. 開発バージョンのシステムバージョンフォルダアイコンを選択する
2. リポジトリブラウザの［リポジトリ］メニューの［新規作成］から［固定シス
テムバージョン］を選択する
リストビュー上に固定システムバージョンアイコンが表示され，固定システム
バージョン名が入力できる状態になります。

3.［Enter］キーを押す

4. ドキュメントに固定のシステムバージョンを設定する

(3) 浮動のシステムバージョンの作成浮動のシステムバージョンの作成浮動のシステムバージョンの作成浮動のシステムバージョンの作成

開発バージョンのフォルダの下に，開発項目又は機能を示す浮動のシステムバー
ジョンフォルダを作成します。更に，固定システムバージョンの中から，修正の対
象となるドキュメントに，浮動のシステムバージョンを設定します。

1. 開発バージョンのシステムバージョンフォルダアイコンを選択する
2. リポジトリブラウザの［リポジトリ］メニューの［新規作成］から［浮動シス
テムバージョン］を選択する
リストビュー上に浮動システムバージョンアイコンが表示され，浮動システム
バージョン名が入力できる状態になります。

3.［Enter］キーを押す

4. 修正対象のドキュメントに浮動のシステムバージョンを設定する

4.4.2　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する　開発を開始する

1. ドキュメントを更新する
修正するドキュメントのチェックアウトを行ない，修正又はテスト終了後に
チェックインします。

2. 新規ドキュメントを登録する
新規ドキュメントを登録する場合，「4.4.1 (3)　浮動のシステムバージョンの作

成」で作成したシステムバージョンを指定して登録します。
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3. システムバージョンを固定する
開発項目の修正又はテストが終了したら，「4.4.1 (3)　浮動のシステムバージョ

ンの作成」で作成したシステムバージョンを固定化します。
更に，その時点のドキュメントのバージョン名を記録します。

4. 浮動のシステムバージョンを作成する
開発項目のシステムバージョンを固定化した後，プログラムの不良を検出して
修正をする場合，開発バージョンのシステムバージョンフォルダの下に，修正
記録を示す浮動のシステムバージョンを作成します。
作成するシステムバージョンには，不良内容や修正内容が分かるような名称を
付けます。または，不良内容や修正内容をシステムバージョンのコメントに記
述します。

5. 修正対象のドキュメントにそのシステムバージョンを設定する
6. 不良修正するドキュメントをチェックアウトする
修正又はテスト終了したドキュメントは，再度チェックインします。

7. 修正対象のドキュメントを管理する
不良修正がすべて完了したら，修正対象のドキュメントに設定していたシステ
ムバージョンを固定化し，修正内容が反映されたバージョンを管理します。

4.4.3　システムを統合する　システムを統合する　システムを統合する　システムを統合する

システムバージョンフォルダを集約してリリース用のシステムバージョンを作成



4． システムを開発する

78

します。

(1) システムバージョンの集約システムバージョンの集約システムバージョンの集約システムバージョンの集約

開発のシステムバージョンを示すシステムバージョンフォルダの中のドキュメン
トを集約して，リリース用のシステムバージョンを作成します。
また，修正又はテストが完了していないシステムバージョンを，集約時の対象ド
キュメントから外したい場合は，該当するシステムバージョンを浮動のままにしま
す。システムバージョンを浮動にしておくことで，集約時にそのドキュメントの変
更内容は対象になりません。

「集約」については，リポジトリブラウザのヘルプの「システムバージョンを集約
して複製するには」を参照してください。

(2) プログラムの組み立てプログラムの組み立てプログラムの組み立てプログラムの組み立て

(1)で作成したシステム統合用のシステムバージョンを選択してドキュメントを参

照チェックアウトし，システム統合作業を行います。

(3) その他その他その他その他

階層化されたシステムバージョンは，SI支援ユティリティを使用することで，

フォルダ構造を持ったままプログラムの組み立て環境を作成したり，メインフレー
ムへのファイル転送の準備を容易に作成したりできます。SI支援ユティリティにつ

いては，「6.　SI支援」を参照してください。
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5．リポジトリの資源を複製して配布．リポジトリの資源を複製して配布．リポジトリの資源を複製して配布．リポジトリの資源を複製して配布
するするするする

この章では，リポジトリの資源を複製して配布する方法と運用例につ
いて説明します。
リポジトリの資源を複製して配布するには，エクスポート・インポー
ト機能を使用します。

5.1　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要

5.2　エクスポートの操作　エクスポートの操作　エクスポートの操作　エクスポートの操作

5.3　インポートの操作　インポートの操作　インポートの操作　インポートの操作

5.4　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例
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5.1　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要　エクスポート・インポートの概要
システム開発資源を，複製して配布するときには，エクスポート・インポート機
能を使用します。

(1) エクスポート・インポートとはエクスポート・インポートとはエクスポート・インポートとはエクスポート・インポートとは

リポジトリからシステム開発情報を外部媒体に取り出すことをエクスポートとい
います。エクスポート後に，追加又は更新された資源だけをエクスポートすること
を増分エクスポートといいます。
エクスポートで取り出されたシステム開発情報を，リポジトリに取り込むことを
インポートといいます。
エクスポート機能とインポート機能を使用して，システム開発情報をほかのサー
バに複製します。

(2) エクスポート・インポートの実行場所エクスポート・インポートの実行場所エクスポート・インポートの実行場所エクスポート・インポートの実行場所

エクスポート・インポート機能はサーバで実行します。

(3) エクスポート・インポートの対象エクスポート・インポートの対象エクスポート・インポートの対象エクスポート・インポートの対象

エクスポート・インポートの対象を次に示します。

(a) リポジトリの環境情報リポジトリの環境情報リポジトリの環境情報リポジトリの環境情報

環境構築ユティリティで設定したリポジトリの環境情報を対象にできます。エク
スポート・インポートできる環境構築ユティリティの設定項目を，表 5-1に示しま

す。
なお，複数のサーバでリポジトリを使用する環境では，リポジトリの運用環境を
統一することが必要です。この場合は，環境構築ユティリティで環境を設定する
サーバを決め，環境情報を管理してください。そのほかのサーバは，管理元のサー
バから，エクスポート・インポート機能で配布された環境情報を利用して運用環境
を構築します。環境情報を受け取るサーバでは，配布された運用環境の設定を，変
更したり追加したりしないよう，留意してください。

表 5-1　エクスポート・インポートできる環境情報

環境構築ユティリティの設定項目 エクスポート
・インポート

システム管理者用のパスワード ×
同時ログイン可能ユーザ数最大値の設定 ×
辞書フォルダ 〇※１

データ項目と業務ルールの環境設定 〇※２

辞書ユティリティタイプマッピングの設定 〇
ドキュメントの設
定

ドキュメント，フォルダ，システムバージョンの初期属
性

〇

チェックアウト先コンピュータの IPアドレス ×

ドキュメント種別の設定 〇
ルートドキュメントフォルダ 〇※１

バックアップの設定 ×
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（凡例）〇：対象にできる　×：対象にできない
注※１　エクスポート運用でドキュメント又は辞書の資源をエクスポート対象に指定した場
合に，ルートドキュメントフォルダ又は辞書フォルダの環境情報が対象となります。
注※２　命名ルール情報，及び検査項目情報は対象外となります。

(b) リポジトリの資源リポジトリの資源リポジトリの資源リポジトリの資源

● ドキュメント
ドキュメントは，ルートドキュメントフォルダ単位で対象を指定できます。た
だし，ドキュメントの変更履歴情報は，エクスポート及びインポートができま
せん。最新の情報又は指定したシステムバージョンの情報が，エクスポート及
びインポートの対象になります。

● データ項目
データ項目は，辞書フォルダ単位で対象を指定できます。

● 業務ルール
業務ルールは，辞書フォルダ単位で対象を指定できます。

● 関連情報
エクスポート対象のドキュメントに関連がある場合は，次の関連情報が対象に
なります。
• エクスポート対象のドキュメント間の関連情報
この関連情報を，閉じた関連といいます。

• エクスポート対象のドキュメントと対象外のドキュメント間の関連情報
この関連情報を，開いた関連といいます。詳細については，「(c) 開いた関連

を対象としたエクスポート・インポート」を参照してください。
• ドキュメントとデータ項目の間の関連情報
• ドキュメントと業務ルールの間の関連情報
また，エクスポート対象のデータ項目又は業務ルールに関連がある場合，次の
関連情報が対象になります。
• データ項目と業務ルール間の関連情報

(c) 開いた関連を対象としたエクスポート・インポート開いた関連を対象としたエクスポート・インポート開いた関連を対象としたエクスポート・インポート開いた関連を対象としたエクスポート・インポート

「開いた関連」とは，エクスポート対象としたルートドキュメントフォルダ下のド
キュメントに付けられた関連のうち，対象外のルートドキュメントフォルダ下のド
キュメントとの間に付けられた関連を指します。

● 開いた関連のエクスポート方法の選択
エクスポートでは，開いた関連に対して，次の３通りのエクスポート方法を選
択できます。2.又は 3.の方法では，開いた関連の方向を指定し，エクスポート

する関連を限定できます。
1. すべての開いた関連をエクスポートする
すべての開いた関連をエクスポートします。

2. 関連先となる開いた関連のみエクスポートする
エクスポート対象のルートドキュメントフォルダ下のドキュメントが関連
先となる開いた関連だけをエクスポートします。

3. 関連元となる開いた関連のみエクスポートする
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エクスポート対象のルートドキュメントフォルダ下のドキュメントが関連
元となる開いた関連だけをエクスポートします。

● 開いた関連の関連方向を指定したエクスポート・インポート
ここでは，エクスポート方法に「関連先となる開いた関連のみエクスポートす
る」を選択した場合のエクスポート・インポートについて説明します。
この方法では，エクスポート対象としたルートドキュメントフォルダのドキュ
メントに付けられた開いた関連のうち，そのドキュメントが関連先となる関連
だけをエクスポートできます。
（例１）

資源の統合用のリポジトリと，プログラム開発用のリポジトリを分けてい
る環境でのエクスポート・インポートを例に，説明します。

この例では，開発用リポジトリのルートドキュメントフォルダ「開発ド
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キュメント」下のドキュメント「プログラム定義 A」と「プログラム定義

B」が関連先となっている関連がエクスポートされます。「プログラム定義

A」と「データ定義Ｂ」の間にユーザ関連が付けられていますが，「プログ

ラム定義 A」が関連元のため，エクスポート対象にはなりません。

（例２）
（例１）に示した作業の後，開発用リポジトリ内のルートドキュメントフォ
ルダ「共有ドキュメント」と「開発ドキュメント」下のドキュメント間で
関連が変更された場合について説明します。

この例では，開発用リポジトリのルートドキュメントフォルダ「開発ド
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キュメント」を「関連先となる開いた関連のみエクスポートする」を指定
しエクスポートしています。これを，統合用リポジトリにインポートする
ことによって，次のように関連が反映されます。
・統合用リポジトリの「データ定義Ｂ」と「プログラム定義Ａ」との関連
  が削除される。

・統合用リポジトリの「データ定義Ａ」と「プログラム定義Ａ」との間に
  関連が付けられる。

(4) 必要な権限必要な権限必要な権限必要な権限

エクスポート及びインポートを実行できるのは，システム管理者です。

(5) 実行中の注意事項実行中の注意事項実行中の注意事項実行中の注意事項

エクスポート・インポート機能では，実行中に排他制御を行っていません。この
ため，エクスポート・インポートの実行中に，ほかの処理を並行して実行できます。
しかし，エクスポート・インポートの実行中に次に示すような処理を行う場合は注
意してください。
• エクスポート・インポートの実行中に，対象となっている資源や関連情報を更
新又は削除しないでください。不整合が検出され正常に終了しないことがあり
ます。このような場合は，エクスポート・インポートを再実行しなければなり
ません。

• エクスポートの実行中に，エクスポート元でエクスポート対象となっている資
源を更新しないでください。エクスポートが正常に終了した場合でも，その更
新内容がエクスポートファイルに反映されないことがあります。この更新内容
は，次にエクスポートを実行したときにエクスポートされます。

• インポートの実行中に，インポート先でインポート対象となっている資源を更
新しないでください。インポートが正常に終了した場合でも，資源の内容は，
更新内容にならないときがあります。

(6) 運用の設定運用の設定運用の設定運用の設定

エクスポート・インポートを実行する前に，あらかじめエクスポート・インポー
トの運用を設定しておきます。
エクスポート・インポートの運用の主な設定内容は，次のとおりです。

(a) エクスポート運用の設定内容エクスポート運用の設定内容エクスポート運用の設定内容エクスポート運用の設定内容

• 運用名
• 環境情報をエクスポートするかどうか
• エクスポート対象とする資源
• エクスポート対象とするバージョン
• エクスポートファイルに関する情報
• ログの取得方法

(b) インポート運用の設定内容インポート運用の設定内容インポート運用の設定内容インポート運用の設定内容

• 運用名
• インポート対象とする環境情報
• インポート対象とする資源
• 資源のインポート方法（挿入又は上書き）
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• 新規に追加する資源のアクセス権の設定方法
• ログの取得方法

(7) エクスポート・インポートの実行エクスポート・インポートの実行エクスポート・インポートの実行エクスポート・インポートの実行

エクスポート又はインポートを実行する場合は，エクスポート又はインポートの
運用の設定で登録されている運用名を指定します。

(8) 増分の管理増分の管理増分の管理増分の管理

増分エクスポートを行うと，前回エクスポートを実行した後に，追加又は更新さ
れた開発資源だけをエクスポートできます。どの資源が増分エクスポートの対象に
なるかは，エクスポート運用の設定で登録されているエクスポート運用ごとに管理
されます。

(9) エクスポート・インポートの留意事項エクスポート・インポートの留意事項エクスポート・インポートの留意事項エクスポート・インポートの留意事項

インポートを実行すると，エクスポートされた資源がインポート先に新規に追加，
又はエクスポートされている資源に対応するインポート先の資源が置換されます。
しかし，インポートの実行でインポート先の資源が削除されることはありません。
このため，次のような運用をお勧めします。
• インポート先に不要な資源がある場合，インポートを実行しても不要な資源は
削除されません。インポート先に不要な資源がある状態でインポートを実行す
ると，インポートの実行後は不要な資源とインポートした資源が混在すること
になります。このような場合は，インポートを実行する前にインポート先の不
要な資源を削除し，その後インポートを実行してください。

• エクスポート元のサーバの資源をエクスポート・インポート機能を使用して他
のサーバに複製する運用を継続的に行っている場合，エクスポート・インポー
トを実行してもエクスポート元のサーバで削除された資源に対応するインポー
ト先の資源は削除されません。このような場合は，エクスポート元で削除され
た資源に対応するインポート先の資源を削除してください。

(10)拡張子無しのドキュメント種別のインポート拡張子無しのドキュメント種別のインポート拡張子無しのドキュメント種別のインポート拡張子無しのドキュメント種別のインポート

エクステンション（拡張子）を持たないドキュメント種別をエクスポートしたエ
クスポートファイルをインポートするときは，サーバのバージョンを 02-02以降に

してください。
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5.2　エクスポートの操作　エクスポートの操作　エクスポートの操作　エクスポートの操作
エクスポートの対象にする資源を決めるなど，エクスポートの運用方法を設定し
てから，エクスポートを実行します。

5.2.1　エクスポート運用の設定　エクスポート運用の設定　エクスポート運用の設定　エクスポート運用の設定

エクスポートの運用方法を設定するには，「SEWB+/REPOSITORY」の「エクス

ポート運用の設定」を起動します。

(1) エクスポート運用の一覧エクスポート運用の一覧エクスポート運用の一覧エクスポート運用の一覧

「エクスポートの運用の設定」を起動すると，［エクスポート運用の一覧］ダイア
ログが表示されます。このダイアログには既に設定されているエクスポートの運用
名が表示されます。［エクスポート運用の一覧］ダイアログを図 5-1に示します。

図 5-1　［エクスポート運用の一覧］ダイアログ

［エクスポート運用の一覧］ダイアログでは，エクスポート運用の追加，変更，削
除などを行います。また，エクスポートを実行するときにも，このダイアログを使
用します。エクスポート方法は，エクスポートの実行時に指定します。

(2) エクスポート運用の追加又は設定の変更エクスポート運用の追加又は設定の変更エクスポート運用の追加又は設定の変更エクスポート運用の追加又は設定の変更

［エクスポート運用の一覧］ダイアログで，［追加］又は［設定］ボタンを選択す
るとエクスポート運用を追加や設定するダイアログが表示されます。
［追加］ボタンを選択した場合の［エクスポート運用の追加］ダイアログを図 5-2

に示します。
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図 5-2　[エクスポート運用の追加 ]ダイアログ（「一般」タブ）

エクスポート運用を追加や設定するダイアログには，次に示す項目があります。
• エクスポート一般の設定
• 環境情報の設定
• エクスポート対象とするドキュメントの設定
• エクスポート対象とする辞書の設定
• エクスポート対象とするデータ項目の設定
• エクスポート対象とする業務ルールの設定
• ログ情報に関する設定

5.2.2　エクスポートの実行　エクスポートの実行　エクスポートの実行　エクスポートの実行

エクスポートの実行には，コマンドによってエクスポートを実行する方法と，［エ
クスポート運用の一覧］ダイアログからエクスポートを実行する方法があります。

(1) コマンドによるエクスポートの実行コマンドによるエクスポートの実行コマンドによるエクスポートの実行コマンドによるエクスポートの実行

エクスポートのコマンドについて説明します。
エクスポートのコマンドのファイルは，次の場所に格納されています。
SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名 ¥BIN¥RPexport

SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名は，デフォルトでは次のように設定さ

れています。

● Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

システムドライブ：
¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverが組

み込まれているドライブです。

● Windows NT Server 3.51の場合

システムドライブ：



5． リポジトリの資源を複製して配布する

88

¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているドライブで

す。
エクスポートは，次のコマンドで実行します。

/t：

エクスポート方法を指定します。
省略時は allが仮定されます。

all：全体をエクスポートします。

incremental：

前回のエクスポート以降，追加又は更新された増分の資源の情報だけをエ
クスポートします。
［エクスポート運用の設定］ダイアログの「ドキュメント」タブで，「指定
したシステムバージョンの情報をエクスポートする」を選択している場合
は，incrementalの指定はできません。この場合，ログファイルに警告メッ

セージが出力され処理が中止されます。
/nomsg：

エクスポートを実行するときに，ダイアログを表示しません。このオプ
ションを指定すると，エラーメッセージ，問い合わせ，進ちょく情報のダ
イアログが表示されなくなります。このオプションを指定した場合，運用
設定で指定した次のオプションは無視されます。

• エクスポートファイルの上書き確認
既存のエクスポートファイルがある場合は上書きされます。

• エクスポートファイルの最大サイズ指定
最大サイズの指定がないものとみなされます。

(2)［エクスポート運用の一覧］ダイアログからのエクスポートの実行［エクスポート運用の一覧］ダイアログからのエクスポートの実行［エクスポート運用の一覧］ダイアログからのエクスポートの実行［エクスポート運用の一覧］ダイアログからのエクスポートの実行

［エクスポート運用の一覧］ダイアログで次の項目を指定して［実行］ボタンを選
ぶと，エクスポートが実行されます。
• 実行するエクスポート運用名
• エクスポート方法（全体又は増分）

(3) エクスポートの自動実行エクスポートの自動実行エクスポートの自動実行エクスポートの自動実行

Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの atコマンドなどで，エクス

ポートのコマンド（Rpexport）を特定の時刻に実行するように登録することによっ

て，エクスポートを自動化できます。atコマンドについての詳細は，各 OSのヘル

プを参照してください。
次に，自動実行をする際の注意事項を説明します。

• /nomsgを指定しない場合，エクスポート運用の設定では，オプション「既存の

エクスポートファイルを上書きする」を選択してください。このオプションを
選択していない場合は，同名のエクスポートファイルが存在していたときに，
上書きを確認するダイアログが表示されます。
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• /nomsgを指定しない場合，エラー発生時には，エラーの発生を通知するダイア

ログが表示されます。その場合は，ユーザが［OK］ボタンを選択してダイアロ

グを閉じる必要があります。したがって，atコマンドを使ってエクスポートを

自動実行する場合，/nomsgを指定しないときは必ず atコマンドに /interactive

を指定してください。/interactiveは，実行中のコマンドとユーザの対話を許可

するオプションです。
/nomsgと /interactiveのどちらも指定しないでエクスポートを自動実行し，エ

ラーが発生した場合は，エクスポートの実行を終了させるためにシャットダウ
ンが必要になります。
atコマンド以外のコマンドでエクスポートを自動実行する場合も，/nomsgを指

定しないときは同様の注意が必要です。
• atコマンド以外のコマンドでスケジュールした場合に，エクスポートのコマン

ドがWindows NT Server又はWindows 2000 Serverの「system」アカウント

以外で実行されると，パスワード入力のダイアログが表示され，パスワードの
入力が必要になるため注意してください。なお，atコマンドでスケジュールし

た場合，エクスポートのコマンドは「system」アカウントで実行されるため，

パスワードの入力は不要です。

(4) エクスポート実行時のエラーエクスポート実行時のエラーエクスポート実行時のエラーエクスポート実行時のエラー

エクスポート実行時にエラーが発生した場合は，メッセージログファイルにエ
ラーの内容が出力されます。

(5) エクスポートの中止エクスポートの中止エクスポートの中止エクスポートの中止

エクスポートの実行時に表示される進ちょく情報ダイアログの [中止 ]ボタンを押

すと，中止確認のダイアログが表示されます。そこで [OK]を選ぶとエクスポートが

中止されます。
エクスポートを中止した場合，作成途中のエクスポートファイルは削除されます。
ただし，ファイルサイズを指定してエクスポートファイルの分割作成をする指定を
していた場合，作成済みのエクスポートファイルは削除されません。

(6) エクスポートの終了コードエクスポートの終了コードエクスポートの終了コードエクスポートの終了コード

エクスポートが終了すると，次に示す終了コードを返します。

0：正常終了

1：異常終了（処理を中止した）

2：引数不正

4：処理は終了したが，途中で続行可能なエラーが発生

（メッセージログ出力ファイルに詳細なメッセージを出力した）

5：エクスポートする情報がないので，エクスポートしないで終了

6：ユーザ応答による中止

強制終了の場合の終了コードは不定です。
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5.3　インポートの操作　インポートの操作　インポートの操作　インポートの操作
インポートの対象にする資源を決めるなど，インポートの運用方法を設定してか
ら，インポートを実行します。

5.3.1　インポート運用の設定　インポート運用の設定　インポート運用の設定　インポート運用の設定

インポートの運用方法を設定するには，「SEWB+/REPOSITORY」の「インポー

ト運用の設定」を起動します。

(1) インポート運用の一覧インポート運用の一覧インポート運用の一覧インポート運用の一覧

「インポートの運用の設定」を起動すると，［インポート運用の一覧］ダイアログ
が表示されます。このダイアログには既に設定されているインポートの運用名が表
示されます。［インポート運用の一覧］ダイアログを図 5-3に示します。

図 5-3　［インポート運用の一覧］ダイアログ

［インポート運用の一覧］ダイアログでは，インポート運用の追加，変更，削除な
どを行います。また，インポートを実行するときにも，このダイアログを使用しま
す。

(2) インポート運用の追加又は設定の変更インポート運用の追加又は設定の変更インポート運用の追加又は設定の変更インポート運用の追加又は設定の変更

［インポート運用の一覧］ダイアログで，［追加］又は［設定］ボタンを選択する
とインポート運用を追加や設定するダイアログが表示されます。
［追加］ボタンを選択した場合の［インポート運用の追加］ダイアログを図 5-4に

示します。
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図 5-4　［インポート運用の追加］ダイアログ（「一般」タブ）

インポート運用を追加や設定するダイアログには，次に示す項目があります。
• インポート一般の設定
• インポート対象とする環境情報の設定
• インポート対象とするドキュメントの設定
• インポート対象とする辞書の設定
• インポート対象とするデータ項目の設定
• インポート対象とする業務ルールの設定
• ログ情報に関する設定

5.3.2　インポートの実行　インポートの実行　インポートの実行　インポートの実行

インポートの実行には，コマンドによってインポートを実行する方法と，［イン
ポート運用の一覧］ダイアログからインポートを実行する方法があります。

(1) コマンドによるインポートの実行コマンドによるインポートの実行コマンドによるインポートの実行コマンドによるインポートの実行

インポートのコマンドについて説明します。
インポートのコマンドのファイルは，次の場所に格納されています。
SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名 ¥BIN¥RPimport

SEWB+/REPOSITORYの組込み先のパス名は，デフォルトでは次のように設定さ

れています。

● Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverが組

み込まれているドライブです。

● Windows NT Server 3.51の場合



5． リポジトリの資源を複製して配布する

92

システムドライブ :¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているドライブで

す。
インポートは，次のコマンドで実行します。

/nomsg：

インポートを実行するときに，ダイアログを表示しません。このオプショ
ンを指定すると，エラーメッセージ，問い合わせ，進ちょく情報のダイア
ログが表示されなくなります。このオプションを指定した場合，複数ファ
イルにまたがって作成されたエクスポートファイルをインポートすること
はできません。

/rootdir ルートドキュメントフォルダ作成先フォルダパス：

/nomsgを指定し，かつインポートする資源の中にインポート先にないルー

トドキュメントフォルダがある場合，又はインポート運用の設定でイン
ポート先にないルートドキュメントフォルダにインポートするように指定
されている場合に，ルートドキュメントフォルダの作成先となるサーバ PC

のローカルフォルダのパスをフルパスで指定します。パス文字列中に空白
がある場合は，ダブルクォーテーション（"）で囲んでください。

(2)［インポート運用の一覧］ダイアログからのインポートの実行［インポート運用の一覧］ダイアログからのインポートの実行［インポート運用の一覧］ダイアログからのインポートの実行［インポート運用の一覧］ダイアログからのインポートの実行

［インポート運用の一覧］ダイアログで，実行するインポート運用を指定して［実
行］ボタンを選ぶとインポートが実行されます。

(3) インポートの自動実行インポートの自動実行インポートの自動実行インポートの自動実行

Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの atコマンドなどで，インポー

トのコマンド（Rpimport）を特定の時刻に実行するように登録することによって，

インポートを自動化できます。atコマンドについての詳細は，各 OSのヘルプを参

照してください。
次に，自動実行をする際の注意事項を説明します。

• /nomsgを指定しない場合，エラー発生時には，エラーの発生を通知するダイア

ログが表示されます。その場合は，ユーザが［OK］ボタンを選択してダイアロ

グを閉じる必要があります。したがって，atコマンドを使ってインポートを自

動実行する場合，/nomsgを指定しないときは必ず atコマンドに /interactiveを

指定してください。/interactiveは，実行中のコマンドとユーザの対話を許可す

るオプションです。
/nomsgと /interactiveのどちらも指定しないでインポートを自動実行し，エ

ラーが発生した場合は，インポートの実行を終了させるためにシャットダウン
が必要になります。
atコマンド以外のコマンドでインポートを自動実行する場合も，/nomsgを指定

しないときは同様の注意が必要です。
• atコマンド以外のコマンドでスケジュールした場合に，インポートのコマンド

がWindows NT Server又はWindows 2000 Serverの「system」アカウント以
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外で実行されると，パスワード入力のダイアログが表示され，パスワードの入
力が必要になるため注意してください。なお，atコマンドでスケジュールした

場合は，インポートのコマンドは「system」アカウントで実行されるため，パ

スワードの入力は不要です。

(4) インポート実行時のエラーインポート実行時のエラーインポート実行時のエラーインポート実行時のエラー

インポート実行時にエラーが発生した場合は，メッセージログファイルにエラー
の内容が出力されます。

(5) インポートの中止インポートの中止インポートの中止インポートの中止

インポートの実行時に表示される進ちょく情報ダイアログの [中止 ]ボタンを押す

と，中止確認のダイアログが表示されます。そこで [OK]を選ぶとインポートが中止

されます。
インポートを中止した場合，中止する前までの資源はインポート先に登録されて
いるので，エクスポート元のリポジトリとインポート先のリポジトリで矛盾が生じ
てしまいます。インポート先のリポジトリを回復するためには，中止したインポー
トを再実行してインポートを完了させる必要があります。

(6) インポートの終了コードインポートの終了コードインポートの終了コードインポートの終了コード

インポートが終了すると，次に示す終了コードを返します。

0：正常終了

1：異常終了（処理を中止した）

2：引数不正

4：処理は終了したが，途中で続行可能なエラーが発生

（メッセージログ出力ファイルに詳細なメッセージを出力した）

5：インポートする情報がないので，インポートしないで終了

6：ユーザ応答による中止

強制終了の場合の終了コードは不定です。
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5.4　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例　エクスポート・インポートの運用例
この節では，エクスポート・インポートの運用例を示します。

5.4.1　運用例の概要と前提条件　運用例の概要と前提条件　運用例の概要と前提条件　運用例の概要と前提条件

(1) 運用例の概要運用例の概要運用例の概要運用例の概要

プログラム開発部署が，開発の基盤となる資源（仕様書やプログラム）を参照し
てプログラムを開発する形態を例にして説明します。開発資源の管理及び受け渡し
を円滑にするため，SEWB+/REPOSITORYのエクスポート・インポート機能を使用

します。
エクスポート・インポート機能を使用した資源の配布の概要を図 5-5に，資源の増

分配布の概要を図 5-6に示します。
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図 5-5　資源の配布の概要
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図 5-6　資源の増分配布の概要

エクスポート・インポートの手順の概略は次のとおりです。

資源の提供側の手順
• エクスポート運用の設定をする
• エクスポートを実行する
• エクスポートファイルを配布先（ほかのリポジトリを管理するサーバ）に
転送する

資源の受け取り側の手順
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• インポート運用を設定する
• インポートを実行する

(2) 前提条件前提条件前提条件前提条件

運用例の前提条件について説明します。

(a) 配布する資源配布する資源配布する資源配布する資源

• 説明資料（仕様書のドキュメントフォルダ）
• プログラム情報（ソース，実行ファイル，DLL(Dynamic Link Library)，及び

ライブラリのドキュメントフォルダ）
配布する資料は，「System V1」という名称のルートドキュメントフォルダに格納

されています。受け取り側は，配布された資料を参照だけします。

(b) 資源の提供側での設定資源の提供側での設定資源の提供側での設定資源の提供側での設定

• エクスポート運用の名称は，「System V1.0 Release」とします。

• エクスポートファイル名は，「System V1.exp」とします。

• エクスポートファイルは，MO(Magneto Optical)ディスクで配布します。ファ

イルサイズには，230MBを設定します。

(c) 資源の受け取り側での設定資源の受け取り側での設定資源の受け取り側での設定資源の受け取り側での設定

• 運用名称は，「System V1.0 Release」とします。

• インポートするエクスポートファイル名は，「System V1.exp」とします。

• インポート先の構成は，エクスポート元と同じにします。
• インポート先のアクセス権は，インポート実行者には「フルコントロール」，イ
ンポート実行者のグループには「読み取り」とします。

5.4.2　資源を配布する　資源を配布する　資源を配布する　資源を配布する

ここでは，資源を配布する場合の手順を，「5.4.1(2) 前提条件」に示した環境の例

に基づいて説明します。

(1) 資源の提供側の手順資源の提供側の手順資源の提供側の手順資源の提供側の手順

資源の提供側は，エクスポート運用を設定して，エクスポートを実行します。
1. 配布する資源を SEWB+/REPOSITORYで一つのフォルダにまとめる

2.「SEWB+/REPOSITORY」の「エクスポートの運用の設定」を起動する

［エクスポート運用の一覧］ダイアログが表示されます。
3.［追加］ボタンを選ぶ
［エクスポート運用の追加］ダイアログが表示されます。

4.「一般」タブに次の設定をする

項目 設定内容

運用名 「System　V1.0　Release」と指定する

コメント 任意に指定する
エクスポートできない資源があっても続行す
る

選択する

エクスポートファイル 「System　V1.exp」と指定する
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5.「ドキュメント」タブに次の設定をする

6.［エクスポート運用の追加］ダイアログの［OK］ボタンを選ぶ

7. エクスポート運用が設定されます。
［エクスポート運用の一覧］ダイアログで，次の設定をする

8.［実行］ボタンを選ぶ
エクスポートファイル「System V1.exp」が作成されます。

9. エクスポートファイルを配布先（ほかのリポジトリ）へ転送する
運用の設定で指定したエクスポートファイルを転送して配布先のディスクに格
納します。

(2) 資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順

資源の受け取り側は，インポート運用を設定して，インポートを実行します。
1.「SEWB+/REPOSITORY」の「インポート運用の設定」を起動する

［インポート運用の一覧］ダイアログが表示されます。
2.［追加］ボタンを選ぶ
［インポート運用の追加］ダイアログが表示されます。

3.「一般」タブに次の設定をする

4.「ドキュメント」タブに次の設定をする

エクスポートファイルの最大サイズ 「230」と指定する

既存のエクスポートファイルを上書きする 選択しない

項目 設定内容

ドキュメントをエクスポートしない 選択しない
ドキュメントをエクスポートする 選択する
最新の情報をエクスポートする 選択する
エクスポートするルートドキュメントフォル
ダ

表示されたフォルダを選択する

指定したシステムバージョンの情報をエクス
ポートする

選択しない（この例では該当しない）

ドキュメント間の開いた関連をエクスポート
する

［関連先となる開いた関連のみエクスポート
する］を選択する

ドキュメントとデータ項目間の関連をエクス
ポートする

選択しない（この例では該当しない）

ドキュメントと業務ルール間の関連をエクス
ポートする

選択しない（この例では該当しない）

項目 設定内容

エクスポート運用名 「System　V1.0　Release」を選択する

エクスポート方法 「全体」を選択する

項目 設定内容

運用名 「System　V1.0　Release」と指定する

コメント 任意に指定する
インポートできない資源があっても続行する 選択する
エクスポートファイル 「System　V1.exp」と指定する

項目 設定内容
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5.［インポート運用の追加］ダイアログの［OK］ボタンを選ぶ

インポート運用が設定されます。
6.「インポート運用の一覧」ダイアログで，次の設定をする

7.［実行］ボタンを選ぶ
配布された資源がリポジトリに格納されます。

5.4.3　資源の増分を配布する　資源の増分を配布する　資源の増分を配布する　資源の増分を配布する

配布した資源に変更があった場合は，変更分だけの増分を配布できます。ここで
は，資源の増分を配布する場合の手順を，「5.4.1(2) 前提条件」に示した環境の例に

基づいて説明します。

(1) 資源の提供側の手順資源の提供側の手順資源の提供側の手順資源の提供側の手順

1.「SEWB+/REPOSITORY」の「エクスポートの運用の設定」を起動する

［エクスポート運用の一覧］ダイアログが表示されます。
2.［エクスポート運用の一覧］ダイアログで，次の設定をする。

3.［実行］ボタンを選ぶ

項目 設定内容

ドキュメントをインポートしない 選択しない
ドキュメントをインポートする 選択する
上書き／挿入 ［上書き］を選択する
ドキュメントのインポート先 ［すべてエクスポート元と同じルートドキュ

メントフォルダにインポートする］を選択す
る

ドキュメント間の開いた関連をインポートす
る

選択する

ドキュメントとデータ項目間の関連をイン
ポートする

選択しない（この例では該当しない）

ドキュメントと業務ルール間の関連をイン
ポートする

選択しない（この例では該当しない）

新規に追加した資源に設定するアクセス権 ［指定したアクセス権を設定する］を選択する
所有者 指定しない

デフォルトの［インポート実行者］が仮定さ
れる

グループ 指定しない
デフォルトの［インポート実行者］が仮定さ
れる

所有者のアクセス権 フルコントロールを選択する
グループのアクセス権 読み取りを選択する
全ユーザのアクセス権 読み取りを選択する

項目 設定内容

インポート運用名 「System　V1.0　Release」と指定する

項目 設定内容

エクスポート運用名 「System　V1.0　Release」を選択する。

エクスポート方法 「増分」を選択する。
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前回のエクスポート以降に変更された情報が，エクスポートファイル「System 

V1.exp」に作成されます。

4. エクスポートファイルを配布先（ほかのリポジトリ）へ転送する
運用の設定で指定したエクスポートファイル「System V1.exp」を転送して配布

先のディスクに格納します。

(2) 資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順資源の受け取り側の手順

1.「SEWB+/REPOSITORY」の「インポートの運用の設定」を起動する

［インポート運用の一覧］ダイアログが表示されます。
2.「インポート運用の一覧」ダイアログで，次の設定をする

3.［実行］ボタンを選ぶ
配布された資源がリポジトリに格納されます。

項目 設定内容

インポート運用名 「System　V1.0　Release」と指定する。
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6．．．．SI支援支援支援支援
SI (System Integration) 支援（SI支援ユティリティ）は，システム

バージョンの機能を利用して，サーバ上で異なるシステムバージョンに
関連付けられたドキュメントのファイル内容を比較・抽出することで，
プログラムの統合環境などを容易に作成できます。
この章では，SI支援ユティリティを利用するときの実行条件，及び SI

支援ユティリティの運用例について説明します。

6.1　　　　SI支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件

6.2　　　　SI支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例
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6.1　　　　SI支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件支援ユティリティの概要と実行条件
この節では，SI支援ユティリティの概要と，SI支援ユティリティ機能を利用する

ときの実行条件について説明します。

6.1.1　　　　SI支援ユティリティとは支援ユティリティとは支援ユティリティとは支援ユティリティとは

SI支援ユティリティは，システムバージョンの機能を利用して，サーバ上でシス

テムバージョンに関連付けられたドキュメントのファイル内容をローカルフォルダ
に抽出して，プログラムの統合環境を作成したり，メインフレームへの転送対象ド
キュメントを作成したりします。
また，選択したシステムバージョンに関連付けられているドキュメントのファイ
ル内容や，異なるシステムバージョン間に関連付けられていたドキュメントのうち，
差分のあるドキュメントのファイル内容を比較・抽出します。

6.1.2　　　　SI支援ユティリティ機能の実行条件支援ユティリティ機能の実行条件支援ユティリティ機能の実行条件支援ユティリティ機能の実行条件

SI支援ユティリティ機能を利用するための実行条件を次に示します。

• 実行場所
SI支援ユティリティは，サーバで実行します。クライアントでは，実行できま

せん。
• 対象となる資源
システムバージョンの設定されているドキュメントだけを対象としています。
システムバージョン単位に対象，非対象を指摘できます。したがって，システ
ムバージョンが設定されていない場合，SI支援ユティリティ機能は使用できま

せん。
• 権限

SI支援ユティリティを実行できるのは，システム管理者だけです。

• アクセス権
SI支援ユティリティは，システム管理者が実行するため，資源に設定されてい

るアクセス権に関係なく実行できます。
• 排他処理

SI支援ユティリティは，排他処理を行っていません。そのため，SI支援ユティ

リティの実行中に，他の処理を並行して実行できます。
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6.2　　　　SI支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例支援ユティリティの運用例
SI支援ユティリティを使用した運用例について説明します。次の三つの運用例に

ついて説明します。
• メインフレームへの転送の準備
• プログラムの統合環境の作成
• システムバージョン間の差分抽出
これらの運用例では，次に示すシステムバージョンの構築例を前提に説明します。
また，開発ソース間の履歴管理が行えるように COBOLソースドキュメントにシス

テムバージョンを設定しておきます。

6.2.1　メインフレームへの転送の準備をする　メインフレームへの転送の準備をする　メインフレームへの転送の準備をする　メインフレームへの転送の準備をする

SI支援ユティリティを使用すると，設定されたシステムバージョンを利用して，

メインフレームへのファイル転送の準備が容易に行えます。
次に，操作手順を示します。

1. 抽出対象として，「関連付けられている全てのドキュメントのファイル内容を抽
出」を選択する

2. システムバージョン一覧から，システムバージョンフォルダ又はシステムバー
ジョンを選択する

3. 抽出先情報の抽出先フォルダ名称を指定する
4. SI支援ユティリティを実行する

SI支援ユティリティの操作方法については，ヘルプの「SI支援ユティリティ」

を参照してください。
例えば，システムバージョン「機能 1サポート」を選択し，抽出を実行すると，

システムバージョンに関連付けられていたドキュメントのファイル内容が，指定し
たフォルダの直下に抽出されます。

●指定例
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●抽出結果
関連付けられているドキュメントのファイル内容が指定したフォルダの直下に
抽出されます。
抽出先のフォルダ構成：C:¥temp

6.2.2　フォルダの構造を復元し，プログラムの統合環境を作成する　フォルダの構造を復元し，プログラムの統合環境を作成する　フォルダの構造を復元し，プログラムの統合環境を作成する　フォルダの構造を復元し，プログラムの統合環境を作成する

SI支援ユティリティを使用すると，設定されたシステムバージョンを利用してプ

ログラムの統合環境が容易に作成できます。
次に，操作手順を示します。

1. 抽出対象として，「関連付けられている全てのドキュメントのファイル内容を抽
出」を選択する

2. システムバージョン一覧から，システムバージョンフォルダ又はシステムバー
ジョンを選択する

3. 抽出情報の抽出先フォルダ名称を指定する
4. 抽出情報の「ドキュメントのフォルダ構造も抽出する」を指定する
5. SI支援ユティリティを実行する

SI支援ユティリティの操作方法については，ヘルプの「SI支援ユティリティ」

を参照してください。
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例えば，システムバージョン「機能 1サポート」を選択し，抽出を実行すると，

関連付けられているドキュメントのファイル内容とフォルダの構造が復元され，指
定したフォルダの直下にファイルが抽出されます。

●指定例

●抽出結果
抽出先のフォルダの直下にフォルダの構成（相対パス）を復元して，「開発
¥COBOLソース」及び「開発 ¥COBOL部品」のフォルダに，ファイルの内容

がそれぞれ抽出されます。
抽出先のフォルダ構成：C:¥temp¥開発 ¥COBOLソース

抽出先のフォルダ構成：C:¥temp¥開発 ¥COBOL部品
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(1) システムバージョン間の差分を抽出するシステムバージョン間の差分を抽出するシステムバージョン間の差分を抽出するシステムバージョン間の差分を抽出する

異なるシステムバージョンに関連付けられたドキュメントの差分を抽出すること
ができます。また，差分を抽出することによって，メインフレームへの転送対象
ファイルを絞り込むことができます。
次に，操作手順を示します。

1. 抽出対象として，「システムバージョン間の差分ドキュメントのファイル内容を
抽出」を選択する

2. システムバージョン一覧から，［比較元］ボタン及び［比較先］ボタンを選択し
て，システムバージョンフォルダ又はシステムバージョンを選択する

3.［差分抽出条件］ボタンを実行して，差分抽出条件を設定する
4. 抽出情報の抽出先フォルダを設定する
5. SI支援ユティリティを実行する

SI支援ユティリティの操作方法については，ヘルプの「SI支援ユティリティ」

を参照してください。
例えば，「Ver 1.0」を比較元，「Ver 2.0」を比較先に指定して抽出した場合，それ

ぞれのシステムバージョンに関連付けられているドキュメントを比較条件に従って
比較し，追加又は変更されたドキュメントのファイルだけを抽出します。

●指定例

●抽出結果
システムバージョンフォルダの下位の固定システムバージョンに関連付けられ
ているドキュメントのバージョンを比較して，ファイルを抽出します。ただし，
同じドキュメントが複数存在する場合は，最新のファイルを比較対象とします。
抽出先のフォルダ構成：C:¥temp
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7．資源のバックアップとリストア．資源のバックアップとリストア．資源のバックアップとリストア．資源のバックアップとリストア
リポジトリの資源は，Windows NT Server又はWindows 2000 Server

のバックアップ機能を使用してテープに保存することができます。不慮
の障害による資源の破壊に備えて定期的にバックアップすることをお勧
めします。
この章では，リポジトリの資源のバックアップ (退避 )をする方法とリ

ストア (回復 )をする方法について説明します。

7.1　資源のバックアップ　資源のバックアップ　資源のバックアップ　資源のバックアップ

7.2　資源のリストア　資源のリストア　資源のリストア　資源のリストア
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7.1　資源のバックアップ　資源のバックアップ　資源のバックアップ　資源のバックアップ
資源のバックアップは，システム管理者（Administrators権限）で行います。

資源は複数のファイルで管理されています。これらのファイルはお互いに関連を
持っているため，すべてのファイルのバックアップ（退避）を同時にしなければな
りません。SEWB+/REPOSITORYの環境構築ユティリティは，資源を一括してバッ

クアップするためのバックアップコマンドファイルを生成する機能を持っています。
この節では，バックアップコマンドファイルの作成，及びバックアップの実行方法
を説明します。

7.1.1　バックアップコマンドファイルの作成　バックアップコマンドファイルの作成　バックアップコマンドファイルの作成　バックアップコマンドファイルの作成

バックアップコマンドファイルを作成する手順を説明します。
1.「SEWB+/REPOSITORY」の「環境構築ユティリティ」を起動する

［環境構築ユティリティ］ダイアログが表示されます。
2. 環境構築項目一覧から「バックアップ」選択して［設定］ボタンを選ぶ
［バックアップコマンドの生成］ダイアログが表示されます。

3.［バックアップコマンドの生成］ダイアログの各項目を設定する
• 「一般」タブについて
バックアップディレクトリのリストには，バックアップするディレクトリ
の一覧が表示されます。

ドキュメントファイルディレクトリ：
バージョン管理されたドキュメントのマスタディレクトリ

ルートドキュメントフォルダ：
ネットワーク参照ができるドキュメントフォルダ用ディレクトリ

リポジトリ管理：
SEWB+/REPOSITORYの管理情報ディレクトリ
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データベース：リポジトリデータベースディレクトリ
データベース管理：データベース管理ディレクトリ
表示されたディレクトリ以外にバックアップするディレクトリがある場合は，
［追加］ボタンを選択してディレクトリを追加します。追加したディレクトリの
種別は「その他」になります。
ディレクトリの追加を取り消したい場合は，ディレクトリを選択して［削除］
ボタンを選択します。

 

注意事項
データベースを，リポジトリのほかに別のサービスプログラムで使用している
場合は，リポジトリ以外の資源も同時にバックアップする必要があります。
バックアップディレクトリのリストには，「データベース」及び「データベース
管理」として，リポジトリ以外のディレクトリも初期表示されます。しかし，
サービスプログラムによっては，データベース以外に管理ファイルを持ってい
る場合があります。このため，サービスプログラムの仕様を確認して，バック
アップする必要のあるディレクトリを追加してください。

 
• 「オプション」タブについて
「バックアップ前にサーバを自動停止する」，「バックアップ後にサーバを自動起
動する」を指定しておくことをお勧めします。指定すると，バックアップの前
後に，SEWB+/REPOSITORY及びデータベースを自動的に停止したり起動した

りできます。
1.［生成］ボタンを選ぶ
バックアップコマンドファイルが作成されます。

2.［閉じる］ボタンを選ぶ
［バックアップコマンドの生成］ダイアログが閉じます。

■Windows 2000 Serverでの注意事項

作成されたバックアップコマンドは，バックアップ先として ntbackupコマンド

に次のオプションを指定しています。
      /p "4mm DDS"

この指定は，空きメディアプールの 4mm DDSにある新しいメディアをバック

アップ先に使用します。バックアップ先に 4mm DDS以外のメディアを使用す

る場合は，“4mm DDS”を適切なメディア種別に変更してください。

また，この指定では，バックアップを行なう前に，空きメディアプールの 4mm 

DDSにメディアが必要となります。

使用できる最初のメディアを検索し，そのメディアをフォーマットしてバック
アップ先に使用する場合，ntbackupコマンドに /umオプションを追加してくだ

さい。
      /p "4mm DDS" /um

ただし，/umオプションはスタンドアロンのテープデバイスがある場合にだけ

指定してください。
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7.1.2　バックアップの実行　バックアップの実行　バックアップの実行　バックアップの実行

バックアップを実行するには，作成したバックアップコマンドファイルを実行し
ます。次のどちらかの方法を選びます。
• コマンドプロンプトウィンドウでファイル名を入力して実行する
• エクスプローラ又はファイルマネージャでファイル名をダブルクリックして実
行する
バックアップは，SEWB+/REPOSITORY及びデータベースが実行されていない状

態で実行してください。SEWB+/REPOSITORYやデータベースが実行されている状

態でバックアップを行うと，使用中のファイルがバックアップされなかったり，資
源間に矛盾が発生したりします。

■Windows 2000 Serverでの注意事項

バックアップの実行結果は，「バックアップ」のバックアップ レポートで確認で

きます。バックアップコマンドファイルのジョブ名は，“SEWB+/

REPOSITORY”です。

バックアップ レポートは，バックアップを実行したユーザに対して報告されま

す。atコマンドでバックアップをスケジュールした場合，バックアップを実行

するアカウントが systemとなるためバックアップ レポートが参照できません。

バックアップ レポートを参照するには，タスクスケジューラを使用して実行す

るアカウント名に system以外のアカウントを指定してバックアップをスケ

ジュールしてください。
バックアップを実行するユーザは，Administratorsグループ又は Backup 

Operatorsグループに所属している必要があります。

また，バックアップコマンドファイルの中でサーバの停止・起動をする場合，
バックアップを実行するユーザは Administratorsグループ又は Power Usersグ

ループに所属している必要があります。
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7.2　資源のリストア　資源のリストア　資源のリストア　資源のリストア
資源のリストアは，システム管理者（Administrators権限）で行います。

バックアップした資源のリストア（回復）をするには，Windows NT Server又は

Windows 2000 Serverのバックアップ機能を使用します。リストアをする場合は，

次のことに注意してください。
• SEWB+/REPOSITORY及びデータベースが実行されていないことを確認する。

• リポジトリ内の資源間に矛盾が発生しないように，バックアップしたすべての
ファイルを同時に回復する。

• ファイルアクセス権を復元するオプションを選択する。
• Windows NT Server又はWindows 2000 Serverのバックアップ機能でファイル

を復元した後，SEWB+/REPOSITORYの「環境回復ユティリティ」で，「環境

構築ユティリティ」で設定されていた環境情報を回復する。
資源のリストアを実行する手順を，Windows NT Serverの例で説明します。

1. バックアップをしたテープをテープドライブに挿入する
2.「管理ツール」の「バックアップ」を起動する
バックアップウィンドウが表示されます。
［テープ］ウィンドウが開かれていない場合は，「テープ」アイコンを開きます。

3. バックアップウィンドウの［操作］メニューから［カタログ］を選ぶ
バックアップの内容が表示されます。

4.［テープ］ウィンドウのテープアイコンのチェックボックスをチェックする
テープウィンドウで右のフォルダアイコンのチェックボックスにもすべて×印
が付いたことを確認してください。すべてのファイルを同時に回復しないと，
リポジトリ内の資源間に矛盾が発生するので注意してください。

5. バックアップウィンドウの［操作］メニューから［復元］を選ぶ
［復元情報］ダイアログが表示されます。
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6.「ファイル アクセス権の復元」チェックボックスをチェックする

7. スクロールをして，すべてのバックアップセットに対して，6.と同様に設定す

る
8.［復元情報］ダイアログの［OK］ボタンを選ぶ

リストアが実行されます。
リストアが終了したら，［OK］ボタンを選んで［復元情報］ダイアログを閉じ

ます。
9. バックアップウィンドウの［操作］メニューから［テープの取り出し］メ
ニューを選択して，テープドライブからテープを取り出す

10.バックアップウィンドウの［操作］メニューから［バックアップの終了］メ
ニューを選ぶ
バックアップウィンドウが閉じます。

11.「SEWB+/REPOSITORY」の「環境回復ユティリティ」を起動する

復元されたファイルから，環境構築ユティリティで設定されていた環境情報が
回復されます。

■Windows 2000 Serverでの注意事項

• Windows 2000 Serverでは，「アクセサリ」の「システムツール」から

「バックアップ」を起動します。
• 資源のリストアでファイルのアクセス権を復元するには，「詳細な復元オプ
ション」で「セキュリティを復元する」をチェックします。
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「詳細な復元オプション」を表示するには，「復元の確認」で［詳細設定］
ボタンを選択します。
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8．．．．SEWB+/REPOSITORY へのログへのログへのログへのログ
インの管理インの管理インの管理インの管理

この章では，「SEWB+セッション管理」の機能を利用して，SEWB+/

REPOSITORYへのログインを管理する方法について説明します。

8.1　　　　SEWB+ セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理
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8.1　　　　SEWB+ セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理セッション管理を利用したログインの管理
リポジトリの運用では，サーバを停止するため SEWB+/REPOSITORYにログイ

ンしているユーザがないか確認したい場合や，一時的にリポジトリの利用を禁止し
たい場合などがあります。SEWB+セッション管理を利用すると，システム管理者が

サーバ上で一括して SEWB+/REPOSITORYへのログインを管理できます。

8.1.1　　　　SEWB+ セッション管理の利用セッション管理の利用セッション管理の利用セッション管理の利用

SEWB+セッション管理は，次に示す機能を備えています。

• ユーザのログイン・ログアウト状態を一覧表示する
• ユーザを強制的にログアウトする
• ログインを禁止する，ログインの禁止を解除する

(1) 利用条件利用条件利用条件利用条件

サーバで，システム管理者だけが利用できます。

(2) SEWB+ セッション管理が対象とするユーザセッション管理が対象とするユーザセッション管理が対象とするユーザセッション管理が対象とするユーザ

SEWB+/REPOSITORYに登録されているすべてのユーザ（ユーザ登録ファイルに

登録されたユーザ）が管理対象になります。

(3) サービスとの関係サービスとの関係サービスとの関係サービスとの関係

SEWB+セッション管理は，SEWB+/REPOSITORY及びデータベース (Object 

Server)のサービスの状態に関係なく利用できます。

8.1.2　ログイン・ログアウト状態の確認　ログイン・ログアウト状態の確認　ログイン・ログアウト状態の確認　ログイン・ログアウト状態の確認

(1) ユーザのログイン・ログアウト状態を確認するユーザのログイン・ログアウト状態を確認するユーザのログイン・ログアウト状態を確認するユーザのログイン・ログアウト状態を確認する

SEWB+/REPOSITORYの「セッション管理」を起動すると，［SEWB+セッショ

ン管理］ダイアログが表示されます。このダイアログで，管理対象のユーザのログ
イン・ログアウト状態を確認できます。
表示例を図 8-1に示します。
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図 8-1　［SEWB+セッション管理］ダイアログ

次に，各項目の表示内容を説明します。
• ユーザ名
管理対象となるユーザのユーザ名が表示されます。

• 状態
ユーザが「ログイン」状態にあるか「ログアウト」状態にあるかが表示されま
す。リポジトリブラウザから SEWB+/REPOSITORYへ接続された状態，及び

サーバの管理者用の機能（環境構築ユティリティなど）から SEWB+/

REPOSITORYへ接続された状態が「ログイン」として表示されます。なお，

SEWB+セッション管理を使用している状態は，ログインとはみなされません。

• クライアント
ログイン状態のクライアントのホスト名が表示されます。ホスト名が取得され
なかった場合は IPアドレスが表示されます。

• ログイン時刻
ユーザがログインした時刻が表示されます。

• ログイン
ログインを許可しているユーザは「許可」，ログインを禁止したユーザは「禁
止」が表示されます。

(2) 表示情報を自動的に更新する表示情報を自動的に更新する表示情報を自動的に更新する表示情報を自動的に更新する

「状態」「クライアント」「ログイン時刻」の表示情報を，指定した間隔（秒単位）
で自動的に更新できます。間隔の変更や自動再表示をしない場合は，［SEWB+セッ

ション管理］ダイアログの［オプション］ボタンを選び，［オプション］ダイアログ
で指定を変更してください。

8.1.3　ユーザを強制的にログアウトする　ユーザを強制的にログアウトする　ユーザを強制的にログアウトする　ユーザを強制的にログアウトする

ログイン状態のユーザを強制的にログアウトするには，[SEWB+セッション管理 ]
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ダイアログの登録ユーザの一覧から目的のユーザを選択し，[強制ログアウト ]ボタ

ンを選びます。
ユーザを強制的にログアウトすると，サーバのイベントビューアには，強制的に
ログアウトしたことを示すメッセージが出力されます。また，強制的にログアウト
されたユーザの PCには，サーバプログラムが終了したことを示すダイアログが表示

されます。

8.1.4　　　　SEWB+/REPOSITORY へのログインを禁止するへのログインを禁止するへのログインを禁止するへのログインを禁止する

ログインの禁止，及び禁止を解除する方法を説明します。

(1) ログインを禁止するログインを禁止するログインを禁止するログインを禁止する

ログインを禁止するには，［SEWB+セッション管理］ダイアログの登録ユーザの

一覧から目的のユーザを選択し，［ログインの禁止］ボタンを選びます。
ログインを禁止されたユーザが，SEWB+/REPOSITORYへのログイン操作をする

と，ログインできないことを示すメッセージが表示されます。
なお，ログイン状態のユーザに対してログインを禁止した場合，そのユーザはロ
グアウトするまでは接続を続けることができます。

(2) ログインの禁止を解除するログインの禁止を解除するログインの禁止を解除するログインの禁止を解除する

ログインの禁止を解除するには，［SEWB+セッション管理］ダイアログの登録

ユーザの一覧から目的のユーザを選択し，［ログインの許可］ボタンを選びます。
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9．障害対策．障害対策．障害対策．障害対策
この章では，SEWB+/REPOSITORYの運用時の障害対策について説明

します。

9.1　　　　SEWB+/REPOSITORY の障害対策の障害対策の障害対策の障害対策

9.2　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策

9.3　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策

9.4　データベースの障害対策　データベースの障害対策　データベースの障害対策　データベースの障害対策
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9.1　　　　SEWB+/REPOSITORY の障害対策の障害対策の障害対策の障害対策
障害が発生した場合の処置について説明します。

9.1.1　障害対策の手順　障害対策の手順　障害対策の手順　障害対策の手順

SEWB+/REPOSITORY又はクライアント（リポジトリブラウザなど）との通信に

障害が発生した場合は，アプリケーションログが出力されます。アプリケーション
ログは，サーバのWindows NT Server又はWindows 2000 Serverのイベント

ビューアで参照できます。
アプリケーションログを参照して障害の内容を確認したうえ，障害に対する処置
を行ってください。

(1) アプリケーションログの参照アプリケーションログの参照アプリケーションログの参照アプリケーションログの参照

アプリケーションログを参照するための手順を次に示します。
1. サーバに「Administrator」でログインする

2.「管理ツール」の「イベントビューア」を起動する
3. イベントビューアでアプリケーションログの一覧を表示する

Windows NT Serverの場合，［ログ］メニューから［アプリケーション］を選

ぶ。Windows 2000 Serverの場合，［ツリー］から［アプリケーションログ］を

選ぶ。
4. アプリケーションログの一覧の中から「ソース」の項目に「SEWB+/

REPOSITORY」又は「Object Server」が表示されているログを探す

5. 異常が発生した日時に近いログをダブルクリックする
［イベントの詳細］又は［イベントのプロパティ］ダイアログが表示されます。
［イベントの詳細］又は［イベントのプロパティ］ダイアログの「説明」には，
発生した事象，発生要因，ユーザの処置方法が表示されます。

(2) ユーザの処置ユーザの処置ユーザの処置ユーザの処置

［イベントのプロパティ］ダイアログの表示内容に従って，障害に対する処置をし
てください。
なお，アプリケーションログに示された処置方法では障害を回復できない場合は，

「9.1.2 ユーザで障害を回復できない場合の処置」を参照してください。

(a) ユーザ環境に起因する障害の処置ユーザ環境に起因する障害の処置ユーザ環境に起因する障害の処置ユーザ環境に起因する障害の処置

1.［イベントの詳細］又は［イベントのプロパティ］ダイアログの「説明」に示さ
れた処置に従って障害の要因を取り除く

2. SEWB+/REPOSITORY又はリポジトリブラウザを再起動させる

(b) データベースに起因する障害の処置データベースに起因する障害の処置データベースに起因する障害の処置データベースに起因する障害の処置

1.［イベントの詳細］又は［イベントのプロパティ］ダイアログの「説明」に示さ
れた詳細コードに対応した処置で障害の要因を取り除く
Object Server 管理ツール ヘルプを参照して，詳細コードに該当するエラーの要

因と対処方法を確認してください。詳細については，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照してください。
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2. Object Serverが終了している場合は，再起動させる

3. SEWB+/REPOSITORY又はリポジトリブラウザを再起動させる

注
Object Serverで「排他資源が不足している」エラーが発生した場合は，「9.4 

データベースの障害対策」を参照してください。

9.1.2　ユーザで障害を回復できない場合の処置　ユーザで障害を回復できない場合の処置　ユーザで障害を回復できない場合の処置　ユーザで障害を回復できない場合の処置

ユーザで障害を回復できない場合は，障害情報として，アプリケーションログ，
レジストリ情報，及びトレースファイルなどを収集したうえ，保守員に連絡してく
ださい。収集が必要な障害情報は，次のとおりです。
1. 必ず収集する障害情報

SEWB+/REPOSITORYが動作するサーバで，次に示す障害情報を収集してくだ

さい。
• アプリケーションログ
• レジストリ情報
• 関数トレース

2. 再現性のある障害が発生する場合に収集する障害情報
再現性のある障害が発生する場合には，1.に示した障害情報に加えて，次の障

害情報を収集してください。これらの障害情報を収集するには，環境設定が必
要です。
• 通信トレース…サーバ及びクライアントで収集
• 辞書 APIトレース…辞書の操作で障害が発生した場合，クライアントで収

集
• ドキュメント APIトレース…ドキュメントの操作で障害が発生した場合，

クライアントで収集
• リポジトリブラウザのトレース…クライアントで収集

　
次に，各障害情報の収集の仕方について説明します。

(1) アプリケーションログを収集するアプリケーションログを収集するアプリケーションログを収集するアプリケーションログを収集する

サーバで，アプリケーションログを収集してください。
1. サーバに「Administrator」でログインする

2.「管理ツール」の「イベントビューア」を起動する
3. イベントビューアでアプリケーションログの一覧を表示する

Windows NT Serverの場合，［ログ］メニューから［アプリケーション］を選

ぶ。Windows 2000 Serverの場合，［ツリー］から［アプリケーションログ］を

選ぶ。
4. アプリケーションログをファイルに保存する。

Windows NT Serverの場合，［ログ］メニューから［名前を付けて保存］選ぶ。

Windows 2000 Serverの場合，［操作］メニューから［ログファイルの名前を付

けて保存］を選ぶ。
5. イベントビューアを終了する
6. アプリケーションログを保存したファイルを収集する
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(2) レジストリ情報を収集するレジストリ情報を収集するレジストリ情報を収集するレジストリ情報を収集する

サーバで，レジストリ情報を収集してください。
1. レジストリエディタ（(システムディレクトリ )¥SYSTEM32¥REGEDT32.EXE）

を起動する
システムディレクトリは，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverが組

み込まれているディレクトリです。
2.「ローカルマシン（コンピュータ）上の HKEY_LOCAL_MACHINE」ウィンドウ

をアクティブにする
3. ツリービューの「SOFTWARE」，「HITACHI」を順にダブルクリックする

4. ツリービューの「SEWB+/REPOSITORY」を選択する

5.［レジストリ］メニューから［名前を付けてサブツリーを保存］を選択する
［ファイル名を付けて保存］ダイアログが表示されます。

6. ファイル名を入力して［OK］ボタンを選択する

7.［レジストリ］メニューから［レジストリエディタの終了］を選択する
レジストリエディタが終了します。

8. レジストリ情報を保存したファイルを収集する

(3) 関数トレースを収集する関数トレースを収集する関数トレースを収集する関数トレースを収集する

サーバで，関数トレースとして次に示す 2種類のファイルを収集してください。

関数トレースは，サーバの起動中，常に採取されています。

● (環境変数 TEMPに指定したディレクトリ※ )¥RPxxx.tmp

（”xxx”は，SEWB+のセッションのプロセス番号）

SEWB+のセッションが正常に終了した場合，このファイルは削除されます。

注※　環境変数 TEMPの指定がない場合は，OSのイントールディレクトリに

出力されます。

● (インストールディレクトリ )¥spool¥ (ログインユーザ名 ).trc

インストールディレクトリは，SEWB+/REPOSITORYが組み込まれているディ

レクトリで，デフォルトでは次のように設定されています。
• Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

(システムドライブ )：¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000Server

が組み込まれているドライブです。
• Windows NT Server 3.51の場合

(システムドライブ )：¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているドライ

ブです。

(4) 通信トレースを収集する通信トレースを収集する通信トレースを収集する通信トレースを収集する

再現性のある障害が発生する場合には，通信トレースを収集してください。通信
トレースは，サーバとクライアントの両方で収集する必要があります。通信トレー
スを収集するには，環境設定が必要です。
なお，通信トレースは，障害の要因を調査するための情報ですので，正常に動作
しているときは収集しないようにしてください。情報を収集すると，レスポンスが
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遅くなるなどの処理速度の低下が発生します。

(a) サーバの通信トレースを収集するサーバの通信トレースを収集するサーバの通信トレースを収集するサーバの通信トレースを収集する

■環境設定
通信トレースを収集するには，レジストリキー「HKEY_LOCAL_MACHINE￥

SOFTWARE￥HITACHI￥SEWB+/REPOSITORY￥Debug」に，次に示す二つの

値を設定します。

レジストリへの環境変数の設定には，レジストリエディタを使用します。次に，
レジストリエディタでの設定手順を示します。
1. レジストリエディタ（(システムディレクトリ )¥REGEDIT.EXE）を起動する

システムディレクトリは，Windows NT又はWindows 2000が組み込まれてい

るディレクトリです。
2. ツリービューの「HKEY_LOCAL_MACHINE」，「SOFTWARE」，「HITACHI」，

「SEWB+/REPOSITORY」，「Debug」を順に選択する

3.［編集］メニューから［新規作成］－［文字列］を選択し，値の名称を設定する
4. 設定した値の名称をダブルクリックする
［文字列の編集］ダイアログが表示されます。

5. 値のデータを入力して［OK］ボタンを選択する

6. 4，5の操作を設定する値の数だけ繰り返す

7.［レジストリ］メニューから［レジストリエディタの終了］を選択する
レジストリエディタが終了します。

■サーバの通信トレースファイル
サーバの通信トレースは次に示すファイルに保存されます。

• (環境変数 TEMPに指定したディレクトリ )¥RPcomSV1.xxx ※１

• (環境変数 TEMPに指定したディレクトリ )¥RPcomSV2.xxx ※１

• (インストールディレクトリ )¥spool¥RPcomSV1.yyy ※２

• (インストールディレクトリ )¥spool¥RPcomSV2.yyy ※２

注※１
ファイル拡張子”xxx”には，SEWB+のセッションのプロセス番号が設定

されます。この二つのファイルは，SEWB+サービスの起動時に削除されま

す。
注※２
ファイル拡張子”yyy”には，ログインユーザ名が設定されます。

インストールディレクトリは，SEWB+/REPOSITORYが組み込まれている

ディレクトリで，デフォルトでは次のように設定されています。
• Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

(システムドライブ )：

値の名前 値のデータ

RPCOMUNICATIONLOG all（固定）
RPCOMUNICATIONLOGSIZE トレースファイルのサイズをバイト単位で指定する。

省略時は，1,048,576バイトが仮定される。
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¥Program Files¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 

Serverが組み込まれているドライブです。

• Windows NT Server 3.51の場合

(システムドライブ )：¥Win32app¥HITACHI¥Sewb¥REPOSITORY

システムドライブは，Windows NT Server 3.51が組み込まれているド

ライブです。

(b) クライアントの通信トレースを収集するクライアントの通信トレースを収集するクライアントの通信トレースを収集するクライアントの通信トレースを収集する

■環境設定
通信トレースを収集するには，次に示す二つの環境変数を設定します。

環境変数の設定手順を，次に示します。
• Windows NT又はWindows 2000の場合

1.「コントロールパネル」の「システム」を起動する
2.“ユーザ環境変数”に環境変数を設定する
3.［システムのプロパティ］ウィンドウで［OK］ボタンを選択する

［システムのプロパティ］ウィンドウが閉じます。
• Windows 95，Windows 98又はWindows Meの場合

テキストエディタ（メモ帳など）を使用して，Autoexec.batファイルに次の行

を追加してください。

■クライアントの通信トレースファイル
クライアントの通信トレースは，次の二つのファイルに保存されます。
• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥RPcomCL1.xxx

• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥RPcomCL2.xxx

ファイル拡張子”xxx”には，プロセス番号が設定されます。

この二つのファイルは，SEWB+ログインの起動時に削除されます。

(5) ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント API トレースを収集するトレースを収集するトレースを収集するトレースを収集する

ドキュメントの操作で再現性のある障害が発生する場合には，クライアントでド
キュメント APIトレースを収集してください。ドキュメント APIトレースを収集す

るには，環境設定が必要です。
なお，ドキュメント APIトレースは，障害の要因を調査するための情報ですので，

正常に動作しているときは収集しないようにしてください。情報を収集すると，レ
スポンスが遅くなるなどの処理速度の低下が発生します。

変数名 変数の値

RPCOMUNICATIONLOG all（固定）
RPCOMUNICATIONLOGSIZE トレースファイルのサイズをバイト単位で指定する。

省略時は，1,048,576バイトが仮定される。
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(a) 環境設定環境設定環境設定環境設定

ドキュメント APIトレースを収集するには，次に示す二つの環境変数を設定しま

す。

環境変数の設定手順を，次に示します。
• Windows NT又はWindows 2000の場合

1.「コントロールパネル」の「システム」を起動する
2.“ユーザ環境変数”に環境変数を設定する
3.［システムのプロパティ］ウィンドウで［OK］ボタンを選択する

［システムのプロパティ］ウィンドウが閉じます。
• Windows 95，Windows 98又はWindows Meの場合

テキストエディタ（メモ帳など）を使用して，Autoexec.batファイルに次の行

を追加してください。

(b) トレースファイルトレースファイルトレースファイルトレースファイル

ドキュメント APIトレースは，次の二つのファイルに保存されます。

• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥APIPROC.LOG

• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥APIASSERT.LOG

この二つのファイルは，同一のクライアントで次回ログインする際に削除されま
す。

(6) 辞書辞書辞書辞書 API トレースを収集するトレースを収集するトレースを収集するトレースを収集する

辞書の操作で再現性のある障害が発生する場合には，クライアントで辞書 APIト

レースを収集してください。辞書 APIトレースを収集するには，環境設定が必要で

す。
なお，辞書 APIトレースは，障害の要因を調査するための情報ですので，正常に

動作しているときは収集しないようにしてください。情報を収集すると，レスポン
スが遅くなるなどの処理速度の低下が発生します。

(a) 環境設定環境設定環境設定環境設定

辞書 APIトレースを収集するには，次に示す二つの環境変数を設定します。

環境変数の設定手順を，次に示します。
• Windows NT又はWindows 2000の場合

変数名 変数の値

API_PROC 2（固定）
API_ASSERT normal（固定）

変数名 変数の値

RPDICTIONARYLOG all（固定）
RPDICTIONARYLOGSIZE トレースファイルのサイズをバイト単位で指定する。

省略時は，1,048,576バイトが仮定される。
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1.「コントロールパネル」の「システム」を起動する
2.“ユーザ環境変数”に環境変数を設定する
3.［システムのプロパティ］ウィンドウで［OK］ボタンを選択する

［システムのプロパティ］ウィンドウが閉じます。
• Windows 95，Windows 98又はWindows Meの場合

テキストエディタ（メモ帳など）を使用して，Autoexec.batファイルに次の行

を追加してください。

(b) トレースファイルトレースファイルトレースファイルトレースファイル

辞書 APIトレースは，次の二つのファイルに保存されます。

• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥RPdicCL1.xxx

• 環境変数 TEMPに指定したディレクトリ ¥RPdicCL2.xxx

ファイル拡張子”xxx”には，プロセス番号が設定されます。

この二つのファイルは，SEWB+ログインの起動時に削除されます。

(7) リポジトリブラウザのトレースを収集するリポジトリブラウザのトレースを収集するリポジトリブラウザのトレースを収集するリポジトリブラウザのトレースを収集する

リポジトリブラウザに障害が発生した場合は，トレース情報を収集してください。
トレース情報は，次の環境変数を設定することでファイルに出力できます。

トレース情報ファイルは，環境変数 TEMPで指定したディレクトリに

「DCXXXX.tmp(XXXXは，システムが仮定する英数字 )」 の名称で出力されます。
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9.2　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策　チェックアウト・チェックインでの障害対策
ドキュメントのチェックアウト・チェックインでの障害の対処方法を次に示しま
す。

● 更新専用チェックアウトをしたドキュメントのファイルを，破壊又は消失して
しまった。

1. ドキュメントのチェックアウトを取り消す
チェックアウトを取り消す方法には，次の 2通りがあります。

• リポジトリブラウザのウィンドウで該当するドキュメントを選択し，［リポ
ジトリ］メニューから［チェックアウトの取り消し］を選びます。

• リポジトリブラウザの［表示］メニューの［チェックアウト一覧］で，
［チェックアウト一覧］ダイアログを表示させます。このダイアログで，該
当するドキュメントを選択して［チェックアウトの取消］ボタンを選びま
す。

2. 該当するドキュメントを再度チェックアウトする

● ドキュメントの更新専用チェックアウトをしたクライアントが，ハード障害な
どで利用できなくなってしまった。

1. ほかのクライアントで，更新専用チェックアウトしたときと同じユーザでリポ
ジトリにログインする

2. ドキュメントのチェックアウトを取り消す
チェックアウトを取り消す方法には，次の 2通りがあります。

• リポジトリブラウザのウィンドウで該当するドキュメントを選択し，［リポ
ジトリ］メニューから［チェックアウトの取り消し］を選びます。

• リポジトリブラウザの［表示］メニューの［チェックアウト一覧］で，
［チェックアウト一覧］ダイアログを表示させます。このダイアログで，該
当するドキュメントを選択して［チェックアウトの取消］ボタンを選びま
す。

● 誤った内容のファイルをチェックインしてしまった。前の内容に回復したい。
1. 該当するドキュメントを更新専用チェックアウトする
2. 該当するドキュメントの一つ前の版を，更新目的でチェックアウトしたディレ
クトリに参照専用チェックアウトする

3. 該当するドキュメントをチェックインする
必要に応じて，誤った内容の版を削除します。

● Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの Administrator権限を持った

ユーザが，リポジトリの参照ファイルを更新又は削除してしまった。
1. 該当するドキュメントを更新専用チェックアウトする
2. 該当するドキュメントを更新しないでチェックインする
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9.3　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策　サーバのファイルシステムの容量不足時の対策
サーバのファイルシステムの容量が不足したときの対策を説明します。

(1) データベースの対策データベースの対策データベースの対策データベースの対策

(a) データベースのスペース効率が低下している場合の対策データベースのスペース効率が低下している場合の対策データベースのスペース効率が低下している場合の対策データベースのスペース効率が低下している場合の対策

オブジェクトの追加や削除により，データベースのスペース効率が低下している
場合，Object Serverの［データベースの再編成］ユティリティを使って，データ

ベースの再編成をします。
1. SEWB+/REPOSITORYを終了させる

2. データベースの再編成パラメタファイルを作成し，［データベースの再編成］ユ
ティリティを実行します。
データベースの再編成については，マニュアル「Groupmax Object Server 

Version 6　システム管理者ガイド」を参照してください。

3. SEWB+/REPOSITORYを再起動させる

注意事項
データベースの使用状況については，Object Serverの［データベースエリアの

使用状況の表示］ユティリティを実行して確認してください。確認については，
マニュアル「Groupmax Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参

照してください。

(b) データベースを再編成してもファイルシステムの容量不足が解消されない場合データベースを再編成してもファイルシステムの容量不足が解消されない場合データベースを再編成してもファイルシステムの容量不足が解消されない場合データベースを再編成してもファイルシステムの容量不足が解消されない場合
の対策の対策の対策の対策

データベースファイルを空き容量の多いディスクドライブへ移動します。
1. Object Serverや SEWB+/REPOSITORYを終了させる

2. データベースファイルのバックアップを行ない，現在のディスクドライブより
空き容量の多いディスクドライブへリストアする
データベースファイルのバックアップ及びリストアの方法については，マニュ
アル「Groupmax Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照して

ください。
3. Object Serverや SEWB+/REPOSITORYを再起動させる

(2) ドキュメントファイルのディレクトリの対策ドキュメントファイルのディレクトリの対策ドキュメントファイルのディレクトリの対策ドキュメントファイルのディレクトリの対策

1. SEWB+/REPOSITORY終了させる

2. メモ帳などのテキストエディタで「REPOSITORYをインストールしたディレク

トリの下の ¥adm¥RpEnv.cfg」ファイルを開く

3. 開いたファイル中の「Configuration::DocumentPath:REG_SZ:ディレクトリパス

名」の行のパス名をメモする
4. テキストエディタを終了する
5. 現在より空き容量の多いファイルシステムに「doc」という名称のディレクトリ

を作成する
6. 作成したディレクトリのアクセス権を次のように設定する
「Administrator」及び「system」：フルコントロール (ALL)(ALL)
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「everyone」：一覧 (RX)(指定なし )

7. メモしたパス名で示すディレクトリ内のすべてのサブディレクトリやファイル
を，作成したディレクトリへコピー，又は移動する

8. 同様に 2.の操作でファイルを開き，「Configuration::DocumentPath:REG_SZ:

ディレクトリパス名」の行のパス名を，新しく作成した「doc」ディレクトリを

示す絶対パス名称に書き換える
9. 変更内容をファイルに保存してエディタを終了する
10.SEWB+/REPOSITORYを再起動させる

(3) ルートドキュメントフォルダの対策ルートドキュメントフォルダの対策ルートドキュメントフォルダの対策ルートドキュメントフォルダの対策

1. SEWB+/REPOSITORYを終了させる

2. 該当するルートドキュメントフォルダをネットワーク接続しているクライアン
トがあれば，リポジトリブラウザを使用してすべて切断させる

3. エクスプローラ又はファイルマネージャを起動させる
4. 環境構築ユティリティでルートドキュメントフォルダを作成したときに指定し
たディレクトリを選択し，［ディスク］メニューから［共有］を選ぶ
［共有ディレクトリ］ダイアログが表示されます。

5.［共有ディレクトリ］ダイアログで，ルートドキュメントフォルダと同じ名称の
共有名が選択されていることを確認して［アクセス権］ボタンを選ぶ
［共有資源のアクセス権］ダイアログが表示されます。

6.［共有資源のアクセス権］ダイアログの内容をすべてメモして，［キャンセル］
ボタンを選ぶ

7.［共有ディレクトリ］ダイアログで，［キャンセル］ボタンを選ぶ
8. エクスプローラ又はファイルマネージャで，同ディレクトリを選択して，［セ
キュリティ］メニューから［アクセス権］を選ぶ
［ディレクトリのアクセス権］ダイアログが表示されます。

9.［ディレクトリのアクセス権］ダイアログの内容をすべてメモし，［キャンセル］
ボタンを選ぶ

10.同ディレクトリを選択して，［ディスク］メニューから［共有解除］を選ぶ
［ディレクトリの共有解除］ダイアログが表示されます。

11.［ディレクトリの共有解除］ダイアログで，ルートドキュメントフォルダと同じ
名称の共有名が選択されていることを確認して［OK］ボタンを選ぶ

12.現在より空き容量の多いファイルシステムに，ルートドキュメントフォルダと
同じ名称のディレクトリを作成する

13.エクスプローラ又はファイルマネージャで，作成したディレクトリを選択して
［セキュリティ］メニューから［アクセス権］を選ぶ
［ディレクトリのアクセス権］ダイアログが表示されます。

14.［ディレクトリのアクセス権］ダイアログで，メモした内容と同じになるように
アクセス権を設定して［OK］ボタンを選ぶ

15.エクスプローラ又はファイルマネージャで，作成したディレクトリを選択し
［ディスク］メニューから［共有］を選ぶ
［共有ディレクトリ］ダイアログが表示されます。

16.［共有ディレクトリ］ダイアログで，ルートドキュメントフォルダと同じ名称を
共有名に入力して［アクセス権］ボタンを選ぶ
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［共有資源のアクセス権］ダイアログが表示されます。
17.［共有資源のアクセス権］ダイアログで，メモした内容と同じになるようにアク
セス権を設定して［OK］ボタンを選ぶ

18.［共有ディレクトリ］ダイアログで，［OK］ボタンを選ぶ

19.元のルートドキュメントフォルダのディレクトリ内のすべてのサブディレクト
リやファイルを，作成したディレクトリへ移動する
コピー機能を使用するとアクセス権が元の設定と変わってしまうため，必ず移
動機能を使用してください。

20.SEWB+/REPOSITORYを再起動させる
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9.4　データベースの障害対策　データベースの障害対策　データベースの障害対策　データベースの障害対策
Object Serverでの障害対策について説明します。

(1) 排他資源不足のエラー排他資源不足のエラー排他資源不足のエラー排他資源不足のエラー

SEWB+/REPOSITORYを使用しているときに，Object Serverで「排他資源が不

足している」とのエラーが発生することがあります。この場合の対策を次に示しま
す。

対策
同時に要求できる，データベースの排他の最大数を変更します。
排他の最大数の変更方法については，「3.2.2(2)(c)(ii) データベースの排他の最大

数の変更」を参照してください。
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付録付録付録付録 C　　　　Groupmax とデータベースを共用するとデータベースを共用するとデータベースを共用するとデータベースを共用する

付録付録付録付録 D　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース
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付録付録付録付録 F　用語解説　用語解説　用語解説　用語解説
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付録付録付録付録 A　　　　SEWB+/REPOSITORY のインストールと動作環境のインストールと動作環境のインストールと動作環境のインストールと動作環境
SEWB+/REPOSITORYのインストールとアンインストール，及び SEWB+/

REPOSITORYが動作するために必要な環境について説明します。

Groupmax Object Serverのインストールとアンインストールについては，マニュ

アル「Groupmax Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照してくだ

さい。

付録付録付録付録 A.1　インストールとアンインストールの手順　インストールとアンインストールの手順　インストールとアンインストールの手順　インストールとアンインストールの手順

サーバ側の SEWB+/REPOSITORY及びクライアント側のリポジトリブラウザの

インストールとアンインストールの手順について説明します。

(1) SEWB+/REPOSITORY のインストールとアンインストールのインストールとアンインストールのインストールとアンインストールのインストールとアンインストール

(a) インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順

Windows NT Server 4.0又はWindows 2000 Serverの場合

1. HITACHI統合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動する

インストールプログラムの画面に従って操作をしてください。
2.「SEWB+/REPOSITORY」を選択して，インストールを実行する

SEWB+/REPOSITORYのインストーラが起動されます。

3.［次へ＞］ボタンを選ぶ
以降，表示されるダイアログの手順に従って操作してください。
インストールが終了したら，コンピュータを再起動してください。インス
トール後の環境設定については，「3. 利用環境を設定する」を参照してくだ

さい。

Windows NT Server 3.51の場合

1. インストールする提供媒体をドライブに挿入する
2. 提供媒体の中にある SETUP.EXEを実行する

以降，表示されるダイアログに従って操作してください。
インストールが終了したら，コンピュータを再起動してください。インス
トール後の環境設定については，「3. 利用環境を設定する」を参照してくだ

さい。

インストール時の注意事項
Windows NT Server又はWindows 2000 Serverがインストールされているドラ

イブと異なるドライブに SEWB+/REPOSITORYをインストールする場合，イ

ンストール先を参照する［参照］ボタンでドライブが選べなくなることがあり
ます。このような場合は，インストール先のディレクトリ名を直接入力してく
ださい。

(b) アンインストールの手順アンインストールの手順アンインストールの手順アンインストールの手順

アンインストールする前に，SEWB+/REPOSITORYのサービスが終了しているこ

とを確認してください。
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SEWB+/REPOSITORYをアンインストールすると，ユーザとグループの登録情報

も削除されます。削除したくないときは，上書きでインストールしてください。

Windows NT Server 4.0の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログが表示されま
す。

2.「SEWB+/REPOSITORY」を選択して，［追加と削除］ボタンを選ぶ

削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。
3.［はい］ボタンを選ぶ

SEWB+/REPOSITORYがアンインストールされます。

Windows 2000 Serverの場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除］ダイアログが表示されます。

2.「SEWB+/REPOSITORY」を選択して，［変更 /削除］ボタンを選ぶ

削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。
3.［はい］ボタンを選ぶ

SEWB+/REPOSITORYがアンインストールされます。

Windows NT Server 3.51の場合

1. プログラムマネージャで「SEWB+/REPOSITORY(共通 )」グループの

「SEWB+/REPOSITORYのアンインストール」アイコンを開く

削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。
2.［はい］ボタンを選ぶ

SEWB+/REPOSITORYがアンインストールされます。

(2) リポジトリブラウザのインストールとアンインストールリポジトリブラウザのインストールとアンインストールリポジトリブラウザのインストールとアンインストールリポジトリブラウザのインストールとアンインストール

(a) 日立統合インストーラからのインストールの手順日立統合インストーラからのインストールの手順日立統合インストーラからのインストールの手順日立統合インストーラからのインストールの手順

1. HITACHI統合インストーラ（HCD_INST.EXE）を起動する

インストールプログラムの画面に従って操作をしてください。
2.「SEWB+/REPOSITORY-BROWSER」を選択して，インストールを実行する

リポジトリブラウザのインストーラが起動されます。
3.［次へ＞］ボタンを選ぶ
以降，表示されるダイアログの手順に従って操作してください。
インストール後の環境設定については，「3. 利用環境を設定する」を参照してく

ださい。

(b) FD からのインストールの手順からのインストールの手順からのインストールの手順からのインストールの手順

Windows 95の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログが表示されま
す。

2.［セットアップ］ボタンを選ぶ
3. インストールする提供媒体をドライブに挿入して［次へ］ボタンを選ぶ
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以降，表示されるダイアログに従って，操作してください。
インストール後の環境設定については，「3.　利用環境を設定する」を参照

してください。

Windows 98，Windows Me又はWindows NT 4.0の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログが表示されま
す。

2.「インストール］ボタンを選ぶ
3. インストールする提供媒体をドライブに挿入して，［次へ］ボタンを選ぶ
以降，表示されるダイアログに従って操作してください。
インストール後の環境設定については，「3.　利用環境を設定する」を参照

してください。

Windows 2000の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除］ダイアログが表示されます。

2.［プログラムの追加］ボタンを選ぶ
3.［CDまたはフロッピー］ボタンを選ぶ

4. インストールする提供媒体をドライブに挿入して，［次へ］ボタンを選ぶ
以降，表示されるダイアログに従って操作してください。
インストール後の環境設定については，「3.　利用環境を設定する」を参照

してください。

Windows NT 3.51の場合

1. インストールする提供媒体をドライブに挿入する
2. 提供媒体の中にある SETUP.EXEを実行する

以降，表示されるダイアログに従って操作してください。
インストール後の環境設定については，「3．利用環境を設定する」を参照

してください。

インストール時の注意事項
リポジトリブラウザを上書きでインストールすると，その後のアンインストー
ルでは最後にインストールした情報だけが削除されます。インストール時に指
定したディレクトリが残った場合は，ユーザが作成したファイルがディレクト
リにないことを確認して，ディレクトリを削除してください。
アンインストール後にインストールする場合は，コンピュータを再起動してか
らインストールしてください。

(c) アンインストールの手順アンインストールの手順アンインストールの手順アンインストールの手順

Windows 95，Windows 98，Windows Me又はWindows NT 4.0の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］ダイアログが表示されま
す。

2.「SEWB+/REPOSITORY-BROWSER」を選択して，［追加と削除］ボタン

を選ぶ
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削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。
3.［はい］ボタンを選ぶ
リポジトリブラウザがアンインストールされます。

Windows 2000の場合

1.「コントロールパネル」の「アプリケーションの追加と削除」を選ぶ
［アプリケーションの追加と削除］ダイアログが表示されます。

2.「SEWB+/REPOSITORY-BROWSER」を選択して，［変更 /削除］ボタン

を選ぶ
削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。

3.［はい］ボタンを選ぶ
リポジトリブラウザがアンインストールされます。

Windows NT 3.51の場合

1. プログラムマネージャで「SEWB+/REPOSITORY-BROWSER(共通 )」グ

ループの「SEWB+/REPOSITORY-BROWSERのアンインストール」アイ

コンを開く
削除してよいかを問い合わせるダイアログが表示されます。

2.［はい］ボタンを選ぶ
リポジトリブラウザがアンインストールされます。

付録付録付録付録 A.2　　　　SEWB+/REPOSITORY の動作環境の動作環境の動作環境の動作環境

SEWB+/REPOSITORYが動作するために必要な環境を表 A-1に，リポジトリブ

ラウザが動作するために必要な環境を表 A-2に示します。

表 A-1　SEWB+/REPOSITORYの動作環境

ハードウェア 内容

CPU Intel Pentium(R)PRO Processor－ 200MHz以上
32ビットの Itel X86ベースのもの

搭載メモリ Windows NT Server 4.0の場合：128MB以上
Windows 2000 Serverの場合：256MB以上

ディスプレイ SVGA以上
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表 A-2　リポジトリブラウザの動作環境

ハードウェア 内容

CPU i486DX2－ 66MHz以上
Pentium(R)－ 60MHz以上
Pentium(R)－ 166MHz以上（Windows Me又はWindows 2000の場合）
32ビットの Itel X86ベースのもの

搭載メモリ Windows 95の場合：24MB以上
Windows 98の場合：32MB以上
Windows Meの場合：32MB以上
Windows NT Workstation 4.0の場合：32MB以上
Windows NT Server 4.0の場合：40MB以上
Windows 2000 Professionalの場合：32MB以上
Windows 2000 Serverの場合：136MB以上

ディスプレイ SVGA以上
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付録付録付録付録 B　　　　SEWB+/REPOSITORY の起動と終了の起動と終了の起動と終了の起動と終了

付録付録付録付録 B.1　　　　SEWB+/REPOSITORY の起動と終了の起動と終了の起動と終了の起動と終了

(1) SEWB+/REPOSITORY の起動の起動の起動の起動

(a) 前提プログラムと前提プログラムと前提プログラムと前提プログラムと SEWB+/REPOSITORY の起動手順の起動手順の起動手順の起動手順

前提プログラムと SEWB+/REPOSITORYを起動する手順について説明します。

前提プログラムである Object Serverを起動させます。

1. 前提プログラムの起動
Object Serverを起動します。起動方法については，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照してください。

2. SEWB+/REPOSITORYの起動

起動方法については，「(b)SEWB+/REPOSITORYの起動方法」を参照してくだ

さい。

(b) SEWB+/REPOSITORY の起動方法の起動方法の起動方法の起動方法

SEWB+/REPOSITORYの起動方法について説明します。SEWB+/REPOSITORY

の起動方法には，次の 2通りがあります。

（i）手動による起動

ユーザがその都度，［サービス］で起動する方法です。
1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverに「Administrator」でロ

グインする
2.［サービス］を起動する

Windows NT Serverの場合，「コントロールパネル」の「サービス」を選び

ます。Windows 2000 Serverの場合，「管理ツール」の「サービス」を選び

ます。
3.［サービス］のリストから「Sewb+/Repository」を選び，［開始］を実行す

る
Windows NT Serverの場合，［開始］ボタンを選びます。

Windows 2000 Serverの場合，［操作］メニューの［開始］を選びます。

SEWB+/REPOSITORYが起動します。

（ii）Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの起動時の自動起動

Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの起動時に，SEWB+/

REPOSITORYが自動起動するように設定しておく方法です。

1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverに「Administrator」でロ

グインする
2.［サービス］を起動する

Windows NT Serverの場合，「コントロールパネル」の「サービス」を選び

ます。Windows 2000 Serverの場合，「管理ツール」の「サービス」を選び

ます。
3.［サービス］のリストから「Sewb+/Repository」を選び，「スタートアップ
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の種類」を「手動」から「自動」へ変更する
Windows NT Serverの場合，［スタートアップ］ボタンを選びます。

Windows 2000 Serverの場合，［操作］メニューの［プロパティ］を選びま

す。
［サービス］のリストの「Sewb+/Repository」に「自動」と表示され，

Windows NT Server又はWindows 2000 Serverの起動時に SEWB+/

REPOSITORYが自動起動するように設定されます。

この設定は，次回以降，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverを

起動したときに有効になります。

(2) SEWB+/REPOSITORY の終了の終了の終了の終了

(a) 前提プログラムと前提プログラムと前提プログラムと前提プログラムと SEWB+/REPOSITORY の終了手順の終了手順の終了手順の終了手順

前提プログラムと SEWB+/REPOSITORYを終了する手順について説明します。

前提プログラムである Object Serverを終了させます。

1. SEWB+/REPOSITORYの終了

終了方法については，「(b)SEWB+/REPOSITORYの終了方法」を参照してくだ

さい。
2. 前提プログラムの終了

Object Serverを終了します。終了方法については，マニュアル「Groupmax 

Object Server Version 6　システム管理者ガイド」を参照してください。

(b) SEWB+/REPOSITORY の終了方法の終了方法の終了方法の終了方法

SEWB+/REPOSITORYの終了方法について説明します。

SEWB+/REPOSITORYは，Windows NT Server又はWindows 2000 Serverを終

了させると自動的に終了します。
SEWB+/REPOSITORYを単独で終了する場合の手順は次のとおりです。

1. Windows NT Server又はWindows 2000 Serverに「Administrator」でログイ

ンする
2.［サービス］を起動する

Windows NT Serverの場合，「コントロールパネル」の「サービス」を選びま

す。Windows 2000 Serverの場合，「管理ツール」の「サービス」を選びます。

3.［サービス］のリストから「Sewb+/Repository」を選び，［停止］を実行する

Windows NT Serverの場合，［停止］ボタンを選びます。

Windows 2000 Serverの場合，［操作］メニューの［停止］を選びます。

SEWB+/REPOSITORYが終了します。

(c) システム統合運用管理を使用している場合の注意システム統合運用管理を使用している場合の注意システム統合運用管理を使用している場合の注意システム統合運用管理を使用している場合の注意

Groupmax System Manager - TCP/IPのシステム統合運用管理を使用している場

合でも，あらかじめ SEWB+/REPOSITORYを終了してから Object Serverを終了す

るようにしてください。
Groupmax System Manager - TCP/IPについては，マニュアル「Windows NT 

Groupmax System Manager - TCP/IP/System Agent - TCP/IP Version 5 システム管

理者ガイド」を参照してください。
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付録付録付録付録 B.2　リポジトリブラウザの起動と終了　リポジトリブラウザの起動と終了　リポジトリブラウザの起動と終了　リポジトリブラウザの起動と終了

(1) リポジトリブラウザの起動リポジトリブラウザの起動リポジトリブラウザの起動リポジトリブラウザの起動

リポジトリブラウザの起動方法について説明します。
1. 起動するプログラムを指定する

• Windows 95，Windows 98，Windows Me，Windows NT 4.0又は

Windows 2000の場合

［スタート］メニューの［プログラム］から［Sewb+ Repository-Browser］

を選ぶ
• Windows NT 3.51の場合

「リポジトリブラウザ」アイコンを選ぶ
［ログイン］ダイアログが表示されます。

2.「ユーザ名」「ログイン先」及び「パスワード」を指定する
「ログイン先」は，以前にログインしたサーバのホスト名のリストから選択でき
ます。

3.［OK］ボタンを選ぶ

リポジトリブラウザが起動して，リポジトリブラウザウィンドウが表示されま
す。

(2) リポジトリブラウザの起動（ショートカットを使った起動）リポジトリブラウザの起動（ショートカットを使った起動）リポジトリブラウザの起動（ショートカットを使った起動）リポジトリブラウザの起動（ショートカットを使った起動）

リポジトリの任意の資源を指定し，リポジトリブラウザを起動するための
Windowsのショートカットを作成できます。ショートカットからリポジトリブラウ

ザを起動すると，ショートカットに指定した資源が選択された状態で，リポジトリ
ブラウザウィンドウが表示されます。
次に，起動用ショートカットの作成方法と，ショートカットからのリポジトリブ
ラウザの起動方法について説明します。

(a) リポジトリブラウザ起動用ショートカットの作成リポジトリブラウザ起動用ショートカットの作成リポジトリブラウザ起動用ショートカットの作成リポジトリブラウザ起動用ショートカットの作成

リポジトリブラウザウィンドウに表示されるすべての資源に対して，起動用
ショートカットを作成できます。
1. リポジトリブラウザウィンドウで，起動用ショートカットの対象にしたい資源
を選択する

2. リポジトリブラウザウィンドウの［リポジトリ］メニューから［リポジトリブ
ラウザ起動用ショートカットの作成］を選ぶ
［リポジトリブラウザ起動用ショートカットの作成］ダイアログが表示されま
す。

3.「ファイル名」と「作成する場所」を指定する
• 「ファイル名」には，作成するショートカットのファイル名を指定します。
• 「作成する場所」には，ショートカットを作成する場所（ディレクトリ）の
パスを指定します。

4.［OK］ボタンを選ぶ

「作成する場所」に指定した場所に，リポジトリブラウザ起動用のショートカッ

トが作成されます※。

注※
ショートカットの作成後，［プロパティ］ダイアログの「リンク先」でパスの指
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定を変更しないようにしてください。「リンク先」のパスを変更すると，リポジ
トリブラウザが正しく起動されない場合があります。

(b) ショートカットからのリポジトリブラウザの起動ショートカットからのリポジトリブラウザの起動ショートカットからのリポジトリブラウザの起動ショートカットからのリポジトリブラウザの起動

ショートカットからの起動方法について説明します。なお，ショートカットから
起動した場合は，前回リポジトリブラウザを終了したときの状態は復元されません。
1. リポジトリブラウザ起動用のショートカットを実行する
リポジトリブラウザが起動され，ショートカットに指定した資源が選択された
状態でリポジトリブラウザウィンドウが表示されます。

(3) リポジトリブラウザの終了リポジトリブラウザの終了リポジトリブラウザの終了リポジトリブラウザの終了

リポジトリブラウザの終了方法について説明します。
1. リポジトリブラウザのウィンドウの［リポジトリ］メニューから［終了］を選
ぶ
リポジトリブラウザが終了します。



付録 C　 Groupmaxとデータベースを共用する

145

付録付録付録付録 C　　　　Groupmax とデータベースを共用するとデータベースを共用するとデータベースを共用するとデータベースを共用する
Groupmaxとデータベースを共用する場合，次の二つの方法があります。

• Groupmaxと同時にデータベースを初期化する

• Groupmaxで初期化を行なったデータベースにエリアを追加する

また，Integrated Desktopの文書管理とデータベースを共用するときは，サンプ

ルとして提供している初期設定パラメタファイル中のファイル名称が重複している
ので，次のファイル名称を任意の名称に変更してください。初期設定パラメタファ
イルの詳細については，「3.2.2(1) 初期設定パラメタファイルの作成」を参照してく

ださい。
 
c:¥sample¥DB¥user_db_1
c:¥sample¥DB¥user_db_2
c:¥sample¥DB¥user_db_3
c:¥sample¥DB¥version_db
c:¥sample¥DB¥users_db
c:¥sample¥DB¥index_1
c:¥sample¥DB¥index_2
c:¥sample¥DB¥version_index
c:¥sample¥DB¥users_index
 

付録付録付録付録 C.1　　　　Groupmax と同時にデータベースを初期化すると同時にデータベースを初期化すると同時にデータベースを初期化すると同時にデータベースを初期化する

Groupmaxと同時にデータベースを初期化する場合，初期設定パラメタファイル

に SEWB+/REPOSITORY用のパラメタを追加します。そのとき，次の点に注意し

てください。

●サンプルファイルを利用する場合
サンプルファイルを利用する場合は，次の部分を削除したあと，初期設定パラ
メタファイルに追加します。サンプルファイルについては，「3.2.2（1)(b) サン

プルファイルの利用」を参照してください。
 
area  -n  master -u MASTER -s 50
file  -n  c:¥sample¥DB¥master_dir -i 2
area  -n  datadir -u DATADIR -s 50
file  -n  c:¥sample¥DB¥data_dir -i 1
area  -n  dictionary -u DICTIONARY -s 8
file  -n  c:¥sample¥DB¥dictionary -i 100
 
area  -n  oidindex -u OIDINDEX -s 32
file  -n  c:¥sample¥DB¥oidindex -i 64
 

●インデックス用のエリアの定義
インデックス用のエリアの定義は，初期設定パラメタファイルの最後にまとめ
ます。

付録付録付録付録 C.2　　　　Groupmax で初期化を行なったデータベースにエリアを追加で初期化を行なったデータベースにエリアを追加で初期化を行なったデータベースにエリアを追加で初期化を行なったデータベースにエリアを追加
するするするする

Groupmaxで初期化を行なったデータベースに，エリアを追加する場合，次の手

順で設定をします。
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1. Object Serverをユティリティ実行モードで起動する

2.「データベースへのエリアの追加」を選ぶ
サンプルファイルを構成変更パラメタファイルとして利用するときは，ファイ
ルのコピー後，次の部分を削除します。
 
area  -n  master -u MASTER -s 50
file  -n  c:¥sample¥DB¥master_dir -i 2
area  -n  datadir -u DATADIR -s 50
file  -n  c:¥sample¥DB¥data_dir -i 1
area  -n  dictionary -u DICTIONARY -s 8
file  -n  c:¥sample¥DB¥dictionary -i 100
area  -n  oidindex -u OIDINDEX -s 32
file  -n  c:¥sample¥DB¥oidindex -i 64
 

3. Object Serverを再起動後，SEWB+/REPOSITORYの初期設定ユティリティを起

動する
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付録付録付録付録 D　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース　必要なハードウェアリソース

付録付録付録付録 D.1　サーバに必要なハードウェアリソース　サーバに必要なハードウェアリソース　サーバに必要なハードウェアリソース　サーバに必要なハードウェアリソース

(1) メモリ容量メモリ容量メモリ容量メモリ容量

サーバで使用されるメモリの内訳を表 D-1に示します。

メモリ所要量の各値は，すべて仮想メモリの値です。

表 D-1　サーバで使用されるメモリの内訳

スワップを発生させないで快適にサーバを使用するには，次に示す式で求めた値
を目安としてメモリを搭載することをお勧めします。式で使用している A～ Eは，

表 D-1に示す A～ Eに対応しています。

• PVCSを使用する場合：（A＋ B＋ C）＋（D＋ E）×接続クライアント数

• PVCSを使用しない場合：（A＋ B＋ C）＋（D）×接続クライアント数

次にサーバに搭載するメモリの計算例を示します。

■条件
OS：Windows 2000 Server（推奨メモリ分）

データベース：Groupmax High-end Object Server

PVCS：使用する

接続クライアント数：20

■メモリ量
（256＋ 42＋ 5）＋（9＋ 2）× 20＝ 523（MB）

クライアント側での処理要求時にサーバで使用されるメモリを表 D-2に示します。

表 D-2　クライアント側の処理要求時にサーバで使用されるメモリ

注　ドキュメントの操作は，件数に関係なく 100KB未満のメモリが使用されます。

ユティリティを起動したときにサーバで使用されるメモリを表 D-3に示します。

内容 所要メモリ
量（MB）

備考

OS（Windows NT Server） 23.0 A

OS（Windows 2000 Server） 128.0 推奨は 256MB以上
Groupmax Object Server 30.0 どちらか一つが必要 B
Groupmax High-end Object Server 42.0
SEWB+/REPOSITORY 5.0 常駐プロセス部分 C

9.0 接続しているクライアントごとに必
要

D

PVCS 2.0 PVCSを使用する場合に必要 E

処理内容 所要メモリ量（MB） 備考

データ項目のリスト表示 0.8 1,000件表示時
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表 D-3　ユティリティ起動時にサーバで使用されるメモリ

(2) ディスク容量ディスク容量ディスク容量ディスク容量

サーバで稼働するプログラムプロダクトに必要なディスク容量を表 D-4に示しま

す。

表 D-4　サーバで稼働するプログラムプロダクトに必要なディスク容量

注※ 1　データベースの初期化は，SEWB+/REPOSITORYが提供しているサンプルファイル

を使用しています。

付録付録付録付録 D.2　クライアントに必要なハードウェアリソース　クライアントに必要なハードウェアリソース　クライアントに必要なハードウェアリソース　クライアントに必要なハードウェアリソース

(1) メモリ容量メモリ容量メモリ容量メモリ容量

動作可能となる最小メモリは次の通りです。
• Windows 95，Windows 98，Windows Meの場合：20MB

• Windows NTの場合：24MB

• Windows 2000の場合：32MB

ただし，起動するプロダクトによってはスワップが発生する場合があります。こ
のため，快適にクライアントを使用するには，次のに示す値以上のメモリを搭載す
ることをお勧めします。
• Windows 95，Windows 98，Windows Me，Windows NTの場合：32MB

• Windows 2000の場合：64MB

クライアントで使用されるメモリの内訳の目安を，表 D-5に示します。

表 D-5　クライアントで使用されるメモリの内訳

処理内容 所要メモリ量（MB） 備考

CSV入力，移行 11.5 1,000件入力時
計算式：2.5KB×件数＋ 9MB
ERwin/ERX と連携する場合は，さ
らに 9.4MB必要

環境構築ユティリティ 6.0 辞書ユティリティのタイプマッピン
グの設定をする場合は，46MB必要

内容 所要ディスク容量
（MB）

備考

Groupmax Object Server 300.0 ※ 1

Groupmax High-end Object Server 350.0 ※ 1

SEWB+/REPOSITORY 20.0
SEWB+/BATCH-FRAMEWORK 0.7
PVCS 8.0 PVCSを使用する場合に必要

内　容 仮想メモリ容量※（MB）

SEWB+/REPOSITORY-BROWSER 6.0
SEWB+/CONSTRUCTION 8.0
SEWB+/OOAD 4.0
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注※　仮想メモリ容量とは，仮想メモリ空間での所要量です。

(2) ディスク容量ディスク容量ディスク容量ディスク容量

各プログラムプロダクトに必要なディスク容量の目安を，表 D-6に示します。

表 D-6　各プログラムプロダクトに必要なディスク容量

SEWB+/CS-DESIGN 4.0
SEWB+/EUR Professional Edition 6.0

内容 所要ディスク容量（MB）

SEWB+/REPOSITORY-BROWSER 6.0
SEWB+/CONSTRUCTION 10.0
SEWB+/OOAD 12.0
SEWB+/CS-DESIGN 4.0
SEWB+/EUR Professional Edition 11.0

内　容 仮想メモリ容量※（MB）
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付録付録付録付録 E　サーバに作成されるファイルのディスク占有量　サーバに作成されるファイルのディスク占有量　サーバに作成されるファイルのディスク占有量　サーバに作成されるファイルのディスク占有量
サーバに作成されるファイルのディスク占有量について説明します。

付録付録付録付録 E.1　ドキュメント実体管理ファイル　ドキュメント実体管理ファイル　ドキュメント実体管理ファイル　ドキュメント実体管理ファイル

ドキュメント実体管理ファイルは，初期設定ユティリティのドキュメントオプ
ションで指定したドキュメントファイルディレクトリ下に作成されます。
ドキュメント実体管理ファイルのディスク占有量は，次のようになります。

• バージョン管理システムが PVCSの場合

F=(f+(d+250)× v)× n バイト

• F：ディスク占有量

• f：平均ファイルサイズ

• d：平均更新差分データサイズ

• v：平均バージョン保有数

• n：ドキュメント数

• バージョン管理システムが Originalの場合

F=f× v× n バイト

• F：ディスク占有量

• f：平均ファイルサイズ

• v：平均バージョン保有数

• n：ドキュメント数

付録付録付録付録 E.2　ネットワーク参照用ドキュメントファイル　ネットワーク参照用ドキュメントファイル　ネットワーク参照用ドキュメントファイル　ネットワーク参照用ドキュメントファイル

ネットワーク参照用ドキュメントファイルは，環境構築ユティリティで作成した
ルートドキュメントフォルダのディレクトリ下に作成されるファイルです。
ネットワーク参照用ドキュメントファイルのディスク占有量は，次のようになり
ます。

F=f× n バイト

• F：ディスク占有量

• f：平均ファイルサイズ

• n：ドキュメント数

付録付録付録付録 E.3　ドキュメント種別のテンプレートファイル　ドキュメント種別のテンプレートファイル　ドキュメント種別のテンプレートファイル　ドキュメント種別のテンプレートファイル

ドキュメント種別のテンプレートファイルは，ドキュメント実体管理ファイルと
同じディレクトリ下に作成されます。
ドキュメント種別のテンプレートファイルのディスク占有量は，次のようになり
ます。

F=f× n バイト

• F：ディスク占有量

• f：平均テンプレートファイルサイズ
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• n：ドキュメント種別数

付録付録付録付録 E.4　保守情報ファイル　保守情報ファイル　保守情報ファイル　保守情報ファイル

保守情報ファイルは，SEWB+/REPOSITORYのインストールディレクトリ下に作

成されます。
保守情報ファイルのディスク占有量は，次のようになります。

F=100,000× u バイト

• F：ディスク占有量

• u：同時ログインユーザ数

付録付録付録付録 E.5　データベースファイル　データベースファイル　データベースファイル　データベースファイル

データベースファイルのディスク占有量は，次のようになります。

F=70,000,000+5,000× a+12,000× b+5,000× c バイト

• F：ディスク占有量

• a：ドキュメント数

• b：データ項目数

• c：業務ルール数
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付録付録付録付録 F　用語解説　用語解説　用語解説　用語解説
APPGALLERY Enterprise

表作成やグラフ表示などの機能を部品として提供し，それらをビジュアルに組み
合わせてアプリケーションを開発するツールです。部品と部品を組み合わせるため
の手続きも対話操作で作成できるため，アプリケーションを効率良く開発できます。

CSV形式ファイル

CSV（Comma Separated Values）形式でデータが記述されたファイルのことで

す。CSV形式とは，表計算プログラムやリレ ーショナルデータベースでデータを扱

えるテキストデータの形式をいいます。データの区切りをコンマ (,)，レコードの区

切りを改行で表します。レコードは可変長形式になります。辞書情報を一括して登
録したり出力したりするには，CSV形式ファイルを使います。

GUI属性

APPGALLERY Enterpriseで利用する部品のプロパティと，リポジトリ内のデー

タ項目との対応に関する属性です。

NTFS

Windows NTのファイルシステムフォーマットです。NTFSは，セキュリティ機

能を持っています。

Object Server

Groupmax Object Server及び Groupmax High-end Object Serverは，多様な構造

と関連性を持った情報をオブジェクトとして格納するプログラムです。また，それ
らのオブジェクトを管理するための高度な管理機能を備えています。このマニュア
ルでは，両方のプログラムに共通の説明をする場合には総称として Object Serverと

呼んでいます。

SEWB+/CONSTRUCTION

C/Sシステム（クライアントサーバシステム）のアプリケーション開発を支援する

ツールです。特に，TPモニタやジョブ運用管理ツールなどを利用する大規模なクラ

イアントサーバシステム上で動作するサーバ側のプログラム及びバッチシステムの
開発に適しています。

SEWB+/CS-DESIGN

ORB(分散オブジェクト実行環境 )を利用した C/Sシステム（クライアントサーバ

システム）のアプリケーション (オブジェクト )の論理構成設計を支援するツールで

す。

SEWB+/EUR Professional Edition

SEWB+/REPOSITORYと連携し，レポートの設計から印刷までを支援するツール

です。

SEWB+セッション管理

SEWB+/REPOSITORYへのログインを管理する機能です。サーバで，システム管
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理者だけが利用できます。SEWB+セッション管理では，SEWB+/REPOSITORYの

各ユーザがログイン中かどうかを一覧で確認したり，ユーザを強制的にログアウト
したり，特定のユーザに対してログインを禁止したりできます。

SEWB+ツール

PCを使った分散開発環境で，システム開発を支援する SEWB+シリーズのツール

です。

SI支援ユティリティ

システムバージョンの機能を利用して，異なるシステムバージョンに関連付けら
れたドキュメントのうち差分のあるドキュメントを比較・抽出するためのユティリ
ティです。

アクセス権
リポジトリに格納されたドキュメントや辞書を参照したり，更新したりする権限
のことです。所有者（ドキュメントや辞書を作成するユーザ），グループ，及びすべ
てのユーザに対して，それぞれのアクセス権を設定できます。

インポート
エクスポートで取り出された資源を，リポジトリに取り込むことをいいます。各
サーバに分散された資源を収集する場合などに利用します。

エクスポート
リポジトリの資源を，ハードディスク上のファイル，フロッピーディスク，カー
トリッジ磁気テープなどの外部媒体に取り出すことをいいます。ルートドキュメン
トフォルダ単位，又は辞書フォルダ単位でエクスポートできます。ほかのサーバに
資源を配布する場合などに利用します。

関連
データ項目とドキュメント，データ項目と業務ルールというように，資源間に付
けられた依存関係をいいます。関連には，リポジトリブラウザを使用して任意に設
定できる「ユーザ関連」と，SEWB+ツールが生成した資源間に設定される「関連」

があります。リポジトリブラウザの関連ブラウザ機能を使用すると，関連付けられ
た資源をブラウジングでき，変更波及の解析などに利用できます。

業務ルール
データ項目に着目して，データ項目特有の処理を部品化したものです。SEWB+/

CONSTRUCTIONを使ったアプリケーション開発共通に利用することを目的として

います。業務ルールは必ずデータ項目と関連付けて作成し，業務ルール辞書で管理
します。
業務ルールに適した処理としては，データ項目の値や形式の妥当性をチェックす
る処理，形式を変換する処理，編集処理，複数のデータ項目で成り立つ計算処理な
どが挙げられます。

業務ルール辞書
プロジェクト間で共有する業務ルールを格納する辞書です。
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グループ
複数のユーザ（SEWB+/REPOSITORYの利用者）をまとめる単位です。ユーザが

所属するグループは，システム管理者によってグループ登録ファイルに登録されま
す。リポジトリで管理される資源に対するアクセス権は，グループ単位で設定する
こともできます。

辞書
リポジトリで管理されるデータ項目辞書及び業務ルール辞書の総称です。一つの
リポジトリ上に，管理内容や用途に応じて複数の辞書を作成できます。

辞書フォルダ
リポジトリで辞書を管理する最上位の単位です。辞書フォルダは，データ項目辞
書，及び業務ルール辞書を管理しています。

システム管理者
Windows NT又はWindows 2000の Administrator権限を持ち，SEWB+/

REPOSITORYを利用したシステム開発環境を管理する人です。ユーザ登録ファイ

ルに，ユーザ名［system］で登録されているユーザを指します。

システム統合
機能別に設計，製造された個々のプログラムを統合して，一つのプログラムに組
み立てることです。

システムバージョン
システムを構成するドキュメント群を管理するためのバージョンです。管理目的
に応じて種別（浮動／固定）を切り替えられます。
• 「浮動」は，常に最新のバージョンを示します。開発中のドキュメントなどに設
定します。

• 「固定」は，設定された特定のバージョンを示します。開発を完了したドキュメ
ントなどに設定します。

システムバージョンフォルダ
システムバージョンを管理するフォルダです。

チェックアウト
リポジトリのドキュメントを，クライアントのファイルシステムに取り出すこと
です。

チェックイン
チェックアウトで取り出されたドキュメントを，リポジトリに格納（返却）する
ことです。

データ項目
ファイル設計，レコード設計，リレーショナルデータベース設計などのシステム
設計，及びプログラム設計や作成で使用する情報の基本単位です。

データ項目辞書
プロジェクト間で共有するデータ項目を格納する辞書です。データ中心アプロー
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チに基づいてデータ分析し，標準化したデータ項目の集まりです。システム開発で
作成するドキュメント間で共通に利用することを目的とします。

ドキュメント
リポジトリで管理されるシステム分析・設計情報，及びプログラム開発情報など
を保管するファイルです。ドキュメントの例としては，SEWB+ツールで作成したシ

ステム分析図やデータ定義情報，ソースプログラム，又はMicrosoft Wordなどで作

成した企画文書，設計文書類があります。

ドキュメントフォルダ
リポジトリでドキュメントをまとめて管理するための入れ物です。ディレクトリ
に相当します。

バージョン
ドキュメントの版に対して設定される名称です。ドキュメントの履歴を管理する
ことを目的としています。

ユーザ
SEWB+/REPOSITORYを使用して，リポジトリの資源を操作できる人です。ユー

ザは，システム管理者によってユーザ登録ファイルに登録されます。それぞれの
ユーザは，固有のユーザ識別子とパスワードを持ちます。

リポジトリ
システム開発の各工程で発生する情報の保管庫です。このシステム開発資源（ド
キュメントと辞書）と，その資源間の関連をサーバ上で統合管理します。リポジト
リによって，クライアントで動作するアプリケーションで，システム開発資源を共
有したり連携したりできます。

リポジトリブラウザ
リポジトリの資源を，クライアントでビジュアルに操作できる機能です。リポジ
トリに格納された資源をツリー形式やリスト形式で表示できます。リポジトリブラ
ウザでは，リポジトリにドキュメントや辞書を登録したり，目的の資源を検索した
り，資源間の関連を手掛かりにブラウジングしたりできます。

ルートドキュメントフォルダ
リポジトリでドキュメントを管理する最上位のフォルダです。
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マニュアル申し込みの御案内

お申し込みからマニュアルが届くまで

①お申し込みはFAXで

裏面のマニュアル申込書に必要事項を記入のうえ，FAXでお申し込みください。

　日頃から日立製品を御利用頂き，ありがとうございます。日立では，マニュアルを通信販売

でお届けするサービスを行っております。御希望のマニュアルがございましたら，裏面の申込

用紙でお申し込みください。

②請求書をお送りします

お申し込み頂いたマニュアルについて，請求書をお送りします。

③入金は銀行振込みで

請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は当社で負担します。

④お届けします

入金確認後，７日以内にお届けします。

なお，在庫切れの場合は，納期を別途御案内致します。

［お申し込みのFAX番号］　０１２０－２１０－４５４（フリーダイヤル）

［振込み先の口座番号］　　・（株）日和  出版センター

　　　　　　　　　　　　　・三和銀行　室町支店　　口座番号：普通　３５０２１５０

［お申し込みに関するお問い合わせ］（株）日和  出版センター　　０３－５２８１－５０５４

①

お客様 （株）日和  出版センター

②

③

④

申込書

請求書F A X

B A N K

マニュアル



日立マニュアル申込書

お申し込み日

送付先御住所 〒

貴社名，部課名

お名前

電話番号

F A X 番号

（　　　）

（　　　）

 （株）日和 出版センター　行き

　FAX番号　０１２０－２１０－４５４（フリーダイヤル）

マニュアルのお申し込みについて，御不明な点は

（株）日和 出版センター（　０３－５２８１－５０５４）へお問い合わせください。

年　　　　　月　　　　　　日

資料番号

合計

マニュアル名 数量


